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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……え、元気がない、ですか？

　やっぱり、わかっちゃいます？　わかっちゃいますよね。

　はい……元気ないです。

　理由ですか？

　天使様なら本当はもうわかってるんじゃないですか？

　もちろん、わかってる？　でも、あたしの口から聞きたい、ですか？

　どうし──あ、はい、わかりましたよ。理由は訊ききません。……どうせ訊いても教えてもらえないんだろうし。

　……あたしが元気がない理由なんて、ひとつしかないに決まってるじゃないですか。

　光ひかる君くんですよ、光君。

　実は……この頃ごろ、あんまりお話できてないんです。しばらく委員会も開かれてなくて、こういうときに限って、クラスの用事もなかったりで。

　授業中？

　そんなの駄だ目めですよ、天使様。それはまあ、あたしと光君は席が隣っていう幸運に恵まれてますけど、授業中に私語なんかしてたら先生に怒られちゃうじゃないですか。

　え？　中学の授業と、光君を地じ獄ごくに堕おとさないのと、どっちが大切か？

　そんなの決まってます。光君を地獄に堕とさないことですよ。

　でも……授業中に私語なんかしていたら、次の休み時間にあたしが地獄に堕ちちゃいます！

　それでもいいんで──い、いいって、天使様そんなあっさり！

　ひどいです！

　痛っ……机って叩たたくと結構痛いんですね……。

　って、それはともかく！

　大体、授業中に私語してて、次の休み時間に先生に職員室とかに来るように言われちゃったら、その時間、光君は田た名な網あみさんと那な賀が花はなさんに自由にされちゃうんですよ!?

　あたし、すごく頑がん張ばってるんですから！

　おトイレだってずっとずっと我が慢まんして、休み時間にじゃなくて、授業中に手を挙げて、恥はずかしくて死にそうになりながら、

　──先生、あの……お、お、お手洗い行って来ていいですか？

　って、言ってるんですよ!?　休み時間に行くと、その間に光君がどんな目に遭あうのかが心配で、頑張ってるんですから！

　痛っ……あ、手、赤くなっちゃいました……くすん。

　え？　光君の様子ですか？

　うーん……あんまり、変わってない気がします。

　あんまりってことは少しは変わってるんだろう、ですか？　それはそうなんですけど……悪い感じにじゃないですよ？

　ちょっと、御弁当の量が増えたくらいで──きゃっ！

　な、なんですか、天使様……急に怖い顔して。

　え？　それこそが《罪シン》の前兆、ですか？　だけど、増えたって言っても、おかずの、例たとえばウィンナーが二本から三本になったっていう程度のことですよ？

　それが第一歩？

　胃を少しずつ大きくしていって、普ふ段だんから食べる量をまずは増やし、それから大食いの快楽と達成感を憶おぼえさせ、《罪シン》に落とす、ですか。

　……ふうん、なんだか気の長い話ですね。

　きゃ！

　な、なんですか、その握った拳こぶしは!?　それであたしをぶつんですか!?

　信じてます！　信じてますよ、天使様の御言葉は！

　もう、こんなにはっきりと御姿も見えてしまってるし……でも、相あい変かわらず、見えているのってあたしだけなんですよね？　この部屋からも出られないし。

　あ、はい。わかってます……だから、あたししか、光ひかる君くんを守れないってことは。

　え、他ほかに光君の様子で変わったことですか？

　うーん……そういえば一度だけ、用事を替わってくれるように頼まれて、嫌がったことがありました。

　また光君を利用して、ズルをしようとしたんだと思うんですけど……もちかけた方の男子もびっくりしてました。

　光君、そういうことって絶対に嫌がらなかったから。

　あ……でも、光君自身も驚いてたと思います。びっくりした顔になって、口をパクパクさせてましたし。

　多分、すぐに謝って、頼まれたことにＯＫの返事をしようとしたんだと思います。

　だけどそこへ、田た名な網あみさんが戻ってきて──え？　あ、はい。多分、おトイレに行ってたんだと思います。

　那な賀が花はなさんとは交互に行ってて、光君の傍そばを離れないようにしてましたから。

　それから、光君は田名網さんを見るとにっこりとして──そういえば、あんなに可愛かわいい笑顔を見たのに、田名網さん、どうしてちょっと身構えたんだろう？──え、それで？

　あ、はい、ごめんなさい。

　ええとですね……結局、それで男子は黙っちゃって、それ以上、なにも言わなかったです。田名網さん、喧けん嘩か、とっても強いから。

　天使様にも、報告しましたよね？

　ちょっと目を離した隙すきに、光君がクラスの男子に呼び出されたこと。

　……はい、そうです。その日です。

　体育の授業が終わったあとだったから、田た名な網あみさんも、那な賀が花はなさんも、それに、あたしも傍そばにいなかったんです。

　あたし、先生に頼まれて光ひかる君くんを呼びに行ったんですよね……そしたら、ちょうど光君が校舎裏に連れて行かれちゃうのが見えて、慌あわてて追いかけていったんです。

　よく憶おぼえてます。

　そしたら、生意気だ、とか言われて肩を突き飛ばされたりしていたところで──あたし、いつもみたいに飛びだしちゃいました。光君、微笑ほほえんでいるばっかりだったから、きっとこのままじゃ殴なぐられる、って思ったし。

　男子、五人くらいいて、すごく怖かったんですけど、頑がん張ばったんですよ？　だって、あたしが光君を守らなくちゃいけないから。

　え？　人間からはいい、ですか？

　でも殴られた拍ひよう子しに、変なことに目覚めちゃったりしたら困るし──ち、違います！　全然っエッチなことじゃないです！　暴力とか、そういうことです！

　だって、暴力も《大罪》なんですよね？　えっ、ち、違うんですか？　だって、田名網さんは──は、はあ……《憤怒ラース》の捌はけ口の暴力行為であって、逆ではない、ですか。

　よくわからないんですけど、楽しく人を殴るなら《大罪》ではない、ってことですか？

　……ふうん、変なの。

　あっ、噓うそ！　噓です！　ちっとも変だなんて思ってません!!　怖いから、そんなこめかみに血管を浮かばせて睨にらまないでください！　あたしが悪かったですから！

　──はぁ。

　と、とにかくですね、その場は先生が通りかかって、それで治まったんですけど、そのことをあとで田名網さんが聞きつけて、その男子を殴っちゃったらしいんです。

　その男子が先生に言いつけて、それで、みんなの前で一応、田名網さんも注意をされたんですけど、来くる栖す先生も男子が先に光君にちょっかいを出したのは知ってたし、なにより、田名網さんに負けて、しかもそれを先生に言いつけた、ってことで、その男子たちは、みんなに馬ば鹿かにされてます。

　え？　その男子って誰だれか、ですか？

　もう、天使様。それ、前にも訊ききましたよ？──忘れた？　天使様って、結構忘れっぽいですよね。興味のないことは特に。

　きゃ！　ぶつんですか!?　天使様がか弱い女の子をぶつんですか!?

　はぁ……そうですよ、手を下ろしてください。

　女の子をぶつなんて、悪あく魔まのすることですもん。天使様はしませんよね。大丈夫です、あたし、わかってました。

　……ふぅ。

　天使様。光ひかる君くん……大丈夫ですよね？　あの女の子たちと暮らし始めて、ほんのちょっとだけ逞たくましくなった気がするけど、やっぱり優しいまんまだし。

　だから──焦あせらなくってもいいですよ、ね？　ね？

　その……ち、ちちちち、契ちぎったりとかは！　きゃーっ!!　乙女おとめになんてこと言わせるんですか、天使様っ!!

「愛あいっ！　愛っ、なにがあったの!?　いまの悲鳴はなにっ!?」

　きゃ！

　あ、はい。お母さんですね。……天使様、あたし、また大きな声を出してました？

　思いっきり出してた──そ、そうですか。

「大丈夫よ、お母さん！　窓に外から虫が張り付いてただけだから！」

「虫って──愛、雨戸さっき閉めてたじゃないの！」

　う……そ、そうでした。

「ええええっと！　雨戸と窓の隙すき間まに入ってたの！　だから大丈夫！」

「……ならいいんだけど」

　──ふぅ。

　ええ、そうなんです、天使様。

　お母さん、すっかり神経質になっちゃって。あたし、夜中に家を抜けだすような子じゃなかったから。

　でも、仕方ないですよね？　だって、光君のためだもん。

　ち、ちちちち、ち、契るとかそういうのは、とりあえず脇わきに置いておいてですね……あたし、頑がん張ばってあの子たちの邪じや魔まをします！

　あの子たちに、光君を堕だ落らくさせたりしません！　絶対に！　あたしの目の黒い内はっ!!

　──いまの言い方、格好いいと思いません？

　どうでもいい、ですか。

　天使様って、冷たいですよね。あたし、頑張って天使様と仲良くなろうとしてるのに。

　そんなことはどうでもいい、って……しょんぼりです。

　あ、はい。

　ええと、光君はあれからも相変わらず、元のお家の裏手にある古い教会に、あの七人の女の子たちと暮らしてます。

　管理人のおじいさんもいますけど、なんにも言わないみたいで。

　光君のことだから、なんにもないとは思うけど……ちょっとだけ心配です。だって、光君だって男の子ですもん。

　それがわかってるなら、二四時間張り付くくらいの気持ちを見せろ？　でも、あの教会って閉まったままで、中に入れ──え、忍び込め、ですか!?　そんな！　不ふ法ほう侵しん入にゆうで捕まっちゃいますよ！　それに、なんだかストーカーみたいじゃないですか！

　そ、それは、もちろん、光ひかる君くんが堕だ落らくして、前にあったみたいに別人になっちゃうなんていやですけど……。

　──わかりました。あたし、頑がん張ばってみます。

　そうですよね。あの屋敷の中で、光君、毎日どんな酷ひどい目に遭あっているかわからないですもんね！　堕落しろ、って毎日責められてるかもしれないですよね！

　そんなこと、あたしが許しません！　光君のことはきっちり、あたしが守ってみせます！

　──愛の力で！
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「ふわ……」

　チリチリと控えめに鳴る目覚まし時計の音に、神かみ代しろ光ひかるは欠伸あくびをすると、ベッドの中でうつぶせになって小さな丘のように布団を持ち上げた。

　微かすかに開いた首元から、布団の中よりは僅わずかに冷たい空気が入り込んできて、パジャマの首筋をくすぐる。

　とはいっても、鳥肌が立つような冷たさではない。

　目覚ましが鳴る、大体三〇分ほど前にエアコンのスイッチが入るようにタイマーをかけていたので、部屋はいい具合に暖まっている。

「んん」

　布団の中で猫のように伸びをして、それから光は体を起こした。羽毛布団がずり落ちて背中の後ろに積もる。

　一四歳といえば、男の子ならそろそろ喉のど仏ぼとけも出てきて、声変わりが終わっている子もいて、髭ひげなどもちらほらとわかるようになる年とし頃ごろなのだが、その辺り、光は時間に置いてけぼりを食ったような感じがあった。

　可愛かわいらしい、とよくからかわれる童どう顔がんは眠たそうで、染めているわけではない、キャラメルカラーの髪はところどころが跳はねて立ち、静電気のせいか、モビールのように揺ゆれている。

　ぷるっと体を震ふるわせると、光はベッドを下りた。

　部屋は狭せまく、ベッドと小さな机の間は、椅い子すを引けばほとんど塞ふさがってしまうほどの距離しか空いていない。他ほかにあるものといえば、クローゼットがひとつだけである。

　もともとは、修しゆう道どう士しの寄宿舎であったので、これだけの家具で十分だったらしい。

　前の屋敷を引き払ってここに越してきたときには、当然、エアコンもなかった。

　それどころか、各部屋に電気すら通っていなかったのには、暢気のんきな光も軽く驚いたが、それはそれで楽しい生活になりそう、と思っていた。しかし──

「駄だ目めですわ、そんなの！」

　明あけ星ほし獅しぃ子こという少女の一言で、寄宿舎は元の外観を残しながら、中身はほとんど別のものに作り替えることになった。

　光は、前のままのなんとも狭い感じの部屋が気にいったので、そのままの広さで残してもらったが、他の同居人たちはそれぞれ自分の好みの広さを出して、部屋の面積を取り合いをした。いまはなんとか落ち着くところに落ち着いたけれども。

　光は、どこか不器用そうな指遣いでパジャマのボタンを外し、ジーンズとトレーナーの上着を着ると、丁てい寧ねいに丁寧にパジャマを畳たたんだ。

　ダウンジャケットを羽は織おり、そのパジャマを持って部屋を出る。

　扉が開いたのを感知して、明かりが点つく。天井がすべて照明、という風に作り替えられた廊下は、朝日が入ってきていなくてもとても明るかった。

　左右に長いそこはとても静かで、ほとんどのみんなはまだ眠っているのだと思われた。そこで光ひかるはいつものように足音をしのばせながら、階段へと向かった。

　光の部屋は、寄宿舎の一番奥まった場所にある。

　階段は反対の端にしかないために、二階の部屋の前、すべてを通らなくてはならなかった。改装前には建物の左右にあったのだが、光の部屋の側の階段は撤てつ去きよされてしまっている。

　トイレは一階にしかないので、ちょっと不便かな、と思わなくもなかったが、よく考えれば前の屋敷でも、距離的には同じくらい遠い場所にしかトイレはなかった。なのに遠く感じるというのは不思議だなあ、と行くたびに思う。

　のんびりと、学校の教室のように建物の片側にだけ並んだ部屋の扉を見ながら、光は歩いた。

　元は二十幾いくつの部屋があったが、いまは八つになっている。

　左右の壁を壊し、隣の部屋とつなげて広くした関係で、扉は非等間隔で並んでいる。そのいずれにもカード式の最新の鍵かぎが付いていたが、光はほとんど開けっ放しだった。

　とられて困るようなものはなにもないし、家の中で鍵をかけるのはなにか違う、と思ってしまうからだ。

　同居人の部屋は、扉にもそれぞれの個性が表れていて、何度見ても飽きない。

　すぐ隣は三人いるうちの同級生の女子の一人、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろの部屋で、扉も改装前そのままで、下がったプレートも改装時に出た木もく片へんにマジックで『しゅろ』と書いただけのものを、乱暴に釘くぎで打ちつけただけだった。

　なにしろ彼女は面倒くさがりで、息をするのもかったるい、と言ってしまうようなところがあった。学校も、気が向いたときにしか行かない。

　その態度に、なんとなく同居人たちのリーダーになっている獅しぃ子こは、

「あなた！　自分の役目をわかっていて!?」

　と声を上げるのだが、棕櫚は気けだるそうな態度で笑みを浮かべながら、はいはい、となんとなくすべてを煙けむに巻くような返事をして、獅ぃ子の眉まゆを吊つり上げさせるのだった。

　その隣の部屋の扉には、見る方が思わず照れてしまうようなセクシーな女性のポスターが堂々と貼はられている。ビキニの肩かた紐ひもを外して、カップの部分を腕で押さえているが、いまにも落ちてしまいそうだ。なのに、写真の女性は微笑ほほえんでいる。

　牧もく鷹おう羊よう子こ──ファンからは、モック、というニックネームで呼ばれている、トップグラビアアイドルだということだった。光は、それについてはよくわからなかったが、それでも、一七歳にはとても見えない豊かな胸と色っぽさだというのは、さすがにわかった。

　このポスターがプレート代わり、ということらしい。わかりやすい、と言えば言えた。

　その隣の部屋の扉が、また変わっている。

　プレートは下がっていて、そこには『巳み和わ』と木の文字も貼り付けられているのだが、下がっているのはそれだけではなかった。

　ボタンでできた片目の取れたうさぎのぬいぐるみ──それが、首を吊つるような格好でぶら下がっている。くたくた感があるせいで首の傾かしげ方とか肩の落ち方とかが、やけにリアルな感じだった──本物の首吊り死体を見たことがあるわけではなかったが。

　この部屋の住人は、宇う美み野の巳み和わという一三歳の少女だ。

　無口で、話すときもとても静かに喋しやべる子だったが、羊よう子ことは仲は良いようで、ふと気付くと、彼女と一緒にいることが多かった。

　年齢から言えば、同じ千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの一年生ということになるのだが、学校には行かずに、光ひかるが学校に行っている間は、寄宿舎と同じ敷地にある書庫にいるか、ぬいぐるみ作りをしていることがほとんどらしい。

　前を通ると、こちらを見ているようにぬいぐるみが僅わずかに向きを変えた。

　そこからしばらくは扉がなく、数部屋分ぶんを過ぎた先にやっと現れると今度は、他ほかのものとは違って、扉を二枚並べたような両開きで、美しい彫刻が施されていた。ノブにも彫金がされている。

　プレートの類たぐいはかかっていなかったが、扉を見ればそこが誰だれの部屋かは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。代わりに、ノッカーが付けられていて、ある意味それがプレートといってもよかった。なにしろそれは、黄金の獅し子しのノッカーだったからだ。

　明あけ星ほし獅しぃ子こ──ここは、彼女の部屋だ。

　彼女が、他の六人の少女たちよりも広い部屋を使っているのは、年が二つ上だからでも、『ヴィーナス・グループ』総そう帥すいの娘というお嬢じよう様さま暮らしから抜け切っていないから、というわけでもない。彼女だけは、もう一人、人を部屋に住まわせているからだった。

　それは執しつ事じ然ぜんとした大男で、それだけならば、獅ぃ子の育ちを考えればたとえ屋敷を出てももっと大人数の召めし使つかいが付いてきておかしいことはなかったが、顔に、ちょっと変態ちっくなラバーマスクをつけているとなれば、話は別だった。

　もっとも獅ぃ子は、《彼》──《赤せき兎と》のことを自分の『足』だと言ってはばからず、ここに住んでいる人数にも勘かん定じように入れてはいなかったし、他のみんなにも、自分を二人で一人と見なすことを要求していて、光も《彼》がいいのならと、そうしていた。

（そういえば、赤兎さんっていつごはんとか食べてるのかな？）

　光たちは揃そろって食事をすることが多いが、そんなときでも、赤兎は決して同じテーブルにはつかない。

　それ自体は、珍しいことではない。光の家でも、ほとんど家族同然であっても、御手伝いさんたちが自分たちと食卓を共にすることはなかった。が──

（みんなで食べた方が美お味いしいと思うんだけどな……）

　そう考えるのが、光だった。

　自分たちが住まわせてもらっているこの寄宿舎を含めた教会を管理している老人──玄げんも、食事については赤せき兎とと同じだった。いくら誘っても、自分の小屋で食べるのが気楽でいい、と言って同席しようとはしない。

「無理に誘っても仕方ありませんわ」

　と獅しぃ子こなどは言う。

「御老人とわたくしたちとでは、嗜し好こうも大だい分ぶ違いますでしょうし。育ち盛りのわたくしたちと同じ料理を召し上がっていただくのは、かえって御迷惑になりかねませんもの」

　確かに、自分たちの食事はどちらかといえば味付けも濃く、脂っこく、週の半分は洋食系のメニューだった。矍かく鑠しやくとはしていても間違いなく年金を貰もらっている年の体には、悪いかもしれない。

（それに、那な賀が花はなさんと一緒だと、食べ損なうかもしれないし）

　彼女の食べっぷりを思い出してちょっと微笑ほほえみながら光ひかるは、袋のぶら下がった扉を見ながらその前を行きすぎた。

　プレートには『美み巳み』と書かれている。

　袋の中に入っているのは、キャンディーやチョコレートだった。廊下を歩いていて少しお腹なかが空すいたときに、いつでも食べることができるように、ということらしい。使っているのは、ほとんど美巳だったが。

　なにしろ、彼女はよく食べる。ちょっとでも油断をしてよそ見をしようものなら、あっという間まに目の前の皿から料理が消えうせる。その彼女と、玄げんを競わせるのは酷こくに思えた。幸いなことに、彼女は光の料理には手を付けない──もうお腹一杯、というまでは。

　彼女に食べてもらえる料理は、幸せだと思う。なにしろ、本当に美お味いしそうに食べるのだ。そして、食べ残しが絶対にない。

　とてもいいことだ、と光は思う。

　その隣の部屋の扉は、縁ふちを丸頭の鋲びようで飾った鉄製の扉で、そこだけ監かん獄ごくのようだった。多少でこぼことしているのは、内側から強烈な衝撃を加えられたからだ。時々、バケツを思い切り叩たたいたような音がするのは、おそらくはそれだった。

　プレートはなく、扉に直接スプレーで『くみ』と吹きつけられている。ぞんざいな感じが、実にこの部屋の住人である、田た名な網あみ久く美みらしいといえばらしい。

　彼女と、そして美巳は、棕しゆ櫚ろと同じく、光のクラスメートだった。三人揃そろって転校してきて、棕櫚を除けば、今ではほぼ毎日、登下校を共にしている。

　そこも過ぎると最後に控えた部屋が、年はひとつ上の鏡かがみ倉くら子この部屋だったが、その部屋だけは他ほかとはまったく様子が違っていた。扉も、ひとつだけスライド式で、しかも自動ドア、ノブなどはなく、厳重なセキュリティが施されていて、三段階の本人認証が必要だった。

「別に、皆さんを信用していないとか、そういうことじゃありません。こうしないと、わたしが安心できないんです。実際に犯罪がどうとかいうことではないですが、一応、ここはわたしのオフィスでもありますし」

　そう言った倉くら子こは、一五歳にして株のトレーダーをやっている。簡単にいえば、商品の代わりに株を安く買って高く売り、その差額で利益を上げる仕事だ。だから、セキュリティにはどうしても人一倍、気を使ってしまう、と彼女は言っていた。

（だけど、みんなすごいなあ……）

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた階段を下りながら、光ひかるは自分がなにもできず、ただ養われていることをちょっとだけ申し訳なく思った。

　他ほかのみんなは、それぞれ自分でお金を稼かせいでいる。

　倉子の他にも、羊よう子こはグラビアの仕事でかなりの収入があるらしいし、獅しぃ子こは自分の会社を幾いくつも持っている。

　美み巳みは、発売前のスナックなどの試食を引き受けてレポートを書き、それでお金を稼いでいるし、久く美みは久美で、女子プロみたいなものをやっている。

　一番年下の巳み和わも作ったぬいぐるみをネットで販売して、自分のおこづかいは稼いでいた。

　唯一、棕しゆ櫚ろだけはなにもしていないが、時々ふらっとどこかへ出かけて、帰って来るとお金の入った分厚い封筒を持っているということが多々あった。いったい、なにをして稼いでいるのかはさっぱりわからなかったけれども。

　それを考えると、自分もなにかしようとは思うのだが、性格がのんびりしすぎていて、接客や流れ作業的に物を作ることには、向いていないことはわかっていた。

　そもそも、中学二年生を雇ってくれるところなどほとんどない。役所にばれたときのことを考えれば、店側もおいそれと雇うことなどできるわけがない。

　それはよくわかる。

　だから光は、いまの自分にできることを、とりあえずやることにしていた。

　まずは、掃除とか。

　寄宿舎の外に出ると、凍こごえるような空気が体を包んだ。頰ほおが、凍りつくような感じがある。まだ冬の盛りなのだから、仕方がない。

　少し離れた場所にある掃除用具入れから箒ほうきを出して、光は寄宿舎の周りを掃はき始めた。

　豪ごう雪せつ地帯の大変さを思えば、東京はほとんど雪が降らないのだからずっと楽なのだろうけれども、それでも庭は汚れるものだ。

　千ち代よ田だ区くと新しん宿じゆく区くの間という、立地としては都心ど真ん中という千ち代よ神がみ宿じゆく区くは、周辺の開発の波からは外れていて、いまも戦前からの建物が多く残っている。

　この教会もそのひとつだった。

　敷地はとても広く、周囲を囲むように丈の高い針しん葉よう樹じゆの木が植えられていて、さらにその周りをいまは高い塀へいが覆おおっていて、その葉が意外と落ちている。

　いまは神父もいないので、教会の入り口も閉鎖されているため、入るには裏口──というか、蔦つたに埋もれている、ほとんど秘密の入り口と言っていい木戸から入らなくてはならなかったが、それもまたなんとなくわくわくとして面おも白しろかった。

「精せいが出るな」

　白い息を吐きながら、辺りに落ちている葉や、どこからか飛んできたゴミなどを掃はき集めていると、そんな声が聞こえて、光ひかるは手を止めて振り返った。

「あ、おはようござい、ま……す、玄げんさん……」

「おはよう」

　そういいながら、細身の老人は杖つえをつきながら近付いてきた。この教会の管理をどこからか任されているという、玄、という名の老人だ。苗みよう字じがなんというのか、光は知らなかった。知らなくても困らんだろう、と言われてそれきりになっている。

　玄は、いつもと比べるときちんとした格好をしているとみえた。

　普ふ段だんは、近所であればどてらをひっかけて、ニットの帽子を被かぶって、草ぞう履りをぺたぺたといわせながら、片方だけ濁にごった目で辺りをぎょろりぎょろりと見ながら歩くのだが、今朝は、金きん刺し繡しゆうの家紋らしきものが入った羽は織おりを着て、パリッとした袴はかまを穿はき、頭には鍔つばのある帽子を被っていた。見れば、杖も普段とは少し違う。

「どうしたんですか、玄さん？　今日はずいぶん……格好いいですよ？」

「お、そうか？」

　玄は嬉うれしそうに目を細めた。皺しわが深くなる。

「この間の商店街の新春福引で、旅行が当たったんじゃ。ペアでな。おまえさんらの誰だれかを連れていこうかとも思ったんじゃが、それも角かどが立ちそうじゃったから、囲い碁ご仲間と行くことにした」

「わあ、おめでとうございます。どこですか？　温泉とか？」

「違う違う」

　玄は、ニヤリとして指を振った。

「──海外じゃ」

「海外！」

「そうじゃ。しかも欧州ヨーロツパじゃぞ？　数ヶ月のツアーじゃ。──というわけで、わしはしばらく留守にするが、あとのことは頼むぞ」

「いつ出発ですか？」

「今日じゃ」

　あまりにもあっさりと言われて、最初、光はすぐに理解できなかった──今日!?

「ま、また、ずいぶんと急ですね」

「うむ。わしも驚いておる。目録では来月になっておったんじゃが、ま、特に仕事をしているわけでもない自由の身だからの──おっと、ここの管理は仕事だったか」

　玄げんは、笑った。

「……というわけで、じゃ」

　光ひかるは、自分の肩に、とん、杖つえが置かれるのを感じた。

「しばらくここを頼むぞ？　おまえさんの働きなら、わしよりも余よ程ほど、喜ばれるじゃろうよ。教会の本部も──神さんも、な」

「は、はあ……」

　それにしても、あまりにも急だ。それでも、任された以上は、しっかりとやり遂げなければならない。その決意に、光は箒ほうきの柄えを握り締めた。

「しっかりな」

　もう一度、玄は杖で肩を叩たたくと踵きびすを返し、少しいったところで足を止めて振り返った。

「そうじゃ。おまえさんにすべて任せるんじゃから、わしが貰もらっていた管理費は、おまえさんのものじゃ。好きに使うがいいぞ」

「えっ!?」

　そっちの方が、玄が突然海外に出かけることよりも、余程の驚きだった。

　──お金がもらえる！

　玄の仕事を手伝うことで、家賃を無しにしてもらっていたが、これからはそれに留とどまらず、お金がもらえるのだ！　自分のものを自分のお金で買えるのは、考えただけで嬉うれしかった。

「が、頑がん張ばります！」

　玄は一いつ層そう顔の皺しわを深くして、首を振った。

「適当でいいんじゃ、適当で──嬢じようちゃんたちにも、よろしく言っといてくれ」

「え、もう行くんですか？」

「家の前に、タクシーを待たせてあるんでの。……ああ、久しぶりじゃ、海外なんぞ！」

　高らかに笑って、玄は杖をくるくると回しながら、裏口の方へ歩いて行った。荷物は先にタクシーに積み込んであるのだろうが、その身軽な様子が玄らしいと思えた。ヨーロッパという遠い遠い場所に行くのに、着ているもの以外は、まるで近所のスーパーに買い物に行くような感じだった。

「──じーさん、どこ行ったんだ？」

　すぐ傍そばでそう声がして顔を上げると、いつの間まに来たのか、後ろに田た名な網あみ久く美みが立っていた。

　下はトレーナーのズボンを穿はいていたが、この寒いのに、上は半はん袖そでのＴシャツで、首にタオルを引っ掛けて、上着は袖を使って腰のところに縛しばっていた。肌はほんのりと桃色に染まって、湯気が上がっている。額には汗が滲にじんでいた。

　剝むき出しの腕は、引き締まって筋肉がくっきりと浮かび上がっている。触らせてもらったことがあるが、まさしく鋼はがねのようだった。いまはよく見えないが、足の方も相当なもので、これで蹴けられたら、それは扉もへこむだろう、と思える鍛きたえ方だった。

「おはようございます、田た名な網あみさん」

「おはよ、光ひかる様さま」

　朝日に目を眇すがめながら、久く美みは光をそう呼んだ。彼女に限らず、ここに一緒に暮らしている他ほかの女の子も揃そろってそう呼ぶ。ちょっとくすぐったいが、どうしてか違和感は抱いだかなかった。

「それで、じーさんはどこへ？」

「あ、海外旅行だそうです。駅の傍そばの商店街の福引で当たったとかで」

「へー、元気だなあ」

　久美は、額を手で拭ぬぐうようにして、ベリーショートの髪を搔かき上げた。汗が、朝日の光にキラキラと輝く。

「韓国？　台湾？」

「ヨーロッパツアーみたいですよ。帰ってくるのは、数ヶ月後みたいです」

「太っ腹だなあ……千ち代よ神がみ商しよう店てん街がいって」

　呆あきれたような、羨うらやましいような、そんな口調だった。

「そんなに儲もうかってるようには見えねーけどな。シャッターが閉まってる店も多いし」

「駅前のデパートに、ずいぶんとお客さんを取られちゃったみたいで、なんとかお客さんを呼び戻そうとして頑がん張ばったみたいですけど……効果はなかったみたいですね」

　福引が行われた数日は、ご祝しゆう儀ぎも加わって人出もずいぶんとあり、昔の活気が戻ってきたようだ、と喜んでいたらしいとは聞いていたが、正月過ぎてしまえば、また元のようにどこか寂さびれた商店街に戻ってしまっていた。

　それでも約束は約束だから、当選者のツアーへの招待は当然のことだが、出発日時を急きゆう遽きよ変えたのは、少しでもそれで参加する人数が減ったら、と思ってのことかもしれない。

「田名網さんはトレーニングですか？」

「おう。──でも、もう終わりだけどな。いい汗搔かいたぜ」

　久美は、ボーイッシュなハンサムフェイスに、どこか猫っぽい笑顔を浮かべた。それがなんとも愛らしい。口調こそ男子っぽいが、背も一五〇センチと低く、感情が丸出しの表情も可愛かわいらしかった。

「どうだい、光様も今度、一緒にやらねーか？」

「そうですね……朝の体操は気持ちいいかもしれないですね。ラジオ体操とか」

「冗談だろ!?」

　久美は豪ごう快かいに笑った。

「光様、オレの言ってるのは、武術だよ。拳けん法ぽうとか、ボクシングとか、そういうのさ。いい加減一人でやるのも飽きたんだよな。気持ちいーぜ？　憎たらしい奴やつの顔とか思い浮かべて、怒りを一気に解き放つんだ！」

　久美は、両手を大きく広げた。その表情は、どこか恍こう惚こつとしていた。

「全身が火に包まれたみたいに──いや、炎そのものになったみたいに、気持ちがいいんだ。その波が過ぎるとなんかこう……水の底にたまってた澱おりが一気に洗い流されたっていうか、焼き尽くされたっていうか、とにかく爽そう快かいなんだ！　どうだ？　やりたくなってきただろ？」

　そう言った彼女は、本当に楽しげで心地よさそうだった。

　こんなに熱心に誘ってくれるんだから、できることなら参加したかったが、それができない理由が光ひかるにはあった。

「そうしたいところですけど……やっぱり、僕、怒るっていうのがどういう気持ちなのかわからないから、無理だと思います」

　それを聞くと、久く美みはがっくりと肩を落として、ため息と共に髪を搔かき上げた。

「……それが信じられねーんだよな、何度聞いても」

「でも、本当なんですよ？」

　光は生まれてこの方、怒り、という感情には無縁だった。両親には、怒りを抱いだけば暴力的になり、それは多くの人を悲しませることになる、と教わってきたし、暴力は連れん鎖さし、それがまた怒りに繫つながっていずれは世界を焼き尽くすことになる、と家庭教師からも習ってきた。

　それは、簡単には変えられない。

　実際、ニュースとかを見ていると、世界には怒りと暴力の連鎖が広がりつつあるようにも思える。そういうことを見たり聞いたりすると、光は怒るよりも先に悲しくなるのだった。もしくは、虚むなしく。

「けどよ、光様のそういう態度が、小お倉ぐらとか赤あか坂さかの野郎を付け上がらせるんだと思うぜ？　ああいう奴やつらは、無抵抗の人間を無抵抗だからって容よう赦しやしねーからさ」

「でも、よかったですよね」

「なにが？」

「小倉くんも、赤坂くんも、最近は体調がいいみたいで」

　そう言うと久美は、なんの話だ、というように眉まゆを顰ひそめた。

「えっとですね、前はよく、掃除を替わって欲しいとか、お昼のパンとか買ってきて欲しい、とか頼まれたんですよ。でも、そういうの、最近頼まれなくなったし。だから、体調がいいんだなあ、と思って。よかったなあ、って」

　そう言って微笑ほほえむと、久美はますます眉を顰めた。

「……光様、それ、本気で思ってる？」

「はい♪」

　本気も本気だった。小倉健けん二じと赤坂純じゆん一いちとは、この頃ごろは体育とかの授業のときにしか、あまり話すこともなくなってしまったが、元気そうだった。前はあまり話していなかった斎さい藤とう始はじめと仲良くしているらしい。

　久美は、低く喉のどの奥で唸うなると、どうしたもんかなあ、と困ったように呟つぶやいた。

　それがあまりにも途と方ほうに暮れた感じであったので、光ひかるは心配になった。なにか、知らない内に久く美みのことを酷ひどく困らせてしまったのではないだろうか、と。

「あの……僕、なにか悪いこと言いました？」

　箒ほうきの柄えを握り締めてそう訊きくと、久美は少し苦笑して首を振った。

「ううん、なんでもないよ。光様がどうこう、ってわけじゃないんだ。こっちの問題だから、光様は気にしないで大丈夫だよ」

「そうですか？」

　首を傾かしげたが、いい、と言われたものをそれ以上重ねて訊くのも悪いと思って、光はとりあえず庭の掃除に戻ることにした。お金をいただける以上、より一いつ層そう、しっかりしないといけない。

「じゃあ、僕は掃除の続きをやっちゃいますね？」

「じーさん、いないんだろ？　サボっちゃってもいいんじゃないか？」

「駄だ目めですよ、そんな」

　光は首を振った。

「いままでも、家賃をただにしてもらってましたけど、今度は、加えてお金をいただけることになったんです。皆さんがきちんとお金を稼かせいでいるのに、僕だけ働いていないのってなんか悪いなあ、って思ってたから、嬉うれしいです♪」

「気にすることなんかねーのに。みんな、光様の世話を焼きたいんだからさ」

「えへへ……ありがとうございます」

　久美に真顔で言われて、光はなんだかくすぐったかった。

　けれど、久美たちがいてくれて、本当によかったと思う。両親が死んでからも屋敷には常に人がいたけれども、誰だれも自分のことを見てはいなかった。見ていたのは、屋敷や土地、それにお金だった。

　だが、彼女たちは違う。まっすぐに自分のことを見てくれているのがわかる。

　みんなは、彼女たちの親が、生前の両親に世話になったその恩を返すために自分の娘をよこしたという話だったが、いまも変わらず恐きよう縮しゆくは覚えるものの、彼女たちが帰ると言いださない限り、無理に帰すことはもう考えていなかった。

「手伝うよ」

　久美の手が伸びてきて箒を摑つかもうとしたその手から、光は逃げた。彼女は、怪け訝げんそうな顔になったが、光は微笑ほほえんだ。

「これは、僕の仕事ですから、大丈夫ですよ」

　光がそう言うと、久美は伸ばした手で頭を搔かいた。

「……そっか、そうだよな」

「はい。──でも、ありがとうございます。そのお気持ちだけで元気が出ます。僕、頑がん張ばりますね？　久く美みさんも、試合、近いんですよね？　なんにもできないけど、邪じや魔まにならないように、頑がん張ばります」

「見に来てくれるんだよな？」

　光ひかるは頷うなずいた。

「みんなで行きます！──あ、でも、クラスのみんなには内緒なんですよね……？」

「そりゃあ、な」

　久美は困ったように笑った。

「中学生のバイトは禁止だし、そもそも、オレの働いてる店は完全に非合法だからさ。けど、他ほかのバイト、オレの性格じゃ絶対に無理だし」

「そうですか？」

「ああ。なにしろすぐキレちまうだろ？　一応、コンビニとかでもバイトしたことあんだよ、これでも。けど、初日に客に摑つかみかかってクビさ。だから、今の仕事は天職って言えるかもな。相手がむかつく奴やつなら余計に燃えるし」

「けど、無茶はしないでくださいね。怪け我がとか──」

　そう言うと、久美は笑った。

「怪我はしょうがねーよ。他の女たちと違って、オレのはガチンコファイトだからさ。けど、心配すんなって、光様。相手は体重ばかりの素人しろうとばっかりなんだ。そんな連中相手に、負けたりなんか絶対しねーよ。氷の爪つめで引っ搔かいてやる」

　彼女は手を向けて、幻の爪を見せるようにした。

　久美のリングネームは《サー・アイスキャット》。といっても、女子プロレスではなく、キャットファイトという闘たたかいの選手だということだった。

　いまだに、どういうことをするのかはよくわからなかったが、今度の試合には招待してくれると言うから楽しみにしている光だった。

　久美は、爪の伸びてなどいない手で光の腕を軽く叩たたいた。

「じゃ、先に戻ってる。飯ができたら呼ぶわ」

「はい♪」

　にっこりと微笑ほほえむと、久美は一瞬身構えた。

　そうして自分の体を見回してほっとした顔になると、少しバツの悪そうな表情になって、踵きびすを返して寄宿舎の方へと戻って行った。

　なんだろう、と思う。

　彼女たちは、光が微笑むと総じて身構える。その理由が、わからない。

（……ま、いっか）

　話せるときが来たら、きっと言ってくれるだろう。

　久美の背中を見送ってから、光は白い息を手に吐きかけ、再び掃除を始めた。労働の喜びを嚙かみ締めながら。




（見つけた……）

　蔦つたに隠された扉から出てきた、確か、玄げん、という名だった老人がタクシーに乗り込む様子を、愛あいはできるだけ体を小さくして、電柱の陰に隠れて見送った。

　早朝、放課後と、時間のあるときに、ぐるぐると教会の周りをうろついて三日目。

　ようやく扉の場所を探り当てた。

　光ひかるに訊きけば話は早かったのかもしれないが、このところ、やけに久く美みたちのガードが固く、ろくに話もできなかったのだ。

　それに、おそらく訊いたとしても見つけられなかっただろう。こうも同じような景色が続いていたのでは。

　タクシーの後部座席には、もう一人、誰だれかが乗っていたが、後姿だけでは誰なのかはわからなかったものの、光でないことだけは確かだった。

　何年も、何年も見つめてきたのだ。他ほかの人と間違えるはずはない。

　車が見えなくなるのを待ち、愛は電柱の陰から出て、高い塀へいに囲まれた教会の敷地を見た。

　木の壁は黒ずんでいて、中から這はいだした蔦が垂たれ下がって覆おおい、夜などはとても不ぶ気き味みに見える。

　それでも昼間は、都会の中の森、という雰ふん囲い気きでいい感じだったのだが、この頃ごろは、鴉からすの住処すみかになっているようで、不気味な雰囲気が漂っていた。

　都の職員が駆く除じよに協力を、と何度か訪れたらしい、ということも聞いていたが、たとえ鴉がいなくなっても、この雰囲気は変わらないだろうと思えた。

　原因は、別にある。

　愛は辺りに気を付けながら、隠し扉に近付いた。

　別に、住んでいる本人たちは隠しているつもりはないのかもしれないが、そう表現するのがぴったりくるような様子だった。

　この裏口に面した道路は一方通行で、周囲の家も玄関は反対側にあって、人通りはほとんどなかった。それでも愛はもう一度、左右を確認すると、蔦を搔かき分けて扉を探り当てた。

（うー……）

　鳥肌が立つ。もし、虫とかが隠れてたらどうしよう、と思ってしまう。

（蔦の葉の裏にびっしり、小さな黒い虫がくっついてたらどうしよう……それが、プチプチ潰つぶれて、ねばねばした汁が腕にくっついたりしたら……ううう……でも我が慢まんよ、愛！　こうしている間にも、光君があの女の子たちの毒どく牙がにかかっているかもしれないんだから！）

　手を上下に動かすと、取っ手が見つかった。

　愛はそれをしっかりと摑つかみ、ゆっくりと下に押した。

（開かない……）

　取っ手は下がったものの、扉は押しても引いても開くことはなかった。なにかが──鍵かぎに決まっているが──引っ掛かっている。

（だけど、もしかしたら枝とかかもしれないし……）

　しゃがみ込み、愛あいは静かに蔦つたを搔かき分けた。

「！」

　長ぁい、紐ひものようなものが、目の前でゆっくりと動いている。緑の覆おおいの向こうの、黒っぽく黴かびた木の扉に貼はり付いて。

　その根元には、大体五センチほどの大きさの、楕だ円えん形けいのてらてらと油っぽく輝く焦こげ茶色の物体が、重力に逆らって貼り付いていた。それは──

「ゴ、ゴゴゴ、ゴキッ──」

　叫び声を上げそうになったのを見計らったように、ソレは、ぶわっと羽根を広げた！

　そのとき、愛にはなにもかもが、ゆっくりとスローモーションに、そして、ぶつぶつが一杯の目や、毛がたくさん生えた脚の細部まで、ありえないほどはっきりと見えた。

　ぺとり。

　ソレは、顔に貼り付いてその脚で愛の顔をしっかりと摑つかんだ。

　総そう毛け立だつ、という言葉の意味を、愛は生まれて始めて知った。産うぶ毛げはおろか、髪の毛まで。カチューシャが浮き上がり、外れかかる。

「に、に、にぎゃあああああああああああっ!!」

　跳とび退すさった瞬間、愛は足を取られた。スニーカーの踵かかとが、ちょっとだけ持ち上がった石いし畳だたみに引っ掛かったのだ。

　反射的に手を伸ばしたが、指は蔦をかすめただけで、摑むことはできなかった。緑の覆いが遠くなる。そして──

「にゃぐっ！」

　後頭部に凄すさまじい衝撃を感じ、目の前に本当に星が散った。貼り付いていた、『ゴ』のつく悪あく魔まの影が、いやああああああな、羽は音おとを残して遠くなった。

（ひ、光ひかるくぅん……）

　ずきずきと頭が痛み、手足が動かない中、愛は涙で滲にじむ壁を見上げ、捲めくれ上がったスカートを直す気力もないまま、鼻を啜すすった──ストーキングも、なかなか難しい。




「赤せき兎と、いま、なにかおかしな声がしなくて？」

　シルクのパジャマのままドレッサーの前に座って、長いブロンドの髪を二つに分けてもらっていた獅しぃ子こは、鏡に映る大男にそう訊きいた。黒い燕えん尾び服ふくに、口のところに空気穴の開いたラバーマスクを被かぶった彼女の《足》は、考え込むように太い首を傾かしげた。

　そのまま、五分。

　獅しぃ子こは手にしていた乗じよう馬ば鞭むちで、赤せき兎との手を叩たたいた。

「止まっていますわよ」

　ふしゅー、という、返事ともただのため息ともつかない音を出して、赤兎はごつい指で丁てい寧ねいに獅ぃ子の髪を器用にツインテールに仕上げていく。

　身長一四五センチ、体重四〇キロの獅ぃ子に比べると、赤兎は巨岩のようだった。背も二メートル近くあり、体重は一三〇キロを超えているだろう。だがそれは決して太っているのではなく、鍛きたえ抜かれた筋肉の重みだった。

　けれど、そんな中にあって彼の肩は上質の革かわ椅い子すのように、獅ぃ子のお尻しりにジャストフィットする形になっていた。長年、座り続けたせいかもしれない。赤兎の肩に比べれば、ファーストクラスの椅子も、公園のベンチに思える。

　フランクフルトのように太い指が、自分の髪にリボンを結ぶのを見ながら、けれど確かにおかしな声がした、と獅ぃ子は思った。

　猫のようにも聞こえたが、それにしてははっきりとした『悲鳴』であった気がする。

　結局、赤兎からは、どう思うかは聞けなかったが、訊きいた自分が間違っていた、と獅ぃ子は考えた。この大男は、主人のことを守るということ以外、余計なことを考えたりはしないのだ、というのをいまさらながらに思い出した。

　そもそも、この大男が話すのを聞いたことがなかった。声が出ないのか、出さないのかはわからないが、わかったような余計な意見を言われるよりはマシだ。

　物心ついたときから一緒にいるが、獅ぃ子は赤兎を一人の人間として見たことはなかった。

　自分の足を、別の人間だと思う者はいまい。ただそれだけのことだ。

　赤兎はそうなるべく教育を受けていて、獅ぃ子の見ている前では食事もしないし、トイレにも行かない。獅ぃ子が起きているときはずっと起きているし、呼べば数秒で駆かけつける距離から離れることもない。

　それに疑問を持ったこともないだろう。教育とはそういうものだ。

　リボンを結び終えたのを見て、獅ぃ子は首を捻ひねり、出来を確認した。いつもながら、完かん璧ぺきに形も揃そろっている。これはこれでひとつの芸術だ。

　獅ぃ子が顔を窓に向けると、赤兎は彼女の細い体を軽々と持ち上げて肩に乗せた。裸足はだしの足が、糸の切れたマリオネットのように揺ゆれて、彼の胸にぶつかる。微かすかに遠い感触があったがそれだけだった。

　獅ぃ子の足は、小さい頃ころに《事故》に遭あって以来、動かなくなっていたが、あまりにも小さい頃すぎて、その《事故》そのものを覚えていなかった。彼女の最初の記憶は、赤兎の肩の上から世界を見下ろすことから始まっている。

　それを、不幸だと思ったことはなかった。赤兎は、口に出さなくても獅ぃ子が思った通りに動いてくれるし、なにより高い場所から世界を見下ろすのは心ここ地ちがよかった。

　キングサイズのベッドの脇わきを過ぎて、まるで豪ごう邸ていのようにほぼ全面をガラス張りに改装した窓に寄り、赤せき兎とは毛脚の長い絨じゆう毯たんに膝ひざをついた。徹底的に改装を行ったおかげで、修しゆう道どう士しの使っていた面おも影かげは一切ない。三部屋をぶち抜きにして、それでも狭せまいくらいなのは我が慢まんした。

　光ひかるに、みんなと仲良く、と言われたのでは仕方がない。なにより守るべきは彼の言葉だ。

（あ……）

　その少年の姿を窓の下に見つけて、獅しぃ子こは薄い胸の奥で心臓が大きく鼓こ動どうを打つのを感じた。勝手に頰ほおが──体が熱くなる。どんな人ひと混ごみにいても、一目で見つけだす自信が、獅ぃ子にはあった。彼を、他ほかの人と見間違えることなどありえない。

　風に弄もてあそばれるサラサラした髪の動きも楽しく、乱れてもまったく気にしていない感じの暢気のんきな顔立ちもとても可愛かわいらしい。箒ほうきを手に、ぎこちなく庭を掃はく様子もたまらなかった。

　本当なら、あんなことはさせないのだが、光がやりたいというのだから、その通りにさせてあげないわけにはいかなかった。彼に、悲しい顔をさせたくはない。

（ああ、もう……たまりませんわっ）

　光がなにをしていても、愛いとおしさが込み上げてくる。自分の方が年が上なのが、初めにそう自己紹介してしまったのが、残念でたまらない。そうでなければ、一緒の中学校に通うこともできたのに、というそのことが。

　とはいえ、獅ぃ子も社会的な地位のある身だった。表には別の人間を立ててある会社のオーナーを幾いくつもやっていて、毎日、やることは山とあるのだ。これを放ほうりだすことはできなかった。それだけは自分の《罪シン》が──《高慢プライド》が許さない。

　そのとき、赤兎が首を捻ひねり、獅ぃ子は断だん腸ちようの思いで同じ方向を振り返った。

　直後、扉が叩たたかれ、のんびりとした声がした。

「──入るよ？」

「許しますわ」

　そう返事をすると、扉が開いて男の子と見み紛まがうような少女が一人、気けだるそうに欠伸あくびをしながら入ってきた。

　服装はくたびれた感じのあるズボンに、裾すそを出したシャツという格好で、襟えりをだらしなく開けて、ネクタイを緩ゆるめている。見るからに《怠惰スロース》な様子だった。短目の髪は所々が跳はねていて、櫛くしを当てていないのは明らかだ。

「あなたにしては早いですのね、棕しゆ櫚ろ」

「まあね」

　棕櫚──荒あら縁ぶち棕櫚は扉を閉めると、のんびりとした足取りで傍そばに来て獅ぃ子と並んだ。

　獅ぃ子も再び庭に、光に目をやる。丁ちよう度ど、集めた枯葉が悪戯いたずらな風に撒まき散らされて、あたふたとしているところだった。

「いいねえ……」

　うっとりとした声で、棕しゆ櫚ろが呟つぶやく。ちらりと見ると、彼女の横顔はほんのりと上気して、瞳ひとみは潤うるんでいた。彼女も自分と同じく、光ひかるに対して敬愛の情を抱いだいているのはわかっていた。

　否いな、彼女と自分だけではない。

　それはこの寄宿舎に集まった全員──《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバーすべてが抱いている感情だ。

　おそらくはその感情すら、自らの《罪シン》ゆえのことなのだ、とわかってはいても、彼のことをとても愛いとおしく思う気持ちに噓うそはなかった。

　それゆえに、一刻も早く彼を《堕おとしたい》と思うものの、あまり上う手まくいっているとは言えなかった。ひとつにはここが、廃すたれているとはいえ我らの敵──教会の敷地内であるということも影響しているのかもしれない。

　寄宿舎の中にいる限りでは大丈夫なのだが、やはり、一歩外に出るとなんとも言えない気分になる。不快というか、後ろめたいというか、そんな感じだ。

　光がここを離れる気がない以上、環境の方を変えるしかない。

　ひとまず寄宿舎の方はなんとかなったが、聖堂には手をつけられないものの、そこを除く敷地には、手を入れて──汚したかった。

　だがそのためには、ひとつ、クリアーしなければならない問題がある。

「ははっ、光様、なにもないところで躓つまずいて、箒ほうきに摑つかまったよ！──あ！　箒が折れた！」

　光は、そのまま落ち葉の山に頭から突っ込んだ。すぐにしゃがみ込んだまま顔を上げ、頭を振ると、くっついた葉が、彼自身が木であるかのように舞い散った。そうして、傍そばで誰だれが見ているわけでもないのに、にへ、と笑う。

　可愛かわいかった。鳥肌が立つくらいに。

　そのとき、赤せき兎との体を通して微かすかな振動を感じた。彼のポケットの中で、携帯電話が震ふるえているのだ、とわかった。赤兎はその大きすぎる手で携帯を取りだすと、二つ折りのそれを開いて獅しぃ子こに差しだした。

「はい」

　受け取り、電話に出るとそれは外で待機させていた、獅ぃ子が自由に使っていい《ヴィーナス・グループ》のエージェントからの連絡だった。

「……なんだって？」

　報告を聞き終えた頃ころを見計らって、目は光に据すえたまま、棕櫚にそう訊きかれた。

「上手く引っ掛かりましたわ」

「ああ、アレか」

「ええ。玄げんというあの老人は、嬉き々きとしてタクシーで成なり田たへ向かっているという、その報告」

　獅ぃ子は携帯を折り畳たたむと、赤兎に渡した。

「わたくしの部下が、飛行機に乗るところまで見届けますわ」

　すると、棕しゆ櫚ろは喉のどの奥で笑った。

「……なんですの？」

「いや、商店街の福引とは考えたなあ、って思ってさ。しかも、三ヶ月の欧州ヨーロツパ豪華ツアー！　そんなのが当たれば、誰だれだって行くよねえ……老おい先さきが短くなくてもさ」

「当たり前ですわ。行かずにはいられないくらい、豪華にしたんですから。あの老人がいたのでは、好きにやれませんもの。そのための出費は、惜しみませんわ」

「そこが、倉くら子こさんとの違いだよね」

　窓に手を当てて、棕櫚は微笑ほほえんだ。

「彼女なら、その景品は自分で引き当てるよ、きっと」

「それが彼女の《罪シン》ですわ」

　棕櫚は頷うなずくと首を傾けて瞳ひとみだけを動かし、獅しぃ子こを見上げた。

「……戻ってくるまでに、光ひかる様さまを《堕おとせる》と思う？」

「《堕とす》んですわ。それに──帰って来るとは限りませんわよ？　海外で日本人が犯罪者に狙ねらわれることはよくあることでしょう？」

「本気？」

　獅ぃ子は、ふっと微笑んだ。

「そういうこともある、という例を挙げただけですわ。わたくしは、光様が悲しむようなことはいたしません」

「だけど、悲しみは利用できる」

　ポケットに手を突っ込んで、棕櫚は再び目を庭に転じた。

「人はそれを癒いやすために、欲望に溺おぼれる。酒、セックス、浪費……快楽は、喪そう失しつ感かんを隠してくれる。なにもせずに過ごすのも快楽だよ？　ただ……隠してくれるだけで埋めてくれるわけではないってことに、みんな、結構気付かないんだよね。そして、欲望が澱おりのようにたまって、気付けば堕ちて──二度とその穴からは這はい上がれない」

「上がってもらっては困りますわ、光様には」

「まあね」

　二人は黙って、光の仕事ぶりを眺めた。集めた葉を袋に詰めようとして、その袋を倒してしまい、慌あわてている様子が、またなんとも可愛かわいらしくてたまらない。

「あ」

　棕櫚がそう声を上げるのが聞こえたが、その理由は、ぽっちゃりとした体形の少女が、光の傍そばに近付くのが見えたからだと獅ぃ子にもわかった。

　──那な賀が花はな美み巳みだ。

　ロリータファッションっぽい、フリルやらリボンやらがたくさん付いている服を着ている。しかし、おそらくそれは寝ね間ま着きで、その格好のまま手には大きな土ど鍋なべを抱えていた。

「なんで土ど鍋なべ……もしかして、今日の朝食はちゃんこ？　まじか？」

　棕しゆ櫚ろが呟つぶやく。

　確かに、これから学校に行こうというのに朝から作るような料理ではない、と獅しぃ子こも思った。いくら、《大食グラトニー》の《罪シン》を犯させるための第一段階として、光ひかるの胃を大きくするといっても、ここは相撲すもう部屋ではないのだ。

　おそらく、光が戻ってくるのを待っていられなかったのだろう。なにしろ、彼女があれを食べるには、まず、光が食べてからでなくてはならないからだ。

　美み巳みがなんと言っているかは聞こえなかったが、しきりに鍋を勧めているのはわかった。

　光は困ったように微笑ほほえんで、それでも箒ほうきを置いて箸はしを受け取った。それは、ずいぶんと長い菜さい箸ばしで、手が小さめの光には余るような代しろ物ものだと思えた。

　鍋を下に置き、美巳が手ずから食べさせてやればいいのに、と獅ぃ子は思うのだが彼女は、とにかく早く食べてもらいたいからか、勧めるばかりでそういう風には頭が回っていないようだった。

　光は、おそらく肉団子であろう丸いものを摘つまみ上げた。

「あ」

　再び、棕櫚が声を上げる。美巳も、口をあんぐりと開けたのがよく見えた。摘み上げられた肉団子は、光の箸からつるりと逃げて地面に落ちたのだ。

　光は慌あわててしゃがみ込むと、それを手で摑つかんだ。

　熱い、と言ったのが、声は聞こえなかったがわかった。御お手て玉だまをするように、肉団子が手の中で踊る。

　だが、冬でよかった。

　外が寒いおかげですぐに冷めたのか、光はほっとした様子で肩を下げると、手で、肉団子についた土や葉を掃はらって、すこし悲しそうな顔をした。確かに、あれはそのままでは食べられないだろう。せめて、ちゃんと洗わなくては。

　そう、獅ぃ子も思っていると、なんの躊躇ためらいもなく美巳はその肉団子に喰くらいつき、一瞬で飲み込んでしまった。

　呆あつ気けに取られる光に対してさらに、美巳は舌を伸ばして彼の掌てのひらを嘗なめた。

　ちり、とうなじの辺りが熱くなる。

　光は照れたように赤くなり、ありがとう、と呟つぶやいた。

「あ、来る」

　棕櫚が呟いた瞬間、彼はにっこりと微笑んだ。

　途と端たん、爆発的な輝きが光の体から発せられて、白はつ光こうの洪水に飲み込まれた！　体が洗われ、肌がチリチリと焼けるように痛む！

　──そうして、それが過ぎたとき、獅ぃ子は全裸になっていた。

　自分だけではない。

　隣で棕しゆ櫚ろも窓に向かって立ったまま、薄い胸のほっそりとした裸ら身しんをガラスに映している。

　さらに窓の外では、美み巳みが土ど鍋なべを持ったままやはり全裸で庭に立っている、という、なんともシュールな絵ができあがっていた。

　その前で、相変わらず事態の飲み込めていない光ひかるが一人、右う往おう左さ往おうしている。

「このシルクのパジャマ、お気に入りでしたのに……」
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　融とけ残った切れ端を抓つまんで、獅しぃ子こはため息をついた。外では、光の神聖な微笑ほほえみによって服が灼やかれるのは、彼自身が《罪シン》を犯し、その反動で神聖さを取り戻そうとするときのような大きな揺り戻しに限られたが、この教会の敷地内では、やはり外とは神聖さのレベルが違うせいか、ちょっとした微笑みでも、こっちがあてられてしまうことが多々あった。

「光様に肌を晒さらすのはともかく、気に入った服を着られなくなるのはつまらないですわ。一点物も少なくありませんし」

「羊よう子こさんは喜んでるけどね。光様を誘惑する機会が増える、って」

「あの方はそうでしょうけれど、そればかりが《罪シン》ではありませんわ。《邪淫ルスト》ひとつのために、他ほかの《罪シン》を仕掛け難にくくなるのでは、やはり問題がありすぎですわ」

「まあね」

　棕櫚は、まったく恥はずかしがる様子もなく立ち続けていたが、その頰ほおは赤かった。おそらく恥かしがってみせるのも面倒、というだけで本当は恥はずかしいのだろう。

「……そろそろ、支し度たくをいたしましょう」

　獅しぃ子こは自分も薄い胸を隠しながら、服は燃えてもそれだけはなぜか残る乗じよう馬ば鞭むちで、こっちはまったくなんの変化もない大男の燕えん尾び服ふくの肩を叩たたいた。

「いくらなんでも、裸で朝食というわけにはいかないでしょう？」

「ボクは別にいいけどね、服を取りに戻るの面倒だから」

　本気とも冗談ともつかない口調で、棕しゆ櫚ろはそんなことを言って微笑ほほえんだ。

「ちゃんこ鍋なべなら、汗も搔かきそうだし、さ」




「だけど、よろしいんですか？」

　タクシーの運転席からそう声をかけられて、玄げんは閉じていた瞳ひとみを開いた。その表情は厳しく引き締まり、隠しきれない威い厳げんに満ちている。

　高速をひた走る車のミラーには、後ろを、少し間隔をあけて黒いセダンが付いてきているのがずっと見えていた。

「なにがじゃ？」

　車の正体はわかっている。さして気にもせず、玄は訊きき返した。

「あの場所を離れてしまって、です。本部からなにを言われるか──」

「あの盆ぼん暗くらどもは、わしが直じき々じきに証拠を突きつけてやらねばわかりはせん。いくら要請を出しても、代わりの神父一人、送ってこないのを見れば明らかじゃろう？」

「それはそうですが……」

　運転手は、それでもまだ納得がいかない──というか、不安気だった。

「ですが、代表が向こうに行かれている間に、もしも《予言》通りになってしまったら──」

「そのときは、世界は滅ぶだけじゃ」

　まるで、夕飯のおかずはこれだ、というような口調で、玄は言った。

「そんな……」

　運転手が口ごもる。

「なあに、それまでには説得してみせる。それに、こいつは渡りに船じゃ。所しよ詮せんは小娘の集まりよ。罠わなにかけたつもりじゃろうが、わざわざわしらの本部行きの旅費を出してくれるというのじゃから、まったくありがたい。これで、向こうでわしらが行方ゆくえ知れずになれば、ますます油断するじゃろうて」

「そうでしょうか……」

　やはり不安が拭ぬぐいきれない、といった様子の運転手の顔がバックミラーに映った。

「信じろ。すべてはそこから始まる」

「──そうですぞ、お若い方」

　玄の囲い碁ご仲間、ということになっている老人が、隣で穏やかに言った。

「疑えば、そこにつけ込まれる。連中は狡こう猾かつですぞ？　神と同じく、我らを常に見ておる」

　運転手は、こっくりと頷うなずいた。

　なんとも頼りなくはあったが、こうなった以上、彼の役割は重要だった。常に見張り、報告を怠おこたることは許されないのだ。

　玄げんは白く濁にごった方の瞳ひとみを見開くと、ミラー越しに運転手を見据え、そして言った。







「──頼むぞ、来くる栖す先生」
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（うう、真っ赤……）

　鏡の中の自分の顔は、鼻の頭とほっぺた、それにおでこが真っ赤っかだった。洗顔フォームで洗いすぎたのが原因である。

　ちょっと──いや、かなり、ひりひりする。

　愛あいは、洗面の鏡の戸棚から大きな絆ばん創そう膏こうを出すと、おでこと鼻の頭に貼はった。さすがにほっぺたには貼る気にはならない。それだとなんだか、なにかの模様のようだ。

　それはなんのつもりだ、と、きっと注意をされてしまうだろう。

　おでこと鼻だけでも、十分恥はずかしいけれど、仕方がない。痛くなるほど洗わなければ、あの嫌な感触は忘れられなかったのだから。

　思い出しそうになって、愛は体を震ふるわせた。

　パニックを起こしていたためか、臭においを憶おぼえていないのが幸いだった。もし憶えていたら、何日間かは絶対にごはんが食べられなかっただろう。

「愛～、遅刻するわよ？」

　リビングの方から、そう母の声が聞こえて、愛は戸棚の蓋ふたにもなっている鏡を閉じると、セーラー服のスカートの裾すそを翻ひるがえして小走りに洗面をあとにした。

「ごめんね、お母さん」

　リビングに入って開口一番、そう謝る。

　テーブルには、粗あら熱ねつを取るために蓋が開けたままになった御弁当箱が二つ、並べて置かれていた。ひとつは愛の分ぶんだが、もうひとつも学校に持って行くためのもので、父親や、母が自分で食べるためのものではない。

　本来なら、愛が手ずから作るのが当然なのだが、今日は時間がなさすぎた。

　朝の散歩、と称して、廃はい教きよう会かいの様子を見に行ったこともそうだが、そこで顔にゴキブリに貼り付かれて気絶してしまい、気付いたときには、かなりやばい時間だったのだ。

　まして、二人分となれば手て際ぎわの悪い愛がやるよりも、母に任せた方がずっと早い。

　母も仕事をしてるから、そうしたことを頼むのは気が引けたが、愛が頼むよりも先に申し出てくれたので本当に助かった。

　このところ愛は毎日、光ひかるの分の御弁当も持って行っている。

　昼休みは戦いだった。

　チャイムが鳴るとすぐに、久く美みと美み巳みが待っていたとばかりに飛んできて、机の配置を換えて光を囲い込もうとするからだ。それを阻止して御弁当の席に交ざるのが、愛の目もつ下かのところできる唯一の抵抗だった。

　光は優しいから、愛が一緒に食べたいと言えば、断ることはない。

　無論、久美と美巳には、心臓が止まるのではないかと思えるような目つきで睨にらまれるが、気にしていては光を守ることなどできない。

　とにかく、学校では絶対におかしなことはさせないつもりだった。

　そのためには、常に光ひかるに張り付いている必要がある。

　幸い、彼を堕だ落らくさせようと企たくらむ連中の手先は全員が少女であると天使に聞いていたので、トイレに行ったり、体育の授業中にまで、目を光らせている必要がないのは助かった。

（もし男子にも手先がいたら……）

　自分が男子トイレに忍び込む様子を考えて、愛あいは顔を赤くした。といっても、男性用のトイレがどういうものか、愛はよく知らなかったので、小用のトイレも個室になっている様子を思い浮かべていた。

　そこに光が入って行くと、あとを追ってもう一人、狭せまい個室の中に男子が入って、

「やあ」

　などと声をかけ、いろいろと堕落的なことを仕掛けるのだ。光はあんな性格だから、拒みきることができず、あんなことやこんなことを──

「愛？」

　母に呼ばれ、愛は目を瞬しばたたいた。

（いけない、また妄もう想そうしちゃった……）

　首を振り、愛は椅い子すの上に置いてあったスポーツバッグのチャックを開いた。

　母の手によって御弁当箱の蓋ふたが、閉じられる。昨夜の残り物などではなく、朝から揚げ物なども作ってくれて入っている、豪華な物である。光の分ぶんの材料費は、愛が自分のおこづかいから出している。

　既すでに何回も持って行っていて、しかし、実はまだ一度も渡してはいなかった。

　タイミングがなにしろ難しい。

　御弁当を持って来ているのは、愛ばかりではなく美み巳みもそうで、彼女がまた、愛が御弁当を出そうかという絶妙のタイミングで見た目にも豪華な御弁当を出して、光の前に置くのだ。

　その御弁箱はほとんどの場合が重じゆう箱ばこで、中身は、毎日がおせち料理という感じの豪華さだった。しかも量も多い。光はそれを、初めこそ美お味いしそうに食べているものの、次第に苦く行ぎようの様相を呈ていしてくるのだった。

　明らかに、食べさせすぎである。

　しかも、何日か毎ごとに、その量は増えていった。その狙いは明白だった。光の胃袋を拡張させるのが目的だ。とにかく量を食べなくては、《大食グラトニー》の罪は犯せない。そのための下準備があの昼休みの豪勢な食事に違いなかった。

（そうはさせるものですか）

　愛は、キャラクタープリントの手て拭ぬぐいで御弁当を包むと、大事にバッグにしまった。光のは包みの縁ふちが青い色になっている。中身は変わらないが、一応、区別しておけば、光のために作ったのだ、というのがきっとわかってもらえる。

　となれば、あとはそれを出すタイミングだった。

　光ひかるは律りち儀ぎだから、ほぼ必ず、出された順番で食べようとする。美み巳みのお重じゆうはボリュームがたっぷりとあって、それをなんとか食べ終わる頃ころには、もうなにも入らない、といったことになってしまっていることがほとんどだった。

　その、満腹で苦しい、という顔を見てしまうと、自分の御弁当を出す気にはどうしてもなれない。それどころか、御弁当を出せばそれは、敵を利することになってしまう。そのことに気付かないほど、愛あいも馬ば鹿かではなかった。

　光の分ぶんの御弁当は、自分の上に載のせる。その方が取り出しやすいからだ。そうしておいて、チャイムが鳴ったら素早く出す──問題は、その勇気だった。

　いつだって、そっちが重要なのだ。

　もしも断られたらどうしよう、と思ってしまう。久美たちが来ない内に御弁当を出し、

「か、神かみ代しろ君くん……あたし、御弁当作ってきたの！　一緒に……食べよう……？」

　と言えたとして、それで、

「ごめんなさい。僕の御弁当は、那な賀が花はなさんが作ってくれてるから、遠えん慮りよします。那賀花さんの御弁当の方が豪華で美お味いしいし、それに、白しら鳥とりさんに、僕が御弁当を作ってもらう理由がないから。だって、僕たちただのクラスメートでしょ？」

　などと、あの可愛かわいらしい顔で言われてしまったら──

（そ、そんな……）

　愛は、自分でしたただの想像にショックを受けて、思わず涙ぐんでしまった。

　けれど、ありえない話ではないし、その通りではある。

（ま、負けないもん……）

　すん、と鼻を啜すすり、あまり動いてしまわないように、愛は御弁当箱の周りを、タオルなどで固定した。

　ＴＶの時計を見ると、八時を回っていた。

　あと一〇分くらい大丈夫だが、いま出れば、光たちを廃はい教きよう会かいの前で待てるかもしれない。このところ光はあまり早く登校しない。遅刻もしないが。おそらくは、久く美みと美巳がもたもたしているのだろう、と思えた。もしくは、棕しゆ櫚ろが。

　遅刻だって《罪シン》だ。

　そういう細かいところから、光を堕だ落らくさせようとしているに違いなかった。少なくとも、自分が一緒に登校すれば、寄り道などは防げるかもしれない。

（う、うん、そうしよう……。別に、おかしなことなんかないわよね？　だって、あたしは学級委員なんだもん……。遅刻者を出さないように気を配るのは、当然のことだし）

　そう、これはあくまで学級委員の仕事、と愛は自分に言い聞かせた。

　スポーツバッグと革の通学鞄かばんを持ち、まだキッチンで自分の分の弁当を作っている母親に、

「行ってきます！」

　と声をかける。

　すると、玄関で靴を履いていたときに、母がエプロンで手を拭ふきながら追いかけてきた。

「愛あい……大丈夫なの？」

「な、ななにが？」

　思わず声がうわずってしまう。

「この頃ごろ、黙ってよく出かけるし、なんだか独ひとり言ごとも多いし……パパも心配してるわよ？」

「な、なんでもないよ？　独り言……？　し、知らなかったなあ」

　愛は爪つま先さきをタイルに打ち付けると、もう一度、行ってきますと言って振り返らずに家を出、背中で扉を閉めてため息をついた。

（ごめんね、お母さん）

　噓うそをついているのは、胸が痛んだけれど、本当のことを言ったところで、信じてはくれないだろう。病院に連れて行かれるか、学校を休まされるのがオチだ。

　愛は、大きく白い息をつくと、ドアから背中を離して歩きだした。門を閉め、学校へ向かう道を外れて、廃はい教きよう会かいの方へ向かって歩きだす。

　顔を上げると、鴉からすの群れが教会の方へと飛んでいくのが見えた。象徴的といえばいえるが、ただの偶然だと思った方が正しい気もする。あの廃教会には、前から鴉が住み着いていたけれど、気付かなかっただけということもありうる。

　こんな朝日の中では、夜には本当に思えたことも、全部、間違っているような気になる。

　深夜に書いたラブレター（出すつもりなんかないけど）が、ものすごくよく書けたつもりになっていたら、朝起きて読み返すと卒そつ倒とうしそうなほど恥はずかしい内容だった、というのにとてもよく似ている。

　天使だとか、悪あく魔まだとか──そんなこと、人類が宇宙に暮らす実験を始めている時代に、真ま面じ目めに考える方がどうかしているのかもしれない。

　けれど他人がどう言おうと、愛には見えてしまっていて、声も聞こえてしまっているのだ。

　誰だれも、これを否定することなんかできない。そう思わなかったら、どうにかなってしまいそうだったから、愛は必死にそう思い込むことにしていた。

　──天使はいる。

　──悪魔もいる。

　そして、その悪魔の使いは、光ひかるを堕だ落らくさせようとしている──それが真実でなかったら、おかしいのは世界ではなくて、自分ということになってしまう。

（駄だ目めよ、愛。深く考えちゃ！）

　愛は激しく首を振って、常識と呼ばれる、この場合は余計な考えを追い払った。

（天使様のことはひとまずおいておくとしても、あの子たちが、なにか下心があって光君に近付いたのはきっと間違いないもの！　ちゃんと見張って、光ひかる君くんを守らなくっちゃ。光君、本当に人がよすぎるから、あの女の子たちのこと、簡単に信用しちゃったみたいだけど、あたしはそんなに甘くないわ！）

　ずんずんと歩道をまっすぐに、廃はい教きよう会かいを目指して愛あいは進む。同じ、千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの制服を着た生徒たちが、ちらりと、一人別の方角に向かう愛に目をやったが、クラスメートではない者にあえて声をかけてきたりはしない。

　大きな通りに出たところで、愛は足を止めた。

　信号を待って渡り、そこから二つ先の路地を曲がれば、今朝、ようやく見つけたあの隠し扉っぽい出入り口のある通りに出る。蔦つたを搔かき分けたときのことを思い出してしまい、体が震ふるえ、鳥肌が立った。

　アレは、一匹いたらその十倍はいるといわれている。もう二度と、蔦の中に手を突っ込みたくはなかった。

　やがて歩行者信号が青になり、愛は大通りを渡ると、辻つじを目指した。と──

「あっ！」

　ひとつ目のＴ字路に差しかかったとき、小走りに出てきた影にぶつかりそうになって、愛は必死に体を捻ひねった。足がもつれる！　たたらを踏み、必死に手を伸ばしてなにかに摑つかまったが、手袋をしていた手は滑すべり、愛はそのまま、その手がかりに頭をまともにぶつけてしまった。

「ぷぎ！」

　おかしな声と共に、目の前に星が出た。そのまま、ずるずるとしゃがみ込んでしまう。

「うううううう……」

　痛い。とても痛い。

　涙に曇くもる目を瞬しばたたいた愛は、なにも言わずに行こうとする失礼な奴やつのことを見た。

（斎さい藤とう……？）

　背が低く小太りの後姿は、そう見えた。姑こ息そくな性格で、クラスの女子からは、はっきり言って嫌きらわれている男子だ。

　男子は足を止め、僅わずかに振り返った。

（やっぱり）

　それは、斎藤始はじめだった。

　愛は手袋の甲で涙を拭ぬぐった。ちらりと見えただけだったが、斎藤の鼻の下には、血を拭ぬぐったような痕あとがあったように思えた。ガクランの上着の背中には、靴裏の痕がくっきりとついている。それもひとつではない。

（喧けん嘩か……？）

　愛は、彼が飛び出してきた路地をちらりと見たが、そこには誰だれもいなかった。

「……なんだよ」

　刺とげのある声で、斎さい藤とう始はじめは言った。思わず首を竦すくめてしまう。すると斎藤は、はっきりと振り返って近付いてきた。

「なんだよ」

　間違いなかった。鼻の下には血の痕あとがある。ガクランの襟えりも、誰だれかに摑つかまれたかのように皺しわが寄っている。意図的に声を低くしていて、自分よりも弱い者を見つけて脅している、といった感じがする。

「な、なにしてたの……？」

「かんけーないだろ」

　だったら、近付いてこないで早く学校に行けばいいのに、と思うのだが、斎藤は苛いら立だった様子でまた一歩、足を前に進めてきた。愛あいは、思わず下がる。

「なに、逃げてんだよ」

「別に逃げてなんか……」

　そう言いながら、愛はまた少し下がった。光ひかる以外の男子は苦手だった。乱暴でおっかない。

　斎藤はますます近付いてくる。小太りな体で、わざとらしく肩を怒いからせて。と──

「白しら鳥とりさん？」

　斎藤の背中から、そう声が聞こえて、愛は天にも昇る心地になった。

（──光君！）

　それは紛れもない、光の声だった。

　斎藤は振り返り、小さく舌を打った。光一人なら、なんとかなると思ったのだろう。だが、彼の肩越しには、いつもと同じく、光を守るようにして那な賀が花はな美み巳みと、田た名な網あみ久く美みの姿があるのが見えた。

「おまえ、なにしてんだ？」

　久美の、普通の、しかし作り物とは違う迫力のある声が、そう訊きいた。愛にではない。彼女の瞳ひとみは、まっすぐに斎藤を見ている。

「……なにもしてねーよ」

　斎藤はそう言うと背中を丸めた。

　助かった、と思った。

　が、突然、斎藤が振り返ったと思うと、彼の姿が視界から消えた。すると次の瞬間、ぶわっとスカートが捲めくれ上がって、愛は一瞬、なにが起きたのかわからなかった。

「ばーか！」

　上がった幕が降りていくにしたがって、愛はようやくなにをされたのかがわかった。
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　──スカートめくり！

　小学生がやるような悪戯いたずらをされたのだとようやくわかって、愛は慌あわててスカートを押さえた。しかし、時すでに遅し。光の顔は赤く染まり、完全に見られてしまったことがわかった。おへそまであるような、油断したパンツを！

「ばーか！　ばーか！」

　行為に似つかわしい、子供じみた言葉を残して、斎さい藤とうは道を渡って反対側の歩道を、学校の方へと駆けていった。

（み、見られた……）

　愛あいは、恥はずかしさに体を震ふるわせ、その場にしゃがみ込んでしまった。これは痴ち漢かんと同じだと思う。悪戯いたずら、ですませられることではない。こんなパンツを光ひかるに見られてしまうなんて！

「白しら鳥とりさん！」

　顔を赤くした光が駆けてくる。愛は立とうとしたが、膝ひざに力が入らなかった。なんとかスカートの裾すその乱れだけは直したけれども、それが精一杯だった。彼の後ろを美み巳みはずしずしと、久く美みは滑すべるように付いてくる。

　ただ歩いてくるだけなのに、この二人には寒さむ気けを感じずにはいられなかった。斎藤など、問題にならないほど──怖い。

（ま、負けないもん……）

　ぶるっと震えて、愛は足に力を入れた。今度はなんとか入った。光の手を借りることなく立ち上がることができたのはよかった。自分が守らなくてはならないのに、守られたのでは、大天使アークエンジエルに、帰ったらまた叱しかられてしまう。彼は、愛の部屋にしか実体化できなくても、常に見ているのだ。

「大丈夫……？」

　眉まゆをハの字にして、叱られた子犬のような顔で訊きいてくる光ひかるはとても男の子とは思えないほど可愛かわいらしく、思わず見とれてしまいそうになった。

　だがそれを、背後に控えている二人が許さなかった。

　別になにを言うわけではない。

　しかし、その瞳ひとみが、無言の圧力が、愛あいを強く牽けん制せいしていた。

　大天使曰いわく、この二人は光を堕だ落らくさせるために遣つかわされた悪あく魔まの使徒だという。

　見た目には普通の中学生にしか見えないのだが、それぞれがとても重い《罪シン》を負っていて、それを光にも犯させ、地じ獄ごくへ突き落とそうとしているという話だった。

　確かに、久く美みは喧けん嘩かっ早い。

　けれどいまのところ、それは光にプラスに働いているように思えてならなかった。彼女のおかげで、光は余計なズルを押し付けられなくなった。人のいい光は、相変わらず頼まれるとなんでも、うん、と言いそうになるのだが、その前に久美が割って入ってそれを断るのだ。

（駄だ目めよ、愛！　忘れたの？　あの新しん宿じゆくでのことを！）

　悪い人じゃないかも、と思いそうになる自分を、愛はそう叱咤しつたし、少し前に、新宿の食べ放題の店で起きた事件を、思い起こした。

　あの夜、光は、愛の目の前で確かに豹ひよう変へんしたのだ！

　この目の前の温和で柔にゆう和わな少年の面おも影かげは吹き飛び、凶きよう悪あくで残ざん忍にんそうな表情になって、少女たちの胸を揉もみしだき、ありえないほどの食欲を見せたのだ。

　あの顔は、忘れてはいない。

　あれは、自分が大好きになった神かみ代しろ光という少年ではなかった。同じ体を持っていても、まったくの別人だった。

　この少年を、あんな風に変えてしまうことは許せない。

　それにそのことを除いても、愛は、女の勘かんで、この二人が、光のことが好きだということがわかっていた。否いや、愛でなくてもわかる。クラス中が知っていると言ってよかった。そのことを、この二人はまったく隠そうとしないからだ。

　友人の平ひら山やま綾あや香かは、

「いいの、愛？」

　と心配してくれるのだが、だからといって、御弁当ひとつ渡せないチキンハートな自分に、告白などできるはずもない。

　幸いなのは、光がなにも気付いていないことだった。

　久美と美み巳みにしても、態度に好意を滲にじませてはいるが、告白をしたわけではないらしい。いくら鈍感な光でも、そうならわかるはずだし、こういう態度をとっていないだろう。

（もしかしたら、できないのかもしれない）

　ふと、愛あいはそう思った。

　彼女たちの目的は、天使によれば、光ひかるを堕だ落らくさせることだから、誰だれか一人が告白することは許されないのかもしれない。

　だとしたら、こっちが有利かもしれない。

　天使に言われた最終目的を果たすのに、告白から入るのは自然な流れだ──というより、そこからまず入らなかったらどうしようもない。

　とにかく、もっと自分に自信を持って、告白できる自信と勇気がつくまでは、この子たちの邪じや魔まをしなくてはならない。その前に光が地じ獄ごくに堕おちたのでは、なんにもならないのだから。

「あの、どうしたんですか？　そんなに見つめあって──あ、わかった。みんな、いつの間まにか仲良しさんなんですね？」

　光はそう言うと、手を打った。が、

「違いますぅ」

「違う！」

「ち、違うよ！」

　ほとんど同時に、三人から否定されて、光は叱しかられた子犬のように首を竦すくめた。

「ご、ごめんなさい」

　くぅん、という鳴き声が聞こえそうな表情。犬耳があったら絶対にたれているし、尻尾しつぽがあったら間違いなく脚の間に丸まっている。

「違うってのはそういうことじゃなくてさ！　えっと……オレたち、仲良しさんだぜ！」

　ぐぅん、と腕が伸びてきて、愛は久く美みに肩を──というより、首を巻き取られて引き寄せられた。ちらりと見なくても、本心でないことは明らかだった。頰ほおが微かすかに引き攣つっている。すると、ぎゅむう、と腕が埋まってしまうくらいの圧力を感じて、見れば反対側から美み巳みがそのふくよかな体を押し付けるようにして、腰に手を回してきたのだとわかった。

「そうですよぉ、光様。ほら、こんなに仲良しさん♪──ね？」

　光が、ほっとしたような表情になる。

　愛は脇わき腹ばらを突かれた。結構な強い力だった。久美だ。なにか言え、ということだということくらいはわかる。光を悲しませたくはない、という気持ちは、悪あく魔まの使徒でも同じらしい。

　──チャンスだ！

　頭の中に、そう響いたのは《大天使アークエンジエル》の声だった。

　なにが、とそのくらいはわかった。わざわざ久美の方から仲良し宣言をしてくれたのだ。これを使わない手はなかった。

「そ、そうなの！」

　愛は言った。少し声が震ふるえている。心臓は疾しつ走そうを始めて、痛いくらいだった。

「今日だって、お昼ごはんを一緒に食べる約束してるんだよ？　もちろん、ひ──神かみ代しろ君くんも一緒に──うっ！」

　ずむ、と脇わき腹ばらを再び突かれて、愛あいはうめいた。

「白しら鳥とりさん」

「か、神代君……田た名な網あみさんが──」

「な、なんでもねえよっ！」

　首に回った手が口を覆おおって、声をふさいだ。すごい力だった。このまま捻ねじられたら、そのまま首が折れてしまいそうなほど。

　けれどこのまま、いまのはなし、ということにされてはたまるものか、と愛は掌てのひらに嚙かみ付いた。そんなことをしたことがないから、加減がわからなかったが、怪け我がをしないくらいには弱くしたつもりだった。

「痛いてっ！」

　それでも、久く美みは声を上げて手を離した。

「てめ……」

　隣にいるからかろうじてわかる低い唸うなり声がして、振り返ると至近距離で睨にらまれ、その瞳ひとみの奥にある暗い輝きに、愛は心しん底そこから震ふるえ上がった。それがなんであるか、愛には表現する言葉がなかったが、わかったことはあった。

（殺される！）

　本気で、そう思った。また力が抜けそうになる。

　しかし奥歯を嚙み締め、必死に堪こらえた。

　ここで負けたら、せっかくのチャンスが無む駄だになってしまう。こっちは、始終一緒にいるわけにはいかないのだ。せめて学校で距離を詰めておかなくては、いつまでたっても先に進むことなどできはしない。

　先に進む──そのことを考えると、恥はずかしいけれど、力と勇気が出た。

　この子たちが悪あく魔まの使徒なら、こっちにだって天使がついているのだ。しかもただの天使ではない。大天使だ。

　愛は唇くちびるを嚙んで、久美の瞳ひとみを見返してやった。

　すると、初めほどそれは怖くなかった。

　逆に、彼女が愛の瞳になにかを見たように、怪け訝げんな顔になった。少し怯ひるんだような、そんな感じにも思える表情の変化だった。

「駄だ目めだよぉ、久美ちゃぁん」

　チョコレートよりも甘ったるい声がして、美み巳みが、にゅう、と首を伸ばすように顔を割り込ませてきて、緊張の糸は切れた。ぽってりした頰ほおからは、なぜかバニラの匂においがする。

「仲良くしなくっちゃぁ……光ひかる様さまが、そう望んでるんだからぁ」

　ちらり、と見ると、光ひかるはこの微妙な空気には気が付いていない様子だったが、不安そうな気配も見え隠れしていた。

「いいよぉ、お昼くらい……あたしたちは、ずうっと一緒なんだしぃ」

　言って、にっこりと微笑ほほえむ。甘い言葉にはしかし、明確に毒があった。

（やっぱり、悪魔だ）

　そう思った。この子たちが、自分が大天使アークエンジエルを味方にして悪魔の邪じや魔まをしようとしていると気付いているかどうかはわからなかった。ただの幼なじみで、光を取られたくなくて周りをうろついているだけ、と思われているかもしれない。

（その方がいいけど……）

　相手は悪魔の下げ僕ぼくなのだ。目的がばれたら、どんな目に遭あうかわからない。

（でも、絶対に光君は守ってみせるんだから！）

　愛あいが微笑むと、光もほっとしたように微笑み返してくれた。

　いまは、それだけで十分。

　ギリギリと首が絞まる。ぎゅうぎゅうと、肉が押し付けられて来る。どちらも結構、痛い。それに耐たえながら、愛は御弁当を死守しつつ、それでも、にっこりと微笑んだ。

　──戦いは、もう始まっているのだから！




「さて──」

　大きなラウンドテーブルに集つどった少女たちを見回して、獅しぃ子こはそう切りだした。

　椅い子すは八つ。

　その内の三つが空席になっている。空いているのは、光、久く美み、美み巳み、の席だ。同じ千ち代よ神がみ中ちゆう学がくに通い、クラスも同じである棕しゆ櫚ろは、どういうつもりか一緒に登校はせず、家に残って気けだるそうに椅子から落ちそうになりながら欠伸あくびなどをしている。

　テーブルの上には、今朝の食事の鍋なべがそのままになっていて、いろんな食材の入り混じった複雑な香りを微かすかにまだ漂わせていた。

　すっかり冷めてしまったそれを、ボタンの瞳ひとみが片方取れてしまったテディベアを抱いた宇う美み野の巳み和わは、まだもそもそと食べている。

　彼女の《罪シン》は《怠惰スロース》ではなく《嫉妬エンヴイ》だから、食事が遅いのは《罪シン》のせいではなく、たんにいちいちぬいぐるみに食べさせようとしてから自分でそれを食べるのと、一ひと掬すくいがとても少ないせいだろう。

　見ていると、いらいらするが獅ぃ子は堪こらえた。叱しかり付けるのは簡単だが、それで泣かれてしまって、慰めたりする方が面倒ではあるし、時間もとられる。

　巳和の隣で牧もく鷹おう羊よう子こは、光がいるわけでもないのに、素肌に丈の長いセーターだけという格好で、無む駄だに色気を振り撒まいていた。胸の下で腕を組み、それをさらにテーブルの上に載せているものだから、深いＶ字の襟えりから乳房がほとんどこぼれ落ちそうになっていて、ちらちらと桃色をした先端が覗のぞいている。

　唯一、まともな感じなのは、羊よう子この隣、空席をひとつはさんで座っている倉くら子こだったが、目の前に開いたノートパソコンの画面からはほとんど目を離していない。といっても、議事録をとっているわけではなく、株価のチェックをしているにすぎない。

（わたくしが話をしてあげているというのに、この態度はなんですの!?）

　眉まゆがひくつく。

　あと一時間で、オーナーである下着輸入販売会社の経営会議に出なければならないのだ。

　あまり時間がないところを、光ひかるのためだから、わざわざ時間を割さいたのに、そのありがたみというものをこの《庶民》たちはわかっていない。

　獅しぃ子こは、手にしていた乗じよう馬ば鞭むちを振るい、テーブルを叩たたいた。小気味よい音がして、みんなの注意が自分に向く。ほとんど一瞬ではあったが、しかし、彼女はそれを逃さなかった。

「お聞きなさい！　光様のことですよ！」

　すると、さすがに少女たちの表情も変わった。《罪シン》に囚とらわれ、なによりもそれを最優先してしまう自分たちも、彼のこととなると別だった。

「──当初の計画とは少しだけ違いますけれど、わたくしたちは、光様とひとつ屋根の下に暮らすことに成功しましたわ」

「少し？」

　棕しゆ櫚ろが、そう茶々を入れてくる。ネクタイをだらしなく緩ゆるめて、椅い子すが倒れそうなくらいに背中を預けて、ゆらりゆらりと揺ゆれている。

　彼女が、なにが言いたいかは、わかっていた。

　本来の計画では、千ち代よ神がみ宿じゆく区くでも有数の広大な屋敷である神かみ代しろ邸ていに居い候そうろうをするはずだったのだ。しかし、ちょっとした行き違いから屋敷は区のものになってしまい、光は裏手にある廃はい教きよう会かいに住み込みを始め、結果、獅ぃ子たちも同じ場所に居候せざるをえなくなったのだ。

　神代屋敷を取り戻すのは、そう難しいことではない。

　だが、光がこの廃教会の環境をなぜかとても気に入ってしまっていて、離れる気がないということであれば、どうしようもなかった。

　獅ぃ子たちは、それがどんなことであれ、光の言うことには逆らえなかった。

　説得し、翻ほん意いさせることはできるが、服従の二文字は、体に刷り込まれていると言っても過言ではなかった。でなければ、こんな場所に誰だれが好き好このんで住むものか、とは全員が思っているはずであった。

「うん、少しとは言えないよね～」

　いつもいつも潤うるんでいる瞳ひとみをゆっくりと瞬またたいて、羊子がそう追い討ちをかけてくる。

「光様が、ここがいいって言うんだから仕方ないけど～、なかなか《堕落ダウンフオール》しないのは、この場所のせいもあるんじゃないの～？　教会なんて、敵の掌てのひらの上じゃ～ん」

「こく」

　スプーンを加えたまま、巳み和わが頷うなずく。わざわざテディベアの頭に手を添えて、隻せき眼がんの熊のぬいぐるみにも賛同させる。

「わかってますわ、そんなこと！」

　獅しぃ子こは再度、鞭むちでテーブルを打った。

　こんなことになったのは、誰だれも光ひかるに同居する旨むねを申し入れておかなかったせいだ。

　であれば本来、その《罪シン》は全員が平等に負うべきなのだが、全員が平等、ということ自体が耐えられない《高慢プライド》の《罪人シナー》である獅ぃ子は、それを一人で負ってでも《高慢プライド》を守らざるをえなかった。

「ですから、色々と手を打ってはいるでしょう!?」

「じーさんも、追っ払ったし？」

　棕しゆ櫚ろの言葉に、獅ぃ子は胸を張った。

「そうですわ！　ことを気付かれないように進めるのに、いったいどれだけの予算がかかったとお思いですの!?」

「そんなこと言われても～、別に、普通に海外旅行に行ってきて～って勧めればよかったんじゃな～い？」

　獅ぃ子は鞭むちの先端を、羊よう子こに向けた。

「なにもわかっていませんのね！　あの年とし頃ごろの人間は、偏へん屈くつで、人から施ほどこしを受けるのは嫌きらいですし、構われたくないくせに、仲間外れにされるのもひどく根に持つのですわ！」

「歪ゆがんだ老人観だなあ……」

　棕櫚が面おも白しろそうに言う。

「そんなことありませんわ！　あの作戦は完かん璧ぺきですわ！　自らの運で勝ちとったかのように思わせ、しかも周囲からは羨せん望ぼうを浴びつつ留守にさせる！　見事に成功しましたわ！　これで、あの老人が戻るまで、わたくしたちの自由！」

「ん～……確かに、あのおじいちゃん、ちょっとうるさいところもあったよねえ……あたし、何度も叱しかられたも～ん。若い娘がそんなはしたない格好するんじゃない、って。面白いから、わざとおじいちゃんの前で胸むな元もとをちらちらさせたり、足を広げてみせたりしたけど、この前なんか、杖つえでぶたれそうになったよ～」

　獅ぃ子は頷いた。

「あの老人は、神の使徒ではないようでしたけれど、それでも堕だ落らくとは程遠い人間でしたわ。古い常識と規き範はんに凝こり固まっていて、光様の傍そばに置いておいては、わたくしたちのためには決してならなかった」

「そういえばボクは、働かざるもの食うべからず、とか言われたよ」

　棕しゆ櫚ろが笑った。

「学生ですって答えたら、だったら勉強をしないなら飯を食うな、とか言い返されたな」

「わたしは、物がいくら増えても心は豊かにならない、と言われました」

　パソコンの画面から目を離さずに、倉くら子こが言った。

　すると巳み和わも、こくりと頷うなずいた。

「……巳和も、言われました──おまえさんはおまえさんなんだ、って……人と、比べたりしなくていいんだ、って」

「へえ、面おも白しろいね」

　珍しく、棕櫚が興味をそそられたようにテーブルに体を乗りだした。

「まるで、ボクたちの《罪シン》を知っているみたいじゃないか。まあ、ボクらは自分の《罪シン》を隠してなんかいないから、それでかもしれないけど」

「どちらにしても、光ひかる様さまに同じ調子で忠告をされたのでは、素直な光様のこと、こちらがやりにくくて仕方がありませんでしたわ。わたくしは、そういうこともすべて考えた上で、あの老人に罠わなを仕掛けたのですよ？　これ以上に完かん璧ぺきなプランはありませんわ！」

　獅しぃ子こは、込み上げる勝利感を堪こらえきれず、ほほほほほ、と笑った。もちろん、テーブルの面々を斜め上から見下ろすように眺めるのも忘れない。

　その瞬間、獅ぃ子の意識は遥はるか高みに駆け上がり、雲うん上じようから世界を見下ろしているような気分になることができた。ぞくぞくするような快感。鳥肌が立って仕方がない。棕櫚たちは、またか、という顔をしたが、気にもならなかった。

　ひとしきり笑い、心が満たされると、獅ぃ子は咳せき払ばらいをして、仕切りなおすように、ぴしり、と再びテーブルを鞭むちで打った。

「……ということで、これまでは少々、光様へのアプローチも遠慮しなければならない部分がありましたけれど、こうしてまたひとつ障害が取り除かれたのですから、これまで以上に押していきますわよ？」

「面倒くさいなあ……のんびり行こうぜ、のんびり」

「棕櫚に合わせていたら、光様は一〇〇年たっても《堕落ダウンフオール》してくださいませんわ。あなたはそれが《罪シン》だからいいかもしれないですけれど」

　怒りもせず、棕櫚はただ肩を竦すくめた。

「とにかく、あの老人がいない間まに敷地の中を浚さらいます。廃すたれているとはいえ、教会は教会。古い聖せい別べつの儀式に使われた遺い物ぶつが残っているかもしれませんから。そんな物がいつまでもあったのでは、わたくしたちは光様が微笑ほほえまれるたびに全裸になってしまいますわ」

「それはそれで、いいと思うけどな～」

「あなたはそうでしょうけれど」

　獅ぃ子は、羊よう子この言葉を拒むように鞭むちを振った。

「あれが、光ひかる様さまのこびりついた《罪シン》を浄じよう化かしているのだとしたら、ああも頻ひん繁ぱんに輝かれてはちっとも《堕落ダウンフオール》させられませんわ。《罪シン》は《汚れ》。積もり重なって、こびりついて、落ちなくなるものですわ」

「じゃあ、光様はここに来てから、ちっとも変わってないってことになるのかな？」

　棕しゆ櫚ろがそう言うと、ようやく倉くら子こが手を止めて顔を上げた。

「いえ、そうでもないと思います」

「へえ？」

「田た名な網あみさんから聞いたのですが、光様は玄げん老ろう人じんから、出かけるに当たってここの管理を任され、そのことで報酬を得られることを喜んでいたということです」

「お金がもらえるなら、誰だれだって喜ぶんじゃないかな？　それに、ボクとしては労働に喜びを見み出いだして欲しくないな。勤勉なのは困るよ」

「この際、労働は関係ありません。重要なのは、お金を手に入れる喜び、そのお金で物が買える喜び、それを増やす喜び──その快感に目覚めることです。お金を手に入れる喜びを覚えていただけたなら、わたしがそれを増やす喜びをお教えします」

　倉子は、眼鏡めがねの位置を直した。

「わかりやすく、楽しく、そして、気持ちがいい──そんな、方法で。違法ですけれど」

「いったい、なにをするおつもりですの？」

「ギャンブルです」

　倉子は澱よどまずに言った。

「パチンコやマージャンといった時間のかかるもの、ポーカーやルーレットのような、認められていないものではありません。国や自治体が管理していて、公共性が高く、未成年及び学生にとっては違法であるけれど、取り締まりも緩ゆるく、罪の意識も薄いもの」

　ははあ、と言って、棕櫚は目を細めた。

「競輪とか、競馬かな？」

「……はい」

「なるほどね。大きな当たりがくれば、あれは楽しいらしいからねえ……中毒になって抜けられない人もたくさんいるんだって？　確かにそれは《強欲グリード》の《罪シン》になるね。でもさ、勝たないと意味がないよ？」

「その辺は大丈夫です」

　言って、倉子はパソコンの縁ふちを撫なでた。

「データがすべてではありませんけれど、データは確率を大きく上げてくれます。それを元にしてある程度流して買えば、大当たりではないにしろ確実に的中させられます。働かずにお金を稼かせげることほど、楽しいことはありません。そして、この《欲》は、すべての《罪シン》の半分には通じます。いいきっかけだと思いますが？」

　どういうことかしら、と訊きこうとして、獅しぃ子こは言葉を飲み込んだ。わからないことがあっても、わかったような顔をしておくのが《高慢プライド》というものだ。

「それって、どういうことかな？」

　代わりに棕しゆ櫚ろが訊いてくれる──獅ぃ子のためというわけではないだろうが。

　倉くら子こは、レンズの向こうからちらりとみんなを見ると、特にずれてもいなかったが、また眼鏡めがねを直した。

「……わたしの《罪シン》、《強欲グリード》は、皆さんの多くの《罪シン》に繫つながると考えます。那な賀が花はなさんの《大食グラトニー》は、いいものを食べたい、美お味いしいものを食べたい、という《欲》です。明あけ星ほしさんの《高慢プライド》も、人よりも上にありたいという《欲》ではないでしょうか？　宇う美み野のさんの《嫉妬エンヴイ》も、他人が羨うらやましいという《欲》。牧もく鷹おうさんの《邪淫ルスト》にしても《性欲》とは無縁ではありません。これも《欲》──わたしの場合は《物欲》が一番強く出ていますけれど、皆さんの《欲》と無縁ではきっとありません」

　一いつ旦たん言葉を切り、倉子は息を整えた。またディスプレイを見て、素早くキーボードに指を滑すべらす。また取り引きをしたのだろう。株を買ったのか、売ったのかはわからないが。

「それで？」

　獅ぃ子は先を促した。

「え？──あ、ああ、はい。それでですね、わたしは、光ひかる様さまにはまず、その根本的な《欲》が足りないのだと思うのです」

　ふーん、と呟つぶやいて、棕櫚は再び背もたれに体を預けた。

　顎あごを引いて先を促す。

「で？」

「つまり、まずはその《欲》を刺激して目覚めさせなければ、他ほかの《罪シン》にはなかなか目覚めないのではないかと、そう思うのです」

「ようするに、わたくしたちの《罪シン》よりも、まずはその根幹である《強欲グリード》の《罪シン》を犯させることが先決──そう言いたいのですわね？」

　獅ぃ子の言葉に、倉子はこっくりと頷うなずいた。

　なるほど、いまの意見には一いち理りあるかもしれない、と獅ぃ子は思った。環境の問題も確かにあろうが、これまでは個々人が特に計画性もなく、手が空いた者から光に対してアプローチをかけていた。

　もとより《欲》のない光である。

　その彼に、《高慢プライド》や《大食グラトニー》の快感を覚えさせるのは、免許を取り立てのドライバーにＦ１レースに出ろ、というようなものだったかもしれない。

　胃を拡張する必要があることを思えば、食事の量を増やす、いまのやり方は続ける必要があるだろうが、それ以外の、《邪淫ルスト》や《高慢プライド》、《嫉妬エンヴイ》という《罪シン》は、倉子の《強欲グリード》にある程度まみれてからの方が効果は高いかもしれなかった。

　自分の《罪シン》が一番でなければならない、ということはないのだ。七つすべての《罪シン》を光ひかるに犯させなければ、彼は《堕落ダウンフオール》しないのだから。《高慢プライド》はうずくけれども。

　獅しぃ子こは、自分の掌てのひらに鞭むちを軽く打ちつけた。

「よろしいですわ。試して御覧なさいな、倉くら子こ。わたくしたちは、光様があなたの《罪シン》にまみれるまで、誘惑を差し控えましょう──皆さんもそれでよろしいですわね？」

「ボクは関係ないんだろ？」

　みんなが賛同の意を示すよりも先に、怠たい惰だな様子で棕しゆ櫚ろが言った。

「と思いますわ。あなたの《怠惰スロース》は、《欲》とは関係のない次元の《罪シン》ですもの。久く美みの《憤怒ラース》もそうですけれど。あとは美み巳みの『光様、胃袋拡張計画』もこのまま推進して参りましょう。《大食グラトニー》は文字通り、たくさん食べられなければ犯せませんから」

　みんなが頷うなずく。

「では、倉子。まずは、あなたにお任せしますわ。計画はありますの？」

「計画というほどのものではありませんが、幸い、今週は、新しくできた『お台だい場ば競けい馬ば場じよう』でナイトレースが行われています。まずはそれで、軽くギャンブルの楽しさを、労働をしないでお金を儲もうけることができる快感を知ってもらいます」

「勝てれば、でしょう？」

　羊よう子こが首を傾かしげると、巳み和わも頷いた。

　二人の言う通りではある。もしも負けたら、やはり地道にコツコツと生きていくのがいい、という、望んだのとはまったく逆のことになってしまうかもしれない。

「確かに、勝負は時の運に左右されます」

　倉子は素直に認めた。

「ですが、心配はいりません。賭かけるお金は小額から始めます。これがコツです。小額しか賭けない利点は二つあります。負けたときに、額が少なければもう一度やろう、という気持ちになること。そして勝ったときには、もっと賭けておけばよかった、と《欲》を刺激できることです。これが初めから高額を賭けてしまうと、負けたときに、二度とやりたくなくなる可能性があります。もしくは、取り返そうとやっきになるか。もし勝った場合でも、それで満足してしまう可能性が高い、高額の賭けは、私たちの目的からは遠いやり方です」

「ん～……よくわかんないけどぉ……」

　羊子はますます首を捻ひねったが、獅ぃ子には倉子の言いたいことはわかった。

　なるほど、と思える話だった。

　人の《欲望》とは肥大するものだが、初めから満足させてしまっては、それでお終しまいだ。その点、小額での賭けなら勝っても物足りなさが残るし、負けてもダメージが少ない。

　いずれにしても、もう一度、となる。

（さすがは《強欲グリード》の倉くら子こですわね）

　決して口には出さず、獅しぃ子こは彼女を賞賛した。

（人の欲望を搔かき立てる術すべを、よく心得ていますわ。なんにしても、急ぐことは禁物ですわね。慌あわてたせいで光ひかる様さまの笑顔が炸さく裂れつして、わたくしたちの服と一緒にせっかく積もった《罪シン》が流されてしまったのでは意味がありませんもの）

　その倉子は、また、ディスプレイを見ていた。

　指が滑すべり、リズムを刻むようにトトンとキーボードを叩たたく。

　それだけの作業で、いったい何億の金がやりとりされたのかは、獅ぃ子にもわからなかったが、いまの倉子にとっては、それでも満足を得られる額ではないのだろうということは想像がついた。それでこその《罪人シナー》である。

「……ところでさ、獅ぃ子」

　ほとんど椅い子すからずり落ちそうになりながら、倉子の話は終わったと見たのか、棕しゆ櫚ろがそう訊きいてきた。

「学校で、光様にワインを飲ませようとした、あの女の子──名前、なんて言ったっけ？　その子のことについてはなにか、わかったことはないのかい？」

　誰だれのことかは、すぐにわかった。光に対してそんなことをしようとした女生徒がいると聞いて、獅ぃ子はすぐに彼女の身辺を探らせていたのだ。

「白しら鳥とり愛あいのことですわね？」

「そうそう、その子」

　棕櫚はそう言って体を引き上げると、両りよう肘ひじをテーブルについた。

「ちょっと面おも白しろいよね。悪あく魔ま祓ばらい師しとかだったらすごいな。まあ、聖せい別べつもしていないワインでなにか防げると思ってたくらいだから、違うとは思うけど」

「その通りですわ」

　獅ぃ子は手を挙げた。すぐに、ラバーマスクの赤せき兎とがやってきて、提さげていたブリーフケースの中から書類を出して獅ぃ子の前に置いた。内容は覚えているが、確認のためにもう一度ざっと読み返してみる。記憶との齟そ齬ごはなかった。

「実に平凡な娘ですわね。両親は共働きで父親は中小企業の営業部長。母親は保険の外交員。ここで生まれ、ここで育ち、特に目立った個性も、才能もない、当たり前の娘。光様とは長くクラスメートで、それだけが唯一、《あのお方》との接点ですわ」

「使徒？」

「それはないですわね。白鳥家は仏教徒ですわ。といっても、信者ということではなく、葬儀や先祖供く養ようの方法が仏教式、という程度の話ですけれど。白鳥夫妻の結婚式はキリスト教式であったということですし」

　ふうん、と棕櫚は呟つぶやいた。

「じゃあ問題は、光ひかる様さまの気持ち、ってことか」

「ええ」

　獅しぃ子こが答えると、僅わずかに座の雰ふん囲い気きが暗くなった。それは獅ぃ子も同じことで、光と愛あいの関係を思うと体から力が抜けそうになる。

　ここにいる全員が、光のことを想おもっている。

　一ひと目め惚ぼれ、というやつだった。

　ただこれは、純粋な愛情というよりも、自分たちが《罪人シナー》であることの印──烙らく印いんのようなものだといってよかった。

　彼への愛情は、一種の鎖だ。

　己おのれの《罪シン》以外にはこれまで特に興味を搔かきたてられなかった、これでも一応思春期の少女たちを縛しばるのに、これほど強い鎖はない。

　彼を自分たちと同じ《罪人シナー》にしたい、というのは、恋人を自分の色に染めたい、というのと似ていた。

　ただし、女の子の方が男の子に合わせるのではない。獅ぃ子たちの願いは逆だった。

　この恋心さえも、彼を堕だ落らくさせるための仕掛けられた恋愛感情だとは思うのだが、落ちてしまったあとでは、もはや逆らうことはできなかった。

　願うのは、恋の成じよう就じゆではない。

　だが、それでも光が自分たち七人以外の女に心を許すのは面おも白しろくなかった。いまのところは《大事な友達》程度にしか思っていないようだが、なにがきっかけでそれが恋に変わるかはわからない。なるべくなら、傍そばに近付けたくはなかったが、この頃ごろ、愛の方でもなにか危機感を抱いだいてか、やたらと光に接近しようとしていることは、美み巳みたちから聞いて知っていた。

「結果的に、田た名な網あみさんが煽あおってるってところはあるんだ」

　獅ぃ子の気持ちを読んだように、棕櫚が言った。

「元々、喧けん嘩かっ早いだろ？　張り合うのが好きなんだな。光様は自分のもの、みたいな雰ふん囲い気きを出して、それが、白しら鳥とりさんの対抗心に火を点つけてるってこともあると思うな」

「まったく、困ったものですわ」

　獅ぃ子はため息をついた。

「あの子の《罪シン》は《憤怒ラース》であって、光様に《怒る》快感というものを教えることですのに」

「ま、一応は、なにか考えてるみたいだけど──それよりも、獅ぃ子。白鳥さんのことだけど、君や、鏡かがみさんの力を使えば、光様を悲しませることなく、あの家族を引っ越しさせるなりできるんじゃないのかな？　例たとえば父親の栄転で海外に行くとか、さ」

「言われるまでもなく、そんなこと、とっくに考えましたわ」

　獅ぃ子は小さく息をついた。

「ですけれど、白鳥愛の父親の勤める会社はいわゆる老舗しにせで、取り引き相手は都区内の下町に集中していて、海外に顧客は一切おりませんのよ。こちらから、新規の顧客の開拓のために海外に市場を求めたらどうか、というお話を代表取とり締しまり役やくに持ちかけてはみたのですが、まったく相手にされませんでしたわ」

「やれやれ」

　棕しゆ櫚ろは肩を竦すくめた。

　まったく肩も竦めたくなる。これが、光ひかるが愛あいのことをなんとも思っていないのであれば、思い切った手段にも出られるのだが、そうではないところが歯は痒がゆかった。恋ではないにしても、大切に思っていることは事実なのだ。

「ねえ～、あたしがその愛って子のお父さん、誘惑してあげようか～？」

　強調するように豊かな胸を突きだして、羊よう子こが言う。

「別に、おじさんとエッチするくらい、たいしたことないし～、っていうか、若い子みたいに自分だけ気持ちよくなって終わりじゃなくて、愛あい撫ぶとか丁てい寧ねいだから好きだし～、やってもいいけど～？」

　ぽてっとした唇くちびるを尖とがらせた羊子の言葉に、獅しぃ子こは顔が熱くなるのを感じた。
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「な、生々しすぎですわっ、あなたの表現は！」

「そう～？　これでも、ずいぶん遠まわしに言ったつもりなんだけどなあ～。それより～、していいかなあ～？」

　我が慢まんできない、と言わんばかりの表情の羊よう子こを見ながら、獅しぃ子こは手で顔を扇あおぎ、いまの提案を考えた。

　白しら鳥とり家けに波風を立てて、愛あいの気持ちを、光ひかるに構っているどころではない、という状況に追い込むというのは悪いやり方ではないかもしれない、と思えた。

（ですが、いまの光様はお優しいですから、なにがあったのかを訊たずねて、彼女が自分の家庭の事情を話したために同情し、そのせいで光様の気持ちが傾くということもありえますわ……）

　難しい判断だった。

　白鳥愛を《邪淫ルスト》に耽ふけるその依より代しろにするという考え方もあるが、それによって光が《愛》に目覚めてしまえば《罪シン》に堕だすることはなくな──

（違いますわ！）

　全身が総そう毛け立だつような強い感情に揺ゆさぶられて、獅ぃ子は自分の考えを蹴けりつけた。

　それが何者であれ、自分たち七人以外の誰だれかと、光がそういう関係になることなど、許せなかった。

《嫉妬エンヴイ》の《罪シン》を犯させるのは巳み和わの役割だが、他ほかの六人にそうした感情がないわけではない。むしろ、一般の人間よりは、すべての《罪シン》が深いといえた。その中にあって、例たとえば獅ぃ子は《高慢プライド》が最も強い、というだけのことなのだ。

「……却きやつ下かですわ」

　獅ぃ子は考えた末に言った。

「え～なんでえ？」

「消極的な考えかもしれませんけれど、白鳥愛の環境を変化させて、万が一にでも光様が興味を持たれるようなことがあるのは避けたいのですわ」

「じゃあ～、愛ちゃんに彼氏を作るとかは？　格好いい男の子、紹介するよ？」

「それも同じことですわ！　白鳥愛に恋人ができて光様の傍そばを離れ、それでもし光様がその喪そう失しつ感かんを恋だと勘かん違ちがいして彼女を求めたらどうなさいます？　その穴をわたくしたちで埋めてくださればよろしいですけれど、一いち途ずに白鳥愛のことを想おもわれたりでもしたら──」

「ありえそうだなあ」

　棕しゆ櫚ろが、苦笑しながら言った。

「ま、ちょっと慎重すぎるとは思うけど、警戒する気持ちはわかる。《愛》は《罪シン》の最大の敵だ。ボクらは光様に《恋》をしても、《愛》しちゃいけない。《恋》は執しゆう着ちやくだけど、《愛》は見返りを求めない、ボクらの敵の最大の武器だからね。光様が堕おちるまえに《愛》に目覚めたら、ボクらの負けだ」

　獅ぃ子は、みんなの注目を集めるように、テーブルを鞭むちで打った。

「結論が出たようですわね？　わたくしたちは白鳥愛の動どう向こうを警戒しつつ、この敷地内の神聖さを弱め、光様の胃を拡張させる工程を進めつつ、計画を仕切り直し、まずは光様にすべての根本となる《欲》に目覚めてもらいましょう。ただし！　《欲》とはあまり関係のない《憤怒ラース》と《怠惰スロース》の《罪シン》についてはこれを並行して進める──いかが？」

「異議なし。まあ、ボクはボクのペースでやらせてもらうけど」

《怠惰スロース》の《罪人シナー》らしい答えを、棕しゆ櫚ろは返した。

　他ほかのみんなからは、特に異論は出なかった。久く美みと美み巳みからは、方針の決定については既すでに一任されている。

「では、そういうことで進めてまいりますわ。──本日の《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》はこれまで！」

　散さん会かいの合図にもう一度、獅しぃ子こはテーブルを鞭むちで打った。
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　自分はなんでここにいるんだろう、と斎さい藤とう始はじめは、もう何度も繰り返した問いを自分に向けた。昼休みの屋上、その隅すみに膝ひざを抱えるようにして座って。

　周囲には、耳みみ障ざわりな声。声。声。

「ったく、むかつくぜ、あの女」

　そう言って、赤あか坂さか純じゆん一いちが壁を上うわ履ばきで蹴けった。

　体が勝手に反応して首が竦すくまってしまう。そのことがまた腹立たしく、そしてまた、どうして自分はここにいるんだろう、と思った。

　こういう役割は、自分ではなかったはずだ。

　赤坂純一や小お倉ぐら健けん二じにプロレス技わざをかけられたり、掃除を押し付けられたりするのは、あのいつも笑ってばかりでどこか抜けてるんじゃないかと思えるクラスメート、神かみ代しろ光ひかるの役目だったはずだ。

　なのに、いまここにいるのは彼ではない。

「けどよ、強つええよな」

　ペットボトルを手の中で回して、小倉は舌を鳴らした。

　誰だれのことを言っているのかは、すぐにわかった。まるで護衛のように神代に張り付いている田た名な網あみ久く美みのことだ。

　少し前、この二人は、田名網がいないときを見計らって神代に因いん縁ねんをつけたのだが、そこを白しら鳥とりに邪じや魔まをされ、さらにそれを知った田名網に、あとでぶっ飛ばされたのだ。

　その様子を、始は隠れて見ていた。

　丁ちよう度ど、パシリをやらされてその場を離れていたので、難を逃れたのだ。

　田名網は巧妙だった。

　目立つ顔は決して殴なぐらず、殴ったのは腹のみ。あとは華か麗れいな動きで蹴りや投げ技、それに関節を締め上げることで二人に悲鳴を上げさせ、仕上げに、動けなくなった二人からズボンとパンツを剝はぎとって下半身を丸裸にし、転がしておいたのである。

（あれはいい気味だったよな）

　そのときの様子を思い出すと、少しだけ気が晴れる。

　元々、赤坂と小倉の二人は、別段、不良というわけではない。腕うでっ節ぷしが強いわけでもなく、傷害騒ぎを起こすわけでもない。クラスではちょっと乱暴者の部類に入る、という程度だ。ただ、千ち代よ神がみ中ちゆう学がく自体が穏やかなために、その程度でも目立つにすぎない。

（豚の中で一番強いからって、豚は狼おおかみにはなれないってのにさ）

　目の前でサンドイッチを齧かじる二人の顔だけを頭の中で豚に挿すげ替えて、始は心の中だけで笑ったつもりだった。が──

「なんだよ、おい」

　いきなり赤坂に肩を蹴られて、始は背中を壁に打った。手の中で缶コーヒーが踊り、泥のような色の滴しずくが跳はねてズボンに染みを作る。

「おまえ、いま笑ったろ？　なにがおかしいんだよ」

「笑ってなんかないよ……」

　ぼそぼそと始はじめはそう返した。

　すると、今度はもっと強く肩を蹴けられた。肩と背中、両方に痛みが走る。

　うッと声が漏もれてしまい、今度は盛大にコーヒーがこぼれた。それが股こ間かんに染みを作り、それを見て小お倉ぐらは笑った。

「ぎゃははは！　見ろよ！　小便漏らしたみてえだぜ！　でも、コーヒーなんだよな！　おい斎さい藤とう！　おまえズボン脱いでそれ洗ってこいよ」

「や、やだよ……」

「んだと？」

　今度は手を蹴られた。

　スチール缶は手から離れて、屋上の側そつ溝こうに甲かん高だかい音を立てて転がった。残っていたコーヒーが流れだして茶色の小川を作る。

「あーあ、もったいねえ」

　蹴り飛ばした本人が、そんなことを言って笑った。

　始は、上うわ履ばきの裏の跡がついた手を擦こすりながら、どうして自分がこんな目に遭あうのかが、やはりどうしてもわからずに、ただ俯うつむいた。

　ここにいるのは神かみ代しろ光ひかるのはずだ、という思いがどうしても消えない。自分はそれを他ほかの連中と同じように、外から眺めて笑っている観客だったはずなのに、いつの間まにか、こうして笑われる側、哀れまれる側になっている。

　それに、神代はここまで酷ひどいことをされては、いなかったはずだ。

　昼休みは大体一人か、もしくは女子の誰だれかと教室で昼食をとっていた。こんな風に、屋上に呼びだされて、使い走りをさせられることもなかったように思う。

　暴力にしても、プロレス技わざをかけられることはあっても、小突かれたり、蹴られたりしていたところは見たことがない。

　それとも、それは見ていなかっただけで、こんな風に、裏ではいろいろと行われていたのだろうか？

（金とか……どうだったんだろう……アイツの家、金持ちだったし……）

　始はまだ、現金こそ要求されてはいなかったが、ジュースやパン代は、もう何度も出させられていた。買って来いと言われてその通りにしても、この二人は決して代金を払ってはくれない。ただ食べ、飲むだけだった。それを考えれば、いずれそう遠くない未来、金を要求してくる、と思えた。

　学校というのは、不思議な場所だ。

　同じ学校の生徒というだけで、暴行傷害も恐きよう喝かつも『いじめ』の一言で片付けられてしまう。それで片付けようとする。問題になるのはいつも、いじめられた人間が死んだあとだ。

（死んでやろうか）

　ふと、そんなことを思った。いまここで、フェンスを乗り越えて、中庭にダイブしたらどうなるだろう、と。だがすぐに、始はじめは首を振った。馬ば鹿かな考えだ。そんなことをしたって、この二人はなんとも思わないだろう。せいぜい、おかしなことに巻き込まれてついてない、としか考えないはずだ。それでは、自分の死に損ぞんだった。

（ちきしょう）

　始は膝ひざを立て、体育座りになって体をできるだけ小さくした。自分にできることは、五時間目のチャイムが鳴るのを待つことだけだった。

（これもみんな、神かみ代しろの奴やつが悪いんだ。あいつがおとなしく、いままで通り、こいつらの相手をしてれば、俺おれがこんな目に遭あわなくてすんだのに……ちきしょう）

　思うのは、そんなことばかりだった。

「くそー、寒さみぃよなあ……」

　白い息を吐はきながら、赤あか坂さかが恨めしげに言った。

　屋上には、自分たち以外には生徒の姿はない。今日は晴天だが、いくら日が照っていても外で食事をするにはまだ気温は低かった。ここにいるのは、例のフルチン事件で、教室にいるのが居たたまれないからだ。

　赤坂と小お倉ぐらの二人は、すぐに掃除をサボったり、用事をあからさまに神代に押し付けたりしていたので、元から女子の評判はあまりよくなかったが、あれで一気に立場を悪くした。

　それまでは、乱暴者だからあまり強く言えない、というところがあったのだが、田た名な網あみに叩たたきのめされたことで、大したことはない、と見られてしまい、馬鹿にされるような感じになってしまった。

（けど、俺はそれより下ってことかよ……ちきしょう）

　この二人に逆らえず、こうしていいように使われている自分は、そういうことになる。

　赤坂と小倉は、確かに田名網よりは弱い。

　だが、それよりも圧倒的に、運動もなにも苦手な自分に比べれば、この二人は恐怖を覚えるくらいには強かった。

（ちきしょう……馬ば鹿かのくせに……）

　こいつらに始が勝てることといえば、成績だけだった──ほんの僅わずかの差でしかないが、そう思わなければ、自分を保てそうもなかった。なにかひとつくらい、勝てるところを残しておかなくては、それこそ、奴ど隷れいになってしまう、と思えた。

　苛いら立だたしげに赤坂がまた壁を蹴けり、始はまた首を竦すくめた。

　勝手に反応する、この体も恨めしい。こういう風に動いてしまうから、面おも白しろがってやられるのだとわかっていても動いてしまう。

「おい、斎さい藤とう！」

　不意に呼ばれ、始はじめは上うわ履ばきの中で足の指にぎゅっと力を入れた。

「な、なに……？」

「カイロだせ」

「も、持ってないよ……」

「なんだよ！」

　赤あか坂さかは丸めた紙袋を投げつけてきた。当たっても痛いわけはないのに、まるで石を投げられたみたいに体が縮こまってしまった。

「使えねえ奴やつだな！」

「しょうがねえよ、斎藤だぜ？」

　小お倉ぐらが笑って言う。

「明日は持ってくるよな？　な？」

「う、うん……」

　それは、買って来い、というのと同じことだった。そして、金は絶対に支払われない。

　──むかつく。

　この二人にだけじゃない。こんなとこでへらへらと笑っている自分にも、腹が立って仕方がなかった。だがやはり、なによりむかつくのは、神かみ代しろと、その周りにいる女どもだった。

（白しら鳥とり……）

　あの女が、一番腹立たしい。

　神代がこの二人に絡からまれているときには、体を張って止めるのに、自分のときはせいぜい口頭で注意をするくらいで、他ほかにはなにもしてくれない。

　学級委員のくせに、贔ひい屓きをしているのだ。

　今朝のスカート捲めくりで、ほんの少しだけ気が晴れたと思ったが、あんなのはやはり、一時凌しのぎにすぎなかった。

（学級委員っていうのは、クラスメートに奉仕するのが仕事だろ？　だったら俺おれのことも、こいつらから守れよ。……そうさ、あの女と神代が、俺の代わりにこいつらのパシリをやればいいんだよ。学級委員なんだから）

　それは、素晴らしい考えに思えた。そうなれば自分はまた、この二人がすることを笑ってみていられる。

「なに、にやついてんだ？　あ？」

　そんな声がして、始は頰ほおを震ふるわせた。顔を上げると、赤坂が凶きよう悪あくな顔つきで睨にらんでいた。

「俺らが寒がってんのが面おも白しれーのか？」

「そんなこと……ないです……」

　思わず敬語になってしまう自分が、死にたくなるほど情けなかった。だが、泣く事だけはすまい。泣けば、ますます相手が調子に乗るということくらいはわかっている。

「いいよなあ、おまえは！」

　がん、と頭の横の壁を蹴けられ、筋肉が強こわ張ばり、鳥肌が立った。

「そりゃ寒くねーよな！　こんだけ太ってりゃあ、厚着してんのと一緒だろ？」

「ははは……」

「はははー、って！　笑えばなんでもすむと思ってんじゃねーぞ、デブ！」

　上うわ履ばきの側面で、ごん、と頭を軽く蹴られた。大して痛くはない。だが、屈くつ辱じよくで、心は軋きしむほど痛かった。

「ったく、むかつくぜ」

　赤あか坂さかはコーヒーの混じった唾つばを吐はき捨てると、壁に寄りかかって鼻を啜すすった。

「あーあ、ちきしょう。なんとか、田た名な網あみに仕返ししてやりてえよな」

「へっへー」

　すると、小お倉ぐらが不意にニヤニヤとして、含みある笑いを漏もらした。

「……なんだよ」

「じつはさ、ちょっと面おも白しろい噂うわさを仕入れたんだよな」

「どんな」

「田名網の転校前の中学に、ダチがいてさ。この間、そいつに渋しぶ谷やで偶然会ったんだよ。そしたら、田名網のこと知っててさ」

　じらすように小倉は言葉を一いつ旦たん切り、喉のどの奥で笑った。

「あいつ、向こうでもやっぱり相当、強つええって有名だったみてえでさ。ま、そいつはどうでもいいんだけど、その面白い噂ってのが……バイトのことなんだ」

「バイト？　別に面白くも珍しくもねーじゃんか」

「ただのバイトなら、だろ？」

　小倉はニヤニヤした笑みをさらに口元に広げた。

　すると、なにかを嗅かぎとったかのように、赤坂は体を起こして前のめりになった。

「……ひょっとして、援交でもしてんのか？」

「ちょっと違うな──おまえ《キャットファイト》って知ってる？」

「なんだそれ？」

　赤坂が首を捻ひねったのを見て、始はじめは腹の中で笑った。

（……低能）

　始は知っていたが、もちろん教えてやるつもりはなかった。

　キャットファイトとは、いかにもなレスラーではない、普通っぽい女子が様々なコスチューム、シチュエーションでプロレスのようなものを行う、一種のショーだったはずだ。

　客の目的は、選手の戦いを見るというよりも、女子の苦しむさまや、露出の高いコスチュームを眺めるといったことが主だとなにかの雑誌で読んだことがある。

（田た名な網あみが、ね……）

　違和感はないように思えた。言葉遣いは悪いし、乱暴者だが、可愛かわいくないわけではない。あの強さを考えれば、ガチンコ勝負か、もしくはもっと可愛いファイターをいじめる役割のファイターをやっているのかもしれない。

「キャットファイトっていうのはさ」

　と小お倉ぐらは得意げに言った。

「なんか、アングラの女子プロみたいなもんなんだぜ？」

「それを田名網がやってるのか？」

「ああ。渋しぶ谷やの方の店らしいんだけどよ。これが本当だったら、面おも白しろくね？」

「そりゃあ、面おも白しれーけどよ。渋谷の方、ってだけじゃ探しよーがねーだろ？」

「抜かりはねえって」

　小倉はポケットから携帯を出すと、それを振って見せた。

「さっき、メール届いたんだよ。その店の情報。さっき言ったダチの知り合いが知ってたみたいでさ。たぶんここだっていうのを送ってくれたのさ。今夜にでも行ってみようぜ」

「おい！」

　ばん、と赤あか坂さかは笑顔になって小倉の背中を叩たたいた。

「やるじゃねーか！　じゃあ、そこに行って証拠を摑つかんでやろうぜ！　そうしたら、それをネタに脅おどしてやれば……ひょっとしたら、姦やれるかもしんねーぞ」

「だろ？」

　小倉と赤坂は、顔を見合わせて笑った。

　それを横目で見ながら始はじめは、この二人、決して真ま面じ目めではなかったが、こんな嫌な顔をするほど悪い奴やつだっただろうか、と前を思い出そうとした。しかし、駄だ目めだった。そんなによく知っていたわけではないし、そう思えば、初めからこうだったような気もする。

「おい、わかったな」

　赤坂の声が不意に自分に向いて、始はまたしても体を強こわ張ばらせてしまった。

「びびってんじゃねーよ」

　笑いながら軽く蹴けられる。

「いいな？　おまえも来るんだかんな。ちゃんと、案内しろよ？」

「頼んだぜ、斎さい藤とう君くん？」

　小倉が携帯のボタンを押す。するとすぐに始のポケットで、携帯がメールを受信したことを知らせる着メロを奏でた。開かなくても、内容はわかる。先ほど言っていた、その店のことだ。場所を調べておけ、ということだった。

「あは、ははは……」

　始はじめは、精一杯の作り笑顔を浮かべ、そんな自分に吐はき気けを覚えながら、ポケットに手を突っ込み、まさぐった。




「……で、なんでおまえが光ひかる様さまの真正面だよ？」

　光の机の右側に持ち主を追いだした机をくっつけて、自分の御弁当を広げた久く美みがドスの利きいた声でそう言うのを、本当は怯おびえていたけれども、愛あいは平気なふりをして聞き流した。

「無視かよ」

　ち、と久美は舌を鳴らした。

（無視です）

　心の中で答える。

　反対側では美み巳みが、大きな鞄かばんの中から重じゆう箱ばこを取りだそうとしていたが、御弁当に集中していて、久美の話はまったく聞いていない様子だ。入れるときに無理をしたのか、丸い形が問題なのか、一方が外に出ると、反対が鞄の中に戻ってしまう、ということを繰り返している。

　チャンスはいましかない。

　愛は、膝ひざの上に置いたスポーツバッグのファスナーを開いて、そっと、可愛かわいらしい布ふ巾きんに包まれた御弁当を取りだした。

　大きさは、漫画の単行本くらいである。男の子のお弁当にしては小さいからか、久美は特になんの反応も示さなかった。だが、光は少食だから、これで十分足りるはずである。

　スポーツバッグを脇わきに置き、呼吸を整える。

　真正面で光は行儀よく椅い子すに腰掛けて、にこにこと微笑ほほえんでいる。目の前には、先に美巳が置いた箸はしだけが、ぽつんとある。その様子は、ごはんを待っている子犬のようで、胸の奥の方がうずうずした。

「っか！」

　緊張しすぎて、変な声が出た。

「な、なんだ!?　吐はくんならトイレ行けよ!?」

（違います！）

　昼には似つかわしくないことを言った久美に、胸の中で反論を入れつつ、もう一度、愛は深呼吸をした。急がないと、せっかくのチャンスが駄だ目めになる。

（吸って～、吸って～、吐いて～……ひっ、ひっ、ふ～……）

　なんか別の呼吸法のような気もしたが、気にしないことにした。

　なんであっても、落ち着けばよいのだ。

　心しん拍ぱく数すうは、短距離走だったのが、マラソンくらいのイメージにまで下がった。バクバクが、パクパクという感じになった。

（うん！）

　愛あいは、すっと息を吸うと、手にした包みをそのまままっすぐ突きだした。光ひかるしか見えない。他ほかの人物はすべて、ただの背景になった。

「あのっ！　かかかかかか神かみ代しろ君くんに御弁当作ってきたのっ!!　よかったら食べてっ!!」

「あっ、てめっ!!」

　椅い子すを鳴らして、しまった、というように、久く美みが立ち上がる。彼女は多分、怒ど鳴なりつけようとしたのだと思えた。しかしその前に、教室がどっと沸わいた。

「愛、やるぅ！」

「神代～！　女子を独ひとり占じめしてんじゃねーぞ～!!」

「ちくしょ～、いいなあ！」

　歓声が上がり、口笛が吹き鳴らされる。

　愛は真っ赤になりながら、それでもまっすぐに御弁当を差しだし続けた。

　これはもう、告白と一緒だ。

　多分、本人だけはわからない、そんな告白だけれども。

　相手は七人もいるのだから、せめて学校では、クラスのみんなの公認を取り付けておきたかった。もとよりクラスメートには、愛の気持ちはバレバレで、知らないのは光本人だけという状況ではあったが、しかし、こうしてみんなの前でそれを表明して見せるのと、そうでないのとでは、大きな違いがある。

　これは、正式な宣戦の布告だった。

（光君……）

　愛は、彼の瞳ひとみだけをまっすぐに見つめた。

　黒い瞳はとても澄んでいて、その奥に銀河が見える。もちろんそれは、恋する心が見せている、お馬ば鹿かな幻想だとはわかっているけれど、天使と同じで、見えているのだから、そこにあるのだ！……と言い聞かせて返事を待った。

　やがて、光の手がそっと伸びて、愛の手を包むように触れた。とても熱い。

「わあ、ありがとう」

　光は微笑ほほえんだ。

　途と端たん、彼自身が光り輝いたかのように愛には見え、幻覚でもなんでもなく、目が眩くらんだ。幸福感に満たされていく。体が震ふるえ、このまま二人だけでどこか遠くに行きたい、という気持ちが胸に広がって、たまらなくなった。

　──愚おろか者！

　そのとき、天使の声が頭に響いて愛は首を竦すくめ、危うく御弁当を落としそうになった。

（て、天使様……？）

　──我が御み使つかいが、快楽に身を任せようとするとは何事か。

（何事、って……とても、あたしに、あ、あ、あんなことを命令した人の言葉とは思えないんですけど……）

　──あんなこと？　契ちぎりか？

（てててて天使様っ！）

　愛あいは、顔が燃え上がってしまうのではないかと思えるくらい熱くなるのを感じた。

「白しら鳥とりさん？」

　その声に我に返ると、光ひかるが不思議そうに首を傾かしげていた。

　隣では、久く美みが視線だけで人を殺そうとしているのではないかと思えるほど、恐ろしい目つきで、こっちを睨にらんでいる。

「ど、どうぞ」

　怯ひるまず、愛は御弁当の包みを光の手に移した。

「ありがとう」

　光はもう一度微笑ほほえむと、それを自分の前に置いて、包みの結び目を解ほどいた。二段重ねになった弁当箱の上にはおかず、下にはピラフが入っている。それを見た光の顔が、一いつ層そう明るくなったのを見て、愛はここしばらくで一番の幸せを感じた。

「僕の好きな物がたくさん！」

「光様の好きなもの？　どれ──」

　脇わきから久美が覗のぞき込む。

「……ハンバーグに、エビフライに、ナポリタンスパゲッティ……これってお子さ──っと」

　慌あわてて口を押さえる。──まランチ、と言いそうになったのだろう。

　間違いではない。

　普ふ段だん、粗そ食しよくばかりだった光の御ご馳ち走そうといえば、こうしたものなのだ。それすら、年に一回くらいしか食べられなかったらしいが。

（あたしは、それを知ってるんだから）

　ほんの少しだけ、愛は自分を誇らしく思った。そう、自分にはこの子たちにはないものがある──時間だ。たとえこの子たちが一緒に暮らしていても、光が本当の意味で心を許すまでには時間がかかるはず──と、思いたかった。

「下は、エビピラフ。神かみ代しろ君くん……好きだったよね？」

「うん♪」

「よかったあ」

　光は、本当に嬉うれしそうに透明な蓋ふたの上から御弁当を覗き込み、愛はその様子に、胸がとても熱くなった。隣で久美が、はっきりと歯は軋ぎしりをしているのが怖かったけれども。と──

「よいしょっと！」

　鈍い振動とともに、そんなおばさんのような掛け声を出して、美み巳みがテーブルに、ようやっと出した重じゆう箱ばこを置いた。僅わずかに愛あいの御弁当が跳はねて、光ひかるはそれを手で押さえた。

「ふう──あ、それなあに、光様？」

　巨大な円筒形の重箱を抱えるようにしながら、美み巳みは目め敏ざとく光の手の中にある御弁当箱を見つけた。

「白しら鳥とりさんが、僕に御弁当を作って来てくれたんですよ。──ほら」

　光は、蓋ふたをしたままのそれを美巳に向けた。

　彼は気付かなかったかもしれないが、厳しく吟ぎん味みをするように、美巳の瞳ひとみが光ったのを愛は見逃さなかった。温ぬくもった胸が冷える。こんなもの、と言って笑われるのではないか、と思えた。だが、それは光を笑うことだ。これはすべて、彼の好物なのだから。

「へー」

　美巳は、ぺろりと唇くちびるを嘗なめた。

　立ったままの久く美みが、やる気を鼓こ舞ぶするように拳こぶしを握る。

「言ってやれ、美巳！」

「うん」

　ポチャッとした顔が振り向いて、愛は身構えた。

「愛ちゃん、これ──」

「…………」

「──美お味いしそうだね♪」

　御お世せ辞じでもなんでもなく、美巳はそう言った。拳を握ったまま久美は固まったが、そのことにはまったく気付いていない様子で美巳は、今度は光の方を振り返ると、ごくりと喉のどを鳴らした。

「ねえねえ光様、あたしもそれ食べてみたいな♪」

「それだ！」

　元気を取り戻して久美が叫んだが、逆に、愛は一気に青ざめた。

　冗談ではない。

　美巳の喰くいっぷりは、今日までの日々でわかっている。あんな、光用の御弁当など、それこそ一口で飲んでしまうに決まっていた。

「あ、あのっ！」

　愛は慌あわてて、スポーツバッグの自分の御弁当を摑つかんで引っ張り上げた。だが、口の開き方が少なかったのか、包みの端が引っ掛かり、それは手を離れて勢いよく回転して放ほうりあがってしまった。くるりくるりと宙を舞う！

（ああ～っ！）

　天井にぶつかる、と思ったが、それほどは高くなかったらしく、包みが目の前一杯に広がったと思った瞬間、ごん、と脳のう味み噌そに響く音がして、額から足に向かって痛みが走った。

　じわり、涙が浮かんだ。

「おっと♪」

　落ちてきた御弁当箱を美み巳みが受け止めてくれたのが見えた気がした。痺しびれるような痛みに、その行方ゆくえを確かめることもせず、愛あいはおでこを押さえて机に突っ伏した。

「だ、大丈夫ですか、白しら鳥とりさん！」

　おろおろした光ひかるの声に、

「平気だよこんなの」

　久く美みが答える。

（あんたが言うなっ！）

　ジンジンするおでこを押さえて、愛はそう吼ほえた。心の中で。と──

「わぁ、ほんとに美お味いしそぅ～」

　美巳の声に痛みを堪こらえて顔を上げると、涙の向こうで彼女はとっとと包みを解ほどいて、蓋ふたも開けて、思い切り匂においを嗅かいでいた。

　──いまよっ！

　天使ではなく、自分の声が告げるのを愛はしっかりと聞いた。

「あのっ」

　その声に、美巳が瞳ひとみだけを愛の方に向けた。愛も、突っ伏したまま見返す。

「よかったら……その御弁当、どうぞ。中身は、神かみ代しろ君くんのと同じですから」

「ほんと!?」

　きらきらと、美巳の瞳に星が輝く。

「じゃあねぇ、愛ちゃん、あたしたちの御弁当、食べていいよ？　たくさんあるからぁ」

「おい、美巳！　なに言ってんだ！」

「え～！　だって、これ、食べたいんだもん！」

　美巳はそう言うと、愛の御弁当をその腕で抱え込むようにして、さらにその上に体を覆おおい被かぶせるように机の上に身を乗りだした。重じゆう箱ばこがおでこで押される。

「光様の分ぶん、取っちゃうわけにいかないでしょお！　やだやだやだ！　食べる！　食べるの！」

「ったく……」

　久美は自分の顔を掌てのひらで打った。美巳は唇くちびるを尖とがらせて、そんな彼女を睨にらんでいる。光は、といえば、二人のやりとりをにこにこと見ていた。これは、日常的なものなのかもしれない。

「わかったよ」

　久美は、諦あきらめたように言って座った。

　ようやく安心したように、美巳は御弁当箱の上から体を起こすと、うふふ、と笑って、丸い重箱を机の上に広げた。

　五段重ねの上から三段目までは、和・洋・中のおかずがぎっしりと詰まっていた。さらに、四段目は色々なごはん、そして最後の段はお菓子やケーキ、つまり、デザートの段だった。

　美み巳みは愛あいを向くと、さあどうぞ、と言った。

「どれでも好きなものを食べてねぇ」

「あ、ありがとう……」

　けれど、愛はもうすっかり食欲が失うせていた。自分の持ってきた御弁当とは、あまりにも違いすぎる。プロとアマチュアの差という感じだった。

　もちろん母の料理は美お味いしい。

　けれどそれは、あくまでも家庭料理としての話だ。それをレストランに持っていって比べても、勝てるはずがない。

（これって……厭いや味み？）

　ちらりと美巳を見て、愛はそんなことを考えた。ひょっとしたら、格の違いを見せ付けるためにわざと、食べてみたい、と言いだしたのではないか、と思ったのだ。だが──

「んん～♪」

　パックのソースをかけて、エビフライを一口で尻尾しつぽまで食べてしまった美巳は、ほっぺたを押さえて幸せそうな笑みを浮かべた。それはとても、演技には見えなかった。

「……ったく、喰くえりゃなんでもいいのかよ」
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　自分の御弁当である、巨大おにぎりの包みを取りながら久く美みがそんなことを言うと、美巳は指についた油を嘗なめて、ぷるぷると首を振った。

「そんなことないよぉ！　美お味いしくないものは許せないもん！　そんなのを作って平気な顔をしてる人は、あたし、容よう赦しやしないしっ！」

　そう言った美み巳みの瞳ひとみは、奇妙にぎらついていて、愛あいはなぜか寒さむ気けを覚えた。

　久く美みは、へ、と一言だけ呟つぶやくと、おにぎりにかぶりついた。

「わあ、美味しい！」

　その声に顔を正面に向けると、光ひかるがハンバーグを半分ほど齧かじって、嬉うれしそうにしていた。口の周りに、ソースとケチャップを混ぜて煮詰めた物がついている。

　その笑顔を見られただけで、愛は、ここまでの苦労はすべて報われた気がした。

　これが自分が作ったものだったら、もっと嬉しかっただろうけれど、第一歩としては上出来だった。これからは、お昼に交じることができるはずだ。

　もうこれで彼の中では、愛たちは仲良し、という構図ができ上がっているはずだから。

（負けないんだから）

　愛は、光が普ふ段だんどんなものを食べているのかを知る、という意味も込めて、お重じゆうの料理に箸はしを伸ばした。もしかしたら見た目だけ、ということもありえる。フライ物──おそらくは白身魚を取り、ソースをつけて食べた。

（お、美味しい……）

　思わず、感かん嘆たんの声が出そうになる、それほどの味だった。いったい、どんなシェフを雇っているというのか。

（ま、負けない……もん……）

　すん、と鼻を啜すすり、愛は研究のために、さらに箸はしを伸ばすのであった。




　最後の一人が会議室を出て行き、ようやく一人になれた獅しぃ子こは、息をついて革張り椅い子すの背もたれに体を預けた。

　肩が酷ひどく凝こっている。

　一六にしてこんな風に肩凝りに悩まされるというのは、どうなのだろう、と思わなくもないが、社長業などというのはとにかく気苦労の連続であり、こんなのは一種の職業病のようなものだった。

　今日の会議にしても、春に発売する新作のブラジャーのことで揉もめに揉めた。

　ターゲットは新入社員で、新しい出発に際して、初うい々ういしい女性をイメージしたデザインにするか、それとも大人のできる女性を意識したデザインにするか、意見が割れたのだ。

　二時間の激論では、結局、結論は出なかった。

　役員たちは、昼食後に続きをやりたがっていたが、残念ながらそれは無理だった。午前中を会議に費やした分ぶん、目を通さなければならない書類が山のようにあったし、夕方からは出かけなければならない。

（まったく……そもそも一目見て、これだ、と思えるようなデザインを出せないのが悪いんですわ。二つを並べてどちらがいいか、などと……あのデザイナーはクビですわね）

　その場合、後任には誰だれを引き抜いてこようか、などと考えつつ、獅しぃ子こは机に置かれたインターホンのボタンを押した。

「赤せき兎と」

　マイクに向かってそう呼ぶ。

　会議のときにはさすがに脇わきには控えさせてはいない。ラバーマスクの大男がいると、萎い縮しゆくしてまともな意見を言えなくなる人間が多いからだ。

　ドアが開き、腰を屈かがめ、燕えん尾び服ふくにラバーマスクという姿の大男が、スキューバをしているかのような呼吸音を立てて会議室に入ってきた。

　微かすかに床を軋きしませながら、椅子の横に立つ。すぐに大きな腕が伸びてきて、獅ぃ子は抱き上げられ、肩に乗せられた。天井がすぐそこに迫る。

「低く」

　言って、獅ぃ子は会議中にも手放さなかった乗じよう馬ば鞭むちで、赤兎の肩を軽く打った。すぐに《足》は中腰になり、天井が遠とお退のく。

　部屋を出ると、秘書が待っていて頭を下げ、傍そばに寄ってきた。赤兎は足を止めない。秘書はハイヒールで器用に小走りになりながら付いてくる。

「社長、朝買広告エージェンシーが、春のＣＭについてプランができたと」

「企画書は？」

「預かっておりますが、直接、御説明したいと申しております」

「企画書を見て判断いたしますわ」

「では、ノートの方に転送しておきます」

　秘書は足を止めると、それ以上は付いてこようとはせず、後ろで深々と頭を下げた。専用のエレベーターに乗り込み、扉が閉まるそのときまで、彼女は頭を上げない。

　軽い振動のあと、エレベーターは上昇を始めた。

　都心の海側が一望できる窓から外の景色を眺めつつ、そうだ、と思い出して、獅ぃ子は乗馬服のジャケットの内ポケットから携帯電話を取りだした。

　登録されているアドレスから相手を選び、発信ボタンを押して耳に当てる。

（まったく……どうしてこのわたくしが、こんな連絡係のようなことを、しなくてはならないのです？）

　実に腹立たしい。腹立たしいがしかし、理由はわかっていた。自分以外にまともな社会性のある人間が、メンバーの中にはいないからだ。これも、光ひかるのためだと思えば我が慢まんはできる。

『──あ？』

　いきなりの喧けん嘩か腰ごしで相手は電話に出た。久く美みである。

「わたくしですわ」

　お猿、と続けたいのを、ぐっと堪こらえる。こっちは大人なのだから。

「放課後にそちらに車を回しますから、光ひかる様さまと一緒に──」

『車!?　いらねーよ、んなもん！』

　大声に、獅しぃ子こは携帯を耳から離した。内蔵されたスピーカーが壊れそうな声だ。

『オレが付いてれば、安全だっての！　それともなにか？　このオレのことが信用できないってのかよっ、てめえっ!!　らあっ!!』

「なにを勝手に熱くなってるんですのっ！　このお猿っ！」

『んだとっ!!』

「わたくしがいつ、光様の安全のために車を回すと言いました!?　光様の《教育》のために来ていただきたいところがあるから、車を回すんですわっ!!」

『……だったらそう言えよ』

「あなたが、こっちの話の途中で怒りだしたのでしょう!!」

　エレベーターの中で乗じよう馬ば鞭むちを振り回して、獅ぃ子は頭痛がするくらいの大声を出した。頭に血が上りすぎて軽い目眩めまいを覚え、赤せき兎との頭に寄りかからなければ、姿勢を保てない。

　さすがは《憤怒ラース》の《罪シン》を持つ久く美みだ。ただ話をしていて、これだけイライラさせられる相手というのも珍しい。

　そもそも《高慢プライド》の《罪シン》を持つ獅ぃ子は、光を除けば《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》のメンバーであっても相手を格下に見る業ごうがあり、本気で怒ったりはしない。

　その自分をこれだけ怒らせるのだから、久美の《罪シン》がいかに重いかがわかる。

　とはいえ、ペースを持っていかれたままでは、話の続きができない。獅ぃ子は乗じよう馬ば鞭むちを持った手で器用にこめかみを軽く揉もむと、痛みを和やわらげて深呼吸をした。

「まあ、いいですわ。……よいこと？　放課後にそちらに車を回しますから、あなたと美み巳みで光様を連れてくるのです。いいですね？」

『わかったよ。で、どこいくんだ？』

「運転手が知って──」

　そこまで言って、獅ぃ子は一いつ旦たん言葉を切った。撥はね付けるようなことを言えば、また、ぎゃあぎゃあと騒ぎだすに決まっている。

（お猿には、丁てい寧ねいに、諭さとすように教えて差し上げなくてはね）

　ふっと唇くちびるに微笑ほほえみを浮かべ、獅ぃ子は乗馬鞭でなんとなく赤兎の肩を撫なでた。

「いえ、いいですわ。光様を連れて行くのは──」




「台だい場ば競けい馬ば場じよう!?」

　中学生の唇からこぼれるには不ふ釣つり合あいな言葉に、愛あいは箸はしを止めて久美を盗み見た。

　彼女はかかってきた電話に出ると、始めから喧けん嘩か腰ごしで話を始めて、愛あいを含め、クラスのみんなをビクビクさせていたが、本人は露つゆとも気付いていない様子だった。

「なんでそんなとこに、光ひかる様さまを──あ!?　倉くら子この《教育》!?　ちょっと待て！　今夜はオレの方でやることがあるんだよ！……聞いてねーじゃねーよ！」

　どん、と久く美みが机を叩たたき、重じゆう箱ばこが跳はね上がって軽い音を立てた。

　中身はほとんど空である。食べ始めて一〇分も経たたない内に、そのほとんどを美み巳みが平らげてしまっていた。

　愛は、重箱の蓋ふたを借りてそこに自分の分ぶんを初めに取っておいてよかった、と思った。

　光の助言のおかげである。

　その彼は、愛の持ってきた御弁当を、丁ちよう度ど、半分ほど食べ終わったところだった。

「聞かなかったのはそっちだろ!?　こっちは、今夜を逃すと今度は、半月以上先になっちまうんだ！　競馬なんか今夜じゃなくたっていいだろ!?　駄だ目め!?　なんでだよ!?　《欲》は根源？　わけわかんねーよ!!」

　ふたたび、久美は机を叩いた。二度目は、一度目よりは、驚きは少ない。

「もー……」

　しょうがないなあ、という感じで美巳は久美を見たが、止めるつもりはないようだった。

　この二人の関係も、いまひとつよくわからない。

　仲は決して悪くないようなのだが、二人とも光を好きなんだとしたら、どうして仲良くできているのかは謎なぞだった。

　美巳は最下段の重箱のデザートに手を伸ばすと、ケーキを抓つまんでかじりついた。食べるというよりは、飲む、と言った方がぴったりとくる。手についたクリームを、健康そうな色をした舌で、べろりと嘗なめとる。

　それを見て、久美は眉まゆを顰ひそめて横を向くと、幾いく分ぶん、声を落とした。おかげで、内容まではよく聞こえなくなってしまったが、放課後、光をどこかへ──おそらくは『台だい場ば競けい馬ば場じよう』へ連れて行くつもりらしいこと、それと今夜、久美がなにかを企たくらんでいるらしいことはわかった。

　けれど、それに気付かれてはならなかった。

　こうして一緒にお昼を食べてもらえるのは、自分がただの恋のライバルだと思われているだけだから、という気がするからだ。

　もし、それだけではなくて、光の堕だ落らくを阻止しようとしていると知られたら、この二人だけでなく他ほかの五人を含めた全員が本性を現すかもしれない。

（そうなったら、なにをされるかわからないもん……）

　なにしろ、普通の女の子のふりをしていても、彼女たちは悪あく魔まの味方で、光を地じ獄ごくに突き落とそうとしているのだから、ただの女の子である自分一人くらい、どんな酷ひどいことだってできてしまうという気がする。

（気を付けるのよ、愛あい。もしばれたら、カクセーザイとか打たれて、箱に詰められて遠い国の大金持ちに売られちゃうかもしれないんだから！）

　カシューナッツを口に運びながら、愛は自分をそう戒いましめた。

　幼い頃ころにＴＶで、日本人の女の子は人気がある、とかいうインタビューを流しているのを観みて、当時は大変なショックを受けて、しばらくは両親の傍そばを離れられなかった記憶がある。

　あとでそれはヤラセだとわかったが、それでも、火のないところに煙は立たない、という諺ことわざを国語の授業で習った。ということは、まったくのでたらめ、というわけではないのかもしれないのだ。

（興味のないふりするのよ、愛）

　言い聞かせながら、耳だけは久く美みの声に傾けた。

　視線を感じて、ちらり、と見ると、美み巳みがこちらを見ていた。一瞬、その瞳ひとみに無機質な、なにかこっちを観察するような光ひかりを見たような気がしたが、彼女は目が合うとにっこりとして、ケーキを摑つかんで差しだしてくれた。

「食べる？」

「あ、ありがとう……」

　受けとり、しかし、まだおかずも残っているので、蓋ふたの脇わきに置いた。

「美お味いしいんですよ？」

　光ひかるがフォークを持ったまま、そんな風に言った。

「美巳さんが、自分で作ってるんです。あ、ケーキだけじゃないんですよ？　今日の御弁当も、それから朝ごはんとか夕食も、全部！」

　ごくん、と愛は口の中に残っていたカシューナッツを飲み込んだ。これだけのものを一人で全部！　美巳の特技は食べるだけではない、とわかって、愛は、しまった、と思った。

（ひょっとして、あたしの持ってきた御弁当を食べたのって、光君の好物の味を盗むためだったんじゃ……）

　だとしたら、あとの祭りだった。

　ふっくらとした顔で、美巳は、にこにこと微笑ほほえんでいる。

　もう、食べられてしまったのだ。これだけの料理を作れるなら、家庭の味を出すことなど、簡単なことだと思えた。

（だ、だけど、光君の好きなのは、これだけじゃないんだから……）

　愛は、必死に心の中でそう強がった。

　しかし、じゃあ他ほかに、いったいなにが光の好物であったか思い出そうとしても、なにも思い浮かばないことに、愛は驚いた。

　それだけではない。そもそも、光が食べていたのは、白しら鳥とりの家の味ではないのだ、ということに思い至っては、がっくりとこずにはいられなかった。

（あたし……駄だ目めじゃん……）

　なんで自分が、大天使アークエンジエルに選ばれたのかわからなくなる。それとも、やっぱりあれはただの妄もう想そう、幻覚、現実逃とう避ひで、悪あく魔まも天使も本当はいないのだろうか？

（…………）

　愛あいは天使の声を待ったが、なんの反応もなかった。いまこそ、そうじゃない本当のことだ、と言って欲しいのに。

（ううん！　そんなの甘えよ、愛！）

　愛は、無む理り矢や理り自分を奮ふるい立たせようと己おのれをそう叱咤しつたした。

　箸はしを持った手を握り締める。

（天使様に選ばれなかったら、あなたは、光ひかる君くんを放ほうっておいた？　そんなことないはずでしょ!?　あたしの大好きな光君を、おかしな風に変えようとするなら、それを阻止するのは恋する女の子の当然の義務よ！　おでぶな光君なんて──そ、それはそれで可愛かわいいかもしれないけど、駄目駄目！）

　ぶるぶると愛は首を振った。と──

「なんか面おも白しろいねぇ、愛ちゃんってぇ」

　美み巳みのそんな声に我に返ってみると、愛はいつの間まにやら立ち上がっていて、みんなの注目を浴びていた。顔が熱くなり、火を噴ふくのではないかと感じながら、慌あわてて腰を下ろして小さくなった。チラ、と顔をあげると光に微笑ほほえまれてしまい、さらに恥はずかしさが増した。

（は、恥かしい……）

　スカートの上で片方の拳こぶしをぎゅっと握り、誤ご魔ま化かすように箸を動かして、残っていた煮豆のようなものを食べたが、味はほとんどわからなかった。

「──ああ、わかったよ！　それでいいよ！」

　怒ったような声に目を向けると、久く美みが、電話を切って、携帯を乱暴に机の上に置くのが見えた。ちゃら、とストラップが音を立てる。

「獅しぃ子こちゃん、なんだってぇ？」

　のんびりとした声で美巳が訊きくと、久美はじろりと彼女を睨にらんだ。

「なんで獅ぃ子だってわかんだ？」

「そんなのわかるよぉ。久美ちゃんとあんな風に長話できるのって、あたしの他ほかには獅ぃ子ちゃんしかいないも～ん」

「んなことねぇよ」

　久美は頰ほお杖づえをついて、けっ、と言った。

　いま名前の出た、獅ぃ子とは誰だれだろう、と思った途と端たん、美巳が愛の方を向いた。

「獅ぃ子ちゃんはねぇ、とってもお金持ちなんだよ？　愛ちゃんはぁ、《ヴィーナス・グループ》って知ってる？」

「う、うん……」

　詳しくではないが、名前は聞いたことがあった。ＴＶでもよくＣＭが流れている会社だ。ハリウッドスターなども起用して、目立つＣＭを流している。

「獅しぃ子こちゃんはね、その《ヴィーナス・グループ》のお嬢じよう様さまでぇ、ちょーちょーお金持ちなんだよぉ？　すごいよねぇ！」

「おい！」

　久く美みが軽く机を叩たたいた。

「話逸そらしてんじゃねーよ！　いまはオレが獅ぃ子以外ともちゃんと話ができるってことを喋しやべってたんだろーが！」

「はいはーい……じゃあ、あたしと獅ぃ子ちゃんの他ほかに、誰だれとちゃんとお話できるの？」

「そりゃあ──」

　久美は指を折りながら数えようとして、一本も折れずに固まった。

「ほぉ～ら♪」

「う、うるせえな！　いいだろ、別に！　それより、あいつから伝言があんだよ！」

「なになに？」

　美み巳みが身を乗りだすのを、愛あいはなるべく興味がないようなふりをして見ていた。耳はしっかりと、久美の声に向かっていたけれども。

「放課後になったら、獅ぃ子が校門に車を回すってよ」

「車？　なんでぇ？」

「光ひかる様さまと一緒に乗って、あとは運転手に任せろってさ」

「ふぅん……」

　もっと突っ込んで訊きいて欲しかったが、美巳は獅ぃ子のことを信頼しているのか、どこに、とか、なんで、とかはそれ以上訊くつもりはないようだった。

　だったら自分が訊こうか、とも思ったが、それも違う気がして愛は堪こらえた。やはりここで下へ手たに警戒されたら、この先よくないような気がした。

「でも、いいのぉ？」

　美巳は首を傾かしげた。

「久美ちゃん、今夜は渋しぶ谷やでしょお？　大丈夫なのぉ？」

「まぁな……」

　久美は頭を搔かいた。

「大丈夫だろ？　台だい場ばの方は間に合うように切り上げるって言ってたからよ」

「渋谷でなにかあるんですか？」

　それを訊いたのが愛だったら、なんで手前てめえにそんなこといわなくちゃならねえんだよ、とか怒ど鳴なって、久美は答えなかったかもしれない。

　けれどそれは、光ひかるだった。

（光君、ナイス！　これって以い心しん伝でん心しん!?）

　まさに訊ききたかったことを訊いてくれて、愛あいは心の中で親指を彼に向かって立てた。

「えっと……試合だよ、光様……」

（試合？）

　愛は眉まゆを顰ひそめたが、光はなんのことかわかったのか、手を打った。

「あ！　キャットファイトですね？　前から、連れて行ってくれるって言ってましたよね？　今日だったんですか？」

「あー……うん」

　ちらちらと、久く美みがこちらを見ながら頷うなずく。

　キャットファイトとはなんだろう、と愛は団子を箸はしでつつきながら考えた。思いつくのは、猫同士を戦わせるとか、可愛かわいさを競うとか、そういうことだが、久美の反応を見ていると、それとはなんとなく違う気がした。

「と、とにかく、そういうことだから！」

　久美は、話を打ち切るように言った。

「光様、今日は掃除当番じゃないだろ？　委員会もないよな？」

「んー……白しら鳥とりさん？」

「ひゃい!?」

　まさか自分に振られるとは思っていなかった愛は、変な声で返事をしてしまった。

「今日、学級委員会ってありましたっけ？」

「え、えっと……あ、ううん、今日はないよ？」

「すいません、どうだったかわすれちゃって。ありがとうございます」

　丁てい寧ねいに、光は頭を下げる。

「い、いえ、こちらこそ……」

　つられて、愛も頭を下げてしまった。

「よし！　じゃあ、光様。今日はそういうことだからな！」

「はい」

　にっこりと微笑ほほえんで光はそう返事をすると、あ、と呟つぶやいて残っていた御弁当を食べ始めた。

　時計を見たのだ、とわかった。

　気が付けば、昼休みはあと一五分しか残っていない。

　愛も慌あわてて自分の分ぶんの料理を食べながら、どうしたら光たちに付いていけるか、そのことを必死に考え続けた。
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「あれ？　光ひかる様さま、どこ行くんだ？」

　教室を出かけた光は、足を止めると振り返ってにっこりと微笑ほほえんだ。

　するとやはり、久く美みは少しだけ身構えた。

　なにかおかしな顔をしているのだろうか、と光は思わなくもなく、休み時間にトイレの鏡を覗のぞいてみたりもしたのだが、特に変わったところはなかった。

「もう、車、来てるぜ？」

　言って、久美は親指で窓から見える正門を示してみせる。

「あ、うん。ちょっと、学級日誌を届けに行くだけだから」

「それって、日直の仕事じゃないのかよ？」

「そうだけど、ほら、今日は二人とも風か邪ぜで休みだったでしょ？　だからです」

　日直が休みの場合、その役目は学級委員が務めることになっているのだ。だから今日は、愛あいと交代で号令をかけたりもしていた。

　久美はしかし、それを聞くと息をついた。

「んなの、あいつにやらせろよ。あいつだって学級委員だろ？──おい、白しら鳥とり！　あれ？」

「愛なら、もう帰ったわよ？」

　掃除の準備をしていた一人の女生徒が、そう答える。

「帰った？」

「うん。なんか、すごく急いでたみたいだけど」

「んだよ、あいつ！　光様に仕事を押し付けやがって！」

　久美は軽く机の足を蹴けった。その音に、女生徒が首を竦すくめる。

「明日、会ったらぶっ飛ばしてやる！」

「だ、駄だ目めですよ、田た名な網あみさん」

　光は慌あわてて日誌を振った。

「白鳥さんは、ちゃんと僕に断って行ったし、僕の分ぶんも代わりに日誌を書いてくれたからいいんです」

「……光様がそう言うなら、いいけどよ……」

　久美は、なんだか怒り足りない、といった顔だった。

　とにかく、明日会ったらいきなり襲おそい掛かる、ということはこれでないだろう。久美は激げきしやすいが、話がわからない相手ではない。

「それじゃあ、行ってきますね？」

「一人で大丈夫なのか？」

「やだなあ、僕はそんな子供じゃありませんよ。先に、那な賀が花はなさんと車で待っててください」

「はぁ～い♪」

　ヌガーバーを手にした美み巳みが、大きく手を振る。

　隣で久く美みは、まだ、不満そうな顔をしていたが、光ひかるはそんな二人に手を振って、鞄かばんと日誌を手に教室を出た。部活に出る生徒、帰宅する生徒、それに掃除当番の生徒が入り交じって、廊下はかなり賑にぎやかだ。

　千ち代よ神がみ中ちゆう学がくでは、清掃のほとんどは業者が夜に行う。生徒がするのは教室だけで、これも本気で綺き麗れいにするというよりは、道徳の授業の一環、といった感じだった。

　なので、掃除は当番制で、当たった生徒以外は帰るか、部活に出るかだった。

　光は生徒たちの間を抜けて、職員室に向かった。

　日誌は、担任の来くる栖す先生に渡す。

　帰りのＨホームＲルームまで書きあがっていれば、そのときに渡せばいいのだが、今日はまだ先生を見ていなかった。

　朝はなにか用事があるとかでＨＲに来なかったし、午前中の授業も自習で、午後のＨＲは学年主任の芥あくた木ぎ先生が代わりに連絡事項などを伝えてくれた。

　そこで、芥木先生に渡そうとしたのだが、彼女は職員室には戻らないというので、光が置きに行くことになった、という次第だった。

「おい、神かみ代しろ！」

　本棟と特別棟を繫つなぐ渡り廊下をのんびりと歩いていると、後ろからそう声が聞こえて、光は立ち止まって振り返った。

「あ、赤あか坂さか君たち」

　それは、クラスメートの赤坂純じゆん一いちと小お倉ぐら健けん二じ、それに斎さい藤とう始はじめの三人だった。

　前はよく、休み時間になるとプロレス技わざをかけてきたりしたのだが、この頃ごろはそれもなくなって、それは少し嬉うれしかった。楽しくしなくちゃと思って平気な顔をしていたけれど、本当は痛い遊びはあまり好きじゃなかったのだと、この頃になってわかった。

　最近、三人はいつも一緒にいる。

　休み時間になると、いつも連れ立ってどこかに行ってしまうので、なにをしているのかは知らなかったけれども。

「な、どこ行くんだ？」

　ガクランのボタンの二つ目まで外して、ニヤニヤした微笑ほほえみを浮かべて、赤坂はゆっくりと近付いてきた。すぐ後ろから小倉が、少しはなれて斎藤が付いて来たが、斎藤だけは少しも笑っていなかった。どちらかというとつまらなさそうだ。

　光は手に持った日誌を掲げて見せた。

「職員室です」

「へえ。じゃあよ、それがすんだら掃除の方頼むわ」

　まるで、至し極ごく当たり前のように言われたので、光はなんのことだか最初、わからなかった。きょとんとしていると、赤坂は、哀れむような顔になった。

「だから掃除だよ。俺おれ、ちょっと今日は用事があるんだよな。だからさ、やっといてくれよ、掃除。頼むわ」

「ああ、そういうことですか」

　光ひかるはにっこりと微笑ほほえんだ。

「──やです」

　今度は、赤あか坂さかたちがきょとんとする番だった。

　だがそれは、光にしても同じだった。自分がなにを口走ったのかに気付いて、上げた日誌で自分のおでこを打ってしまうくらい驚いた。

「お、おい、おまえいま、なんて言った……？」

　赤坂の笑みは引き攣つっていた。ありえない、とその痙けい攣れん具合がいっている。

　しかしそれは、光もだった。

　なんでそんなことを言ったのか、さっぱりわからなかった。いつもなら二つ返事で引き受けている。困っている人を助けるのは、当たり前のことだからだ。

　自分がいま、寂しい思いをせずに暮らしていられるのも、玄げんさんや、両親に恩を受けたという人たちの娘さんたち、それに愛あいを初めとする友人が、色々と世話を焼いてくれるからだ。

「あ、あの、僕──」

　ごめんなさい、掃除、任せてください、と言おうとしたその声を、拍手が遮さえぎった。クラスメートの肩越しに、す、と生徒たちの間から現れたのは──

「田た名な網あみさん……那な賀が花はなさん……」

　だった。

　赤坂たちは、心なしか顔を青ざめさせて慌あわてた様子で振り返り、久く美みは手を止めると腕を組み、三人を目を眇すがめて見た。

「光様、よく言ったぜ！　それでいいんだよ。どうせこいつらには、用事なんかなにもねーんだからよ」

「な、なんで、ないってわかるんだよ？」

「じゃあ、どんな用があるってんだよ？」

　凄すごみのある低い声で返されると、赤坂は、う、と言葉を喉のどに詰まらせた。久美はさらに、指を突きつけたが、まるでそれが鋭い錐きりかなにかのように、三人は後あと退ずさった。

「もし、おまえの言うことが本当だったとしても、だ。光様が、おまえらの代わりに掃除をしてやらなくちゃならねえってことはねーよな？」

「が、学級委員だろ！」

「ははははっ！」

　久美は大声で笑うと、ほとんど一瞬で距離を詰め、赤坂の胸むな元もとを摑つかんで引き寄せた。背は久美の方が低いため、赤坂はしゃがむような格好になる。それなのに、明らかに威圧されているのは赤あか坂さかだった。小お倉ぐらもなにもできずに、成り行きを見ている。

「──学級委員だから、なんだってんだよ。学級委員は、てめえが便利に使っていいもんじゃねーだろ？　ああ？」

「う、うるせえっ！」

　怒ど鳴なると同時に、赤坂の足が蹴けり上げられた。が──

「ぎゃ！」

　悲鳴を上げたのは、彼の方だった。

　久く美みは難なく彼の足を避よけると、ふくらはぎの裏に手を当てて掃はらうようにして持ち上げ、ひっくり返したのだった。

　赤坂はまともに背中から落ちたようで、息を詰まらせて逆ぎやく海え老びに仰のけ反ぞっている。

（うわあ……痛そう……）

　光ひかるはそんな感想を抱いだいたが、しかし可哀かわい相そう、とはなぜか思わなかった。仕方ないよね、と思っただけで、そんな自分の考えにも驚いた──もうひとつ、久美がやりすぎだと思わなかったことも。

　そんな彼女は、手を伸ばして光の手から日誌を抜き取ると、それを赤坂の顔の上に落とした。

「……オレたち、急いでんだよな。それ、頼むわ。職員室に持っていってくれよ」

「ち、ちき、しょ……」

　まだ息が苦しいのか、まともな声になっていない。思わず、大丈夫、と尋たずねようとした唇くちびるに、ぴた、と拳こぶしが押し付けられた。

　久美だった。

　目が合うと、彼女は不敵な笑顔になって、ゆっくりと首を振った。情けは彼らのためにならない、と言っているような気がして、光も、その通りかもしれないと思った。

（そういえば、白しら鳥とりさんにも同じようなこと、前に言われたことがあったっけ……）

　今になって光は、それが胸に届いた気がした。

『神かみ代しろ君くんのしてることは、全然、あいつらのためにならないと思う……それって、優しいっていうのとは違うよ……きっと』

　あのときは、わからなかった。というよりも、困っている、という言葉を疑うということすら考えなかった。

（不思議だな……なんでだろう……）

　先刻、咄とつ嗟さに断ってしまったと気付いた瞬間に、怒ど濤とうのように湧わき上がって来た罪悪感のようなものを、いまはなにも感じなかった。

「さ、行こう、光様」

　光は手を摑つかまれて引かれるまま、歩きだした。

　ちらりと振り返ると、赤あか坂さかは顔の上に日誌を載のせたまま、まだ動けず、何事があったのかと遠巻きに見ていた生徒も、誰だれ一人駆け寄って助けようとするものはいなかった。

　なんとなく、その理由はわかった。係かかわり合いになりたくないのだ。

　だが、そんな赤坂の傍そばで、小お倉ぐらの背中に半分隠れるように立っている斎さい藤とう始はじめが、自分のことを暗い瞳ひとみで睨にらんでいる理由については、光ひかるは、さっぱりわからなかった。




（こ、このモノレールでいいんだよね……）

　何度も行き先を確認しながら、愛あいは一人自分が浮いていることを自覚していた。

　立っているのは、第二ゆりかもめの汐しお留どめ駅えきのホームである。

　光たちが放課後、台だい場ば競けい馬ば場じように行くつもりだと予測した愛は、車で行くという彼らの先回りをするために、ＨホームＲルームが終わると同時にこっそりと光に日誌を頼んで教室を飛びだし、その足で都営大おお江え戸ど線せん・四よつ谷や千ち代よ神がみ駅えきから地下鉄に乗り、汐留駅で降りて、モノレールに乗り換えるべく、列車の到着を待っているのだった。

　夕方ということもあって、ホームには人が多かったが、通勤帰りというのとは違っているように思えた。なにしろ、男率が高い。しかも、顔には皺しわが寄り、髪には白いものが目立つ、五〇代以上だと思える人たちばかり、と見えた。

　スーツ姿の人はまったくと言っていいほどおらず、皆、ラフな服装で手には新聞を持っていたが、一般紙と違ってやけにカラフルである。

　その中に、革の鞄かばんとスポーツバッグを抱えた女子中学生が一人で立っているのだから、浮いて当然だった。

　これが、もうひとつのホームであれば、少しも目立つものではなかった。向こうには女性の姿も多く、同じくらいの年齢の子もいる。そうした子たちが、自分のことを見て、ヒソヒソとなにかを言っているのも恥はずかしかった。

　ホームを間違ってると思われているのかもしれない。

　不安になって、愛はもう一度確認をした。

　行き先案内板にはやはり『お台場レース・トラック方面』と書かれている。

『お台場レース・トラック』は、東とう京きよう国こく際さい展てん示じ場じよう──ビッグサイトの東側を新たに埋め立てて造られた、複合公営ギャンブル施設で、お台場のカジノ構想が頓とん挫ざした代わりに造られたものだ。『競馬』『競輪』『競きよう艇てい』『オートレース』、それに新たに『ゴーカートレース』が加わった五種類の公営ギャンブルが楽しめる、という場所だった。

　そのためにわざわざ、新しん橋ばしと、汐留に停とまるだけで、あとはノンストップの、ゆりかもめの専用路線を増設し、施設内にはレストランやショッピングセンターも誘ゆう致ちして、多くの人々を呼び込もうと、都も力を入れていた。

（だけど、光君を競馬場なんかに連れて行って、なにをしようっていうんだろう……）

　愛あいは列車の到着時刻を確認しながら、そのことを考えた。

　──無論、ギャンブルをやらせるためだ。

　天使の声が頭の中に響いて、愛は微かすかに首を竦すくめた。大だい分ぶ慣れたとはいえ、いきなり頭の中に他人の声が聞こえるというのは、やはり驚く。

（天使様……なにかこう、これから話しますよー、みたいなお知らせはできないんですか……？）

　──慣れろ。

　愛は、返事ともとれるため息をついた。

　──なんだ？

（あ、いえ……なんでもないです。それより、ギャンブルですか？）

　──そうだ。おそらくは《強欲グリード》の《大罪》を犯させようというのだろう。ギャンブルはうってつけの方法だ。

（でも、子供はできないですよね？）

　煙草タバコや酒と同じで、公営ギャンブルも二は〇た歳ち以上、しかも学生は不可、と法律で決まっているはずだった。

　──そんなものは、いくらでも潜くぐり抜けられる。大人を一人連れて行けばいいだけの話だ。馬券の購入も、換金も、そのものにやらせればよい。

（あ、そっか……）

　確かに、光ひかるが買うことはない。それに、それぞれのレース場に入るだけなら、大人も子供も関係ないはずだった。オープン当初は、あらたなデート・スポットとして紹介されていたくらいだ。最近は、まったく取り上げられなくなっているけれども。

　──ギャンブルには、人を惑わす魔ま力りよくがある。人の心は弱い。働かずして財を増やせるのならば、誰だれもがそれを願ってしまうものだ。悪あく魔まの使徒は神かみ代しろ光にギャンブルを覚えさせることで、労働の喜びを奪い、欲に目覚めさせようと考えているに違いない。白しら鳥とり愛よ、おまえの愛で、これを阻止するのだ。

（もちろん、そのつもりですけど……）

　果たして、無事に見つかるのだろうか、と愛はそれが心配だった。なにしろ人が多いはずだ。ＴＶで見たことのある競馬中継の様子とかでは、観客席にいつも人が溢あふれていた。何万、というその中から、光たちを見つけだすのは簡単ではないだろう。

（天使様、手──）

　手伝ってくれますよね、と話し掛けようとしたとき、モノレールが入ってきて、愛の思考は一いつ旦たん、途切れた。

（う……）

　ホームに滑り込んできた列車は、とても混こんでいて、しかも高齢の男率が異様に高かった。女性もいないわけではなかったが、その場合でもやはり年齢は高めで、少なくとも中高生はいないと思えた。

　列車側とホーム側の、二重になっている扉が開いて、体を押し込むようにして中に乗り込んだ愛あいは、鼻をつく臭においに引き返したくなった。だが、そのときにはもう、後ろの客に押される形になって、戻ることはできなかった。

　扉が閉まり、モノレールはゆっくりと動きだした。

（く、臭くさい……）

　車内一杯に立ち込める臭いに、息が詰まった。

　公園の公衆トイレとか、男子がふざけておならをしたときの臭いなどとも違う。かといって、ホームレスが電車に乗ってきてその周りだけ空間ができる、といったそういう風ふ呂ろに何日も入っていない臭いとも違い、体育が終わったあとの更衣室の臭いとも違っていた。

　だが、臭い。

　愛は目に涙が滲にじむのがわかった。これがきっとオヤジ臭しゆう──加か齢れい臭しゆうというやつに違いなかった。父親は、年とし頃ごろの娘に嫌きらわれたくないからか、そうしたエチケットには気を使う方で、これまでは特に意識したこともなかったが、ＴＶでまで取り上げられる理由がわかった。

　なんともいえない、独特な臭気だった。

（ど、どうしよう……）

　発車してまだ数分しか経たっていないのに、気持ち悪さは限界に達しようとしていた。臭いが目に染みて、吐はきそうだった。この制服も、臭いが染み込んでしまって、きっともう着られない気がする。

　すぐに降りたかったが、このモノレールの次の停車駅は、終点の『お台だい場ばレース・トラック』だった。時間にして約二〇分、このままでいなくてはならないことに、愛は一四年の人生で初めて絶望を感じた。

（て、天使様……）

　一いち縷るの望みに賭かけて、愛はそう呼びかけた。

（この臭い、なんとかなりませんか……？）

　──ならんな。

　予想通りとはいえ、あまりにも突き放した冷たい言葉だった。光ひかるのためでなかったら、こんな天使の言うことなんか絶対聞かないのに、と思いながら、愛は鞄かばんを嚙かんだ。そうしていないと、本当に吐いてしまいそうだった。

　──聞こえているぞ？

　そうだった。天使は考えたことをそのまま読取れてしまうのだった。が、

（だから、なんですかっ）

　あまりの臭さに、愛は思わずそう返していた。やりきれなかった。このくらいのことをどうにもしてくれないくせに、要求ばっかりっ、と思ってしまうのをどうしようもなかった。

　だが、すぐに後悔した。

　確かに要求ばかりではあるが、これは自分のためでもあるのだ。光ひかるを地じ獄ごくに堕おとさない、という。それを忘れて、このくらいのことも耐たえられないで、天使に当たるのは……違う。それに、向こうは仲間が七人もいるが自分の味方はこの天使、ただ一人なのだ。

（あ、あのっ！）

　なるべく息を止めるようにしながら、愛あいは頭の中で呼びかけた。

　──…………。

　返事はなかった。やはり、怒ってしまったのだろうか？

（す、すいません！　あ、あんまり臭くって、つい……）

　──いや、気にすることはない。

　今度は返事があった。

　そう言ってもらえて、愛は、胸を撫なで下ろした。実際には鞄かばんを強く抱え込んで、そこに顔を押し当てていてできなかったが。

　──やはり、おまえにも影響が出ているようだな。

（え、影響……？）

　──そうだ。悪あく魔まの使徒の傍そばにいたために、おまえの魂たましいにも悪の影響が出ているのだ。怒りっぽくなっているのはそのためだろう。わたしはおまえを許そう。

（あ、ありがとうございます……）

　いまのはなんとなく、それとは関係がないように思えたが、愛は黙っていることにした。天使が納得しているならそのままにしておいた方がいい。

　──影響を受けているのは、おまえだけではないはずだ。《大罪》者が傍にいれば、人間には少なからず《罪シン》が染み込む。心当たりがあるだろう、おまえにも？　私はおまえの目を通して見ていたぞ。

　影響を受けたクラスメート……そう聞いて、思い出した顔が二つあった。

（赤あか坂さか君くんと、小お倉ぐら君くん？）

　──そうだ。

　あの二人が一番、影響を受けている。私の庇ひ護ご下かにあるおまえと、神かみ代しろ光のような純粋な存在は、ああした《罪人シナー》に付け狙ねらわれやすい。前と同じ人間だと考えない方がよい。

　そう言われると、確かにこのところ、あの二人は様子が変わったように思えた。授業にもあまり出ていないし、荒すさんだ雰ふん囲い気きがある。

（で、でも、赤坂君たちは、田た名な網あみさんたちと仲は悪いですよ？）

　──それは関係ない。あの二人は、単に《罪シン》に堕ちただけであって、連中とは無関係に《憤怒ラース》に囚とらわれているだけだ。悪魔の使徒というわけではない。おまえも気を付けることだ。部屋に戻ってくれば、私の力で浄じよう化かもできるが、おまえが《罪シン》に落ちたら、神かみ代しろ光ひかるを連中の魔ま手しゆから守れる者はいなくなり、この世は暗黒に包まれる。

（わ、わかってます……）

　そのために、こんな臭いところに閉じ込められていても我が慢まんしているのだ。

　鞄かばんに顔をうずめたまま、愛あいはなんとか乗客の間から窓を見た。ガラスの向こうを、鉄骨が流れていく。どうやらレインボーブリッジを通過中のようだった。光も、この上を走っているのだろうか？　都心で車を使うことなどまったくないため、愛には、光たちがどこをどう通ってくるのか、それはさっぱりわからなかった。

　だが、来る場所はわかっているのだから、その入り口で待ち構えていれば、きっと捕まえられるはずだった。

（……待っててね光君。ギャンブルなんかに、絶対にはまらせたりしな──）

　そのとき、お尻しりに広がった異様な感触に、愛は息を飲んだ。

　気のせいだと思いたかった。

　こんな混こんだ車内で、しかも停車駅は遥はるか遠くという状況で──痴ち漢かんなんて！

（ひっ！）

　だが、今度こそははっきりと感じた。誰だれかがスカートの上から、お尻を摑つかんでいる！　その上その手は、ゆっくりと強弱をつけて揉もみ始めた。

　全身に、鳥肌が立った。恐怖と、気持ち悪いのとで、さらに息が詰まった。

（て、て、ててて天使様っ！）

　──なんだ？

（ち、痴漢ですっ！）

　──……そうか。

（そうかじゃないですっ！　なんとかしてくださいっ！）

　愛は、必死に天使に助けを求めた。こんな、身動きもまったくできない状況で頼れるのは、彼かの御み使つかいしかいなかった。その間にも、痴漢の手は容よう赦しやなく、愛の柔らかい肉を強弱をつけて揉んだり、撫なでたりして、その動きは段々、大胆になって来ているように思えた。

（天使様っ！）

　──残念ながら、私にはなにもできん。まさに手も足も出ない、というやつだな。

（そんなオヤジギャグは聞きたくないですよっ！──ひいっ！）

　痴漢の手が、スカートを捲めくり上げようとしているのがわかって、愛は怖気おぞけだった。腕を下ろして払おうにも、鞄をしっかりと持っている手は前の人の背中に挟はさまれて、まったく動かすことができなかった。

　──うーむ……よし、足を使え。

（あ、足？）

　──そうだ。私の聖なる力をおまえの体を通して踵かかとに送り込んでみよう。痴漢はおまえの後ろにいるのだろう？

（た、多分そうで──ひいっ）

　スカートが捲めくられ、指が直接、太ふと腿ももに触れた。ガサガサして、太い指だった。

　──ならば、私の聖なる力の込められた踵かかとで、その痴ち漢かんを蹴けるがいい。一いつ蹴しゆうするごとに、相手の《欲望》は減じられ、おまえは救われるだろう。

（ほ、本当ですね!?）

　指は撫なで擦こするようにして上にあがってくる。まるであの、史上最悪の生物、ゴキブリが這はっているかのようだった。

　──信じるものは救われる。

　愛あいは信じた。

　昔から、鰯いわしの頭も信心から、溺おぼれるものは藁わらをも摑つかむ、といわれている、と授業で習ったばかりだった。いまの自分は、まさにその状況だった。

（えいっ！）

　愛は、触られている方の足の膝ひざから下を、思い切り後ろに向かって蹴り上げた。結構な勢いである。すると革かわ靴ぐつの硬い踵が、なにかに当たった感じがあった。

　びくっとしたように、指が震ふるえて腿から離れた。

　愛は安あん堵どして足を下ろしたが、またすぐに、スカートが持ち上げられるのがわかった。

（この……）

　怒りが、頭の中に広がった。もしかすると、これが《罪シン》に落ちることかとも思ったが、しかし、それを抑えることはできなかった。

　愛は、後ろに向かって、何度も何度も足を蹴り上げ、おそらくは痴漢野郎に、うっとか、ぐっとかのくぐもった悲鳴を延々と上げさせたのだった。




「糞くそ面おも白しろくねえ！」

　赤あか坂さかが、日誌を廊下に叩たたきつけ、それを何度も何度も踏みつけにするのを、少し離れたところから、始はじめは冷めた目で見ていた。

　自分と小お倉ぐらを除けば、その行為はもう、誰だれも見てはいない。他ほかに人がいないからだ。

　結局、赤坂が動けるようになるまでには三〇分以上かかり、小倉も背負ってまで運ぶという優しさはないらしく、ただ回復するのを待っている内に、掃除の時間も終わり、廊下には人の姿はなくなってしまったのだった。

「誰が日誌なんか届けてやるかよっ！　こんなもん捨ててやる！　そうだ、それがいいぜ！」

「そいつはよした方がいいんじゃね？」

　かったるそうに窓に寄りかかって小倉が言うと、赤坂は恐ろしい目つきで睨にらんだ。

「なんでだよ」

「だってよ、おまえが田た名な網あみに頼まれたんだろ？　もし持ってかなくて、神かみ代しろが先せん公こうに怒られたら、ぶっ飛ばされんじゃね？」

「だから今夜、あいつの弱みを握りに行くんじゃねーか！」

　赤あか坂さかは、怒ど鳴なりながらもう一度日誌を踏みつけた。黒い背表紙にはくっきりと、上うわ履ばきの足裏の跡が残った。

「そうすりゃあ、あんな女、怖くもなんともねー！」

　まるでそれが田た名な網あみの顔であるかのように、赤坂は日誌を踏みにじり、血走った目で始はじめのことを振り向いた。興奮のしすぎか、口の端に僅わずかに泡をこびりつかせている。

「おい、斎さい藤とう！　わかったんだろうな!!」

　始は頷うなずいた。

　なんのことかといえば、田名網久く美みが、キャットファイトを行っているという、その秘密の場所のことである。

　だが、本当はほとんどなにもわかっていないのも同じだった。

　情報をくれた久美の前の学校の生徒からのメールは、よく読んでみれば、それこそ、噂うわさとして聞いたことがあるだけのことで、渋しぶ谷やのどこか、ということしかわかってはいなかった。

　しかし、そんなことを言えば、死ぬほど殴なぐられると思った。今の赤坂は、ちょっと自分を見失っている感じがする。下へ手たなことは言いたくなかった。

「渋谷はそうなんだけど……道どう玄げん坂ざかの方じゃなくて、代だい官かん山やまの方らしいよ……」

「代官山ぁ!?」

「うん……繁はん華か街がいじゃなくて、あんまり人が来ないような場所らしいんだ……」

　それは、でまかせではなかった。

　そういう噂だ、ということを小お倉ぐらの友人は言っていたのである。ただそれ以上は、電話では聞きだすことはできなかった。

「このあたりだって……」

　始は、ポケットからプリントアウトした地図を取りだした。白黒のそれに、結構大きく、赤い丸をつけてある。この辺り、というだけのものだ。これはもちろん、噓うそだった。

「なんて店だよ」

「店じゃないんだってさ……普通の家みたいになってて、看板も出てないって」

「それでどうやって探すんだよ！」

「く、黒い鉄の扉だから、すぐにわかるって言ってた……」

「鉄の扉……」

　それっぽいと思ってもらえたのか、赤坂はそれを噓だとは決め付けなかった。噓だったのだが。すべてはこの場を乗り切るための方ほう便べんだった。あとは、実際に渋谷に行ってから考えるつもりだった。あそこは夜だろうと人も多い。はぐれたふりをして、逃げることもできるかもしれない。小倉に、その友人に問い合わされればおしまいだが、そんなことはしないだろう。

「で、どうすんだ、それ？」

　小お倉ぐらが、赤あか坂さかの足元を指して言った。

　赤坂は、そんな彼を生涯の敵であるかのような目で見て、足を除のけ、足跡のついた日誌を拾い上げた。

「持ってってやるよ！　これも含めて、あの女に一〇〇倍にして返してやる！」

　赤坂は、とても中学生とは思えないような恐ろしい笑みを、その顔に浮かべた。

　それを見て始はじめは、はたしてこれが本当に自分の知っていた赤坂純じゆん一いちなのだろうか、と思いながら、偽にせ物ものの地図をポケットに突っ込んで背中を丸め、体をどうしようもなく震ふるわせた。




「へー、ここが競馬場なんですね……」

　駐車するリムジンの窓から、巨大な複合施設を見上げて、光ひかるはそう感心した。イメージしていたものとはずいぶんと違って、大きなビルのようなものも併へい設せつされていて、印象は、明るい感じだった。

「ここは次世代の公営ギャンブル場として期待されていましたから」

　そう言ったのは、スーツ姿の倉くら子こだった。今朝会ったときと同じで、眼鏡めがねをかけ、長い髪をポニーテールにしている。膝ひざの上には極ごく薄うすのノートパソコンが置かれていて、彼女はそのディスプレイ部分を閉じると、車のドアが開かれるのを待った。

　赤せき兎とによって開かれたドアから、光たちは車を降りた。後ろに乗っていたのは光の他ほか、迎えに来てくれた獅しぃ子こ、久く美み、美み巳み、途中で拾った倉子の、全部で五人だった。羊よう子こと棕しゆ櫚ろ、それに巳み和わは先に来て待っているらしい。

　外は寒く、美巳はチョコレートを持ったまま、体を震わせた。久美は平気な顔で短い髪を搔かき上げている。その中にあって、赤兎は獅ぃ子を抱き上げると肩に乗せ、なにも言われずとも施設の入り口に向かって歩きだした。慌あわてて光たちも付いて行く。

「すごい人ですね」

　周りを見ながら、光は感かん嘆たんして言った。平日の夕方だというのに、とても混こみ合っている。

「なにか気がつきませんか、光様？」

「え？」

　わからず、振り返ると、倉子が眼鏡の向こうで微笑ほほえんでいた。その笑顔はとても大人びていて、とてもひとつしか年が上だとは思えなかった。

「男ばかりでしょう？」

「あ、そう言われてみれば……」

　教えられて、遅まきながら光はそのことに気が付いた。来ている人間の、ほとんどが男だった。しかも、年を取っている人が多い。スーツを着ている人は少なく、ほとんどの人はラフな感じの服装で、新聞を持っていた。

「都は初め、従来のレース場とは違って女性の集客を目指していました。イタリアンやフレンチのレストランを入れ、ファッションビルも併へい設せつし、ＣＭも派手に打ちました。初めの内こそ、若い女性客も物珍しさに訪れましたが、客きやく足あしはすぐに途と絶だえました」

「どうしてですか？」

「それはですね、光ひかる様さま。どんなに周りをデコレートしようとも、ギャンブルのメインの客層はいま光様が見ているような年齢の男性なのです。それを無視して若い女性客を呼び込もうとしても駄だ目めなのですよ。入っていたレストランもブティックも、半年を待たずに撤てつ退たいし、従来のレース場と同じ、定食屋や牛丼屋がならぶ場所になってしまいました。知っていますか？　第二ゆりかもめ線は、いまや『オヤジ線』と呼ばれているのですよ」

「へえ、そうなんですか。そういえば、なんか……不思議な臭においがしますね」

「光様、臭くさいって言えよ」

　笑いながら、久く美みがはっきりと言う。

「すげー臭いだよな。ま、女が集まればそれはそれで臭いけどよ」

「え、でも、皆さんと一緒にいても、全然そんなことないですよ？　とてもいい匂においで」

「そ、そりゃどうも……」

　久美はなにやら照れたように顔を赤くすると、視線を外して頭を搔かいた。

「さて──全員揃そろったようですね」

　打ち合わせをしていたかのように、久美が立ち止まると、先を行っていた獅しぃ子こも後ろを見ずに赤せき兎との足を止めた。

「おーい♪」

　聞き慣れた声がする。

　振り返ると、羊よう子こたちが手を振ってこっちへ来るのが見えた。

　女性をほとんど見かけない状況で、三人はとても目立っていた。

　特に羊子はこの寒空に、胸むな元もとが大きく開いたノースリーブを着て、その上に毛皮のコートを羽織るという格好で、辺りの注目を一身に浴びている。

「お待たせ～♪」

　蕩とろけるような声でそう言うと、羊子はいきなり抱きついて来て、光は焦った。抱きすくめられた、と言った方がいいかもしれない。目の前に深く柔らかい谷間があって、とてもいい匂いがした。

　誰だれも、止めたり引き剝はがしたりしてくれないので、光は羊子の胸の谷間でなんとか首を捻ひねって、息を確保した。すると、開けた視界の先には、少女たちの姿があったが、どの顔も微妙に不愉快そうだった。嫌だけど仕方がない、といった様子に思える。

「少しは、顔を隠すとかしたらどうですの？」

　大男の肩の上から見下ろして、獅しぃ子こは言った。羊よう子このことだろう。彼女は一応、ＴＶにも出ている現役のグラビアアイドルなのだ。

「あたし、サングラスとかって好きじゃないの～。ほら～、鼻に跡が残るでしょ～？」

「騒ぎになったら面倒だから言っているのですわ。──倉くら子こ、とっととＶＩＰ席に移動いたしましょう。当然、確保しているのでしょう？」

「いいえ」

　それを聞くと、獅ぃ子の眉まゆが吊つり上がった。

「それはどういうことですの!?　用意しておくのが当たり前ではなくて!?」

　苛いら立だたしげに手の中で鞭むちを鳴らしたが、倉子は動じずに中指で眼鏡めがねを持ち上げた。

「あんな場所で観戦しても、意味はありません。観客席で、多くの敗者の絶望と、一部の勝者の喜び、そして勝者だけが受けることができる、敗者の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り混じった視線を体感せずして、なんのためにわざわざレース場に来る必要があります？」

「すぐに換かん金きんできるからだろ？」

　久く美みが言う。

「ええ、確かにそれもあります。けれど、周囲の雰ふん囲い気きに飲まれてこそのギャンブルです。賢かしこいやり方ではありませんが、初めての場合はそれでいいのです」

　倉子は持っていたバッグの中から普通のとは違って、紙質がもっと白く、カラフルな色使いの新聞を取りだし、全員に配った。

「これは……？」

「それが、競馬新聞です。今日のここでの全レースの出しゆつ走そう馬ばのデータや予想などが載のっていますから、あとは馬の様子を見たりして、レースで勝ちそうな馬を選んで馬券を買います。皆さんは、競馬をしたことは？」

　全員が首を振った。年齢を考えれば、当たり前といえば当たり前だった。

「なるほど、わかりました。──馬券とは、勝かち馬うま投票権のことです。簡単に言えば、勝ちそうだと思う馬にお金を投資して、勝った場合、投票が締め切られた時点でのその券のオッズをかけたお金が戻ってくるのです」

「オッズ？」

　美み巳みが首を傾かしげる。

「概がい算さん払い戻し率──予想配当率のことです。つまり、一〇〇円の券を買い、その馬が勝った場合に何倍になって戻ってくるのか、というその目安です。たくさんの人が投票すれば、その馬の配当率は低くなり、少なければ高くなる。ただし、配当率の高い馬は、すなわち人気がないということですから、勝てない可能性は高い。ハイリスク・ハイリターン……だからこそ、面おも白しろいのですが」

「じゃあ、新聞のこの○とか△とかの記号はなんだ？」

　と今度は久く美みが訊きく。

「それは、その新聞独自の、勝ちそうな馬の予想です。さて、競馬や競輪が宝くじ──例たとえばその場で結果のわかるスクラッチくじなどと違うところは、自分で選べるというところです。馬、及び騎手の過去の戦績、天候、馬体、馬ば場ばの状況……そうしたものを見て、自分で総合的に判断する楽しさは、宝くじにはありません」

「でも……」

　光ひかるは、せっかく楽しんでいる人がいるのに、悪いとは思いつつ言った。

「ギャンブルなんですよね……？」

「光様。ギャンブルがネガティブなイメージを持たれているのは確かですが、何事も節せつ度どを持ってやればいいのですよ。それができない人間は、初めからギャンブルに手を出してはいけないのです。昔から言うではありませんか。酒は百ひやく薬やくの長ちよう、と。しかし過ごせば、体を壊す原因にもなります。それだけのことですよ」

　倉くら子こは、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「そもそも、競馬や競輪も公営なのですよ？　ここは都がやっているのです。役所がそんな悪いことを税金でやると思いますか」

「やるんじゃ──痛っ！」

　なにか言いかけた久美が、頭上から鞭むちの一撃を喰くらって怖い顔で振り仰あおいだが、獅しぃ子この顔を見ると微かすかに喉のどの奥で唸うなって黙った。

　倉子は続けた。

「ここは合法的なギャンブル場です。カジノとは違いますけれど、あれはさらにハイリスク・ハイリターン。それに比べれば、ここは大人の遊技場ですよ」

　そうなのだろうか。

　だが、そうだとしても、大きな問題がひとつある。

「だけど、僕たちはまだ、大人じゃないですよね……」

「確かに」

　倉子は否定しなかった。

「二は〇た歳ち未満の人間、及び、学生は投票券を買えないことになっています。だから、買いません。買うのは──」

　ちらりと彼女が見たのは、獅ぃ子の腰掛けている大男、赤せき兎とだった。

「──彼に頼みます。といっても、いまは自動販売機でも馬券を買えますから、あまり意味がないといえば意味がないですが、さすがにわたしたちでは見み咎とがめられるかもしれません」

「じゃあ、やっぱり悪いことなんじゃ──」

　光がそう言うと、倉子は首を振った。

「いいんですよ、自分のお金なら。二は〇た歳ちを超えても学生が券を買えないのはなぜだと思いますか？　それは、学生というのは扶ふ養ようされている身分である、という考えに基づいているからだと、わたしは思っています。でなければ、片方では許されているのに、もう片方で禁じられている、といったグレーゾーンが法律で存在するのはおかしな話です」

「でも、僕は……稼かせいでいません」

「いいえ、光ひかる様さま。そんなことはありません。これを──」

　倉くら子こはノートパソコンを開くと、画面を光に向けた。

「これは、光様の口座のあるネットバンクの残ざん高だか照しよう会かい画面です。確かめてみてください」

「うん……」

　言われるままに、光は暗証番号を打ち込み、指し紋もん照会を行った。

　数秒後、画面は切り替わり、取り引き履り歴れきが現れた。

「ここです」

　そう言って倉子が指した取り引きを見て、光は、あ、と声を上げた。入金がある。金額は五万円。振り込んだのは玄げんだった。項目は『管理委い託たく代だい金きん』となっている。

「これは、光様の正当な報ほう酬しゆうです。これをどう使おうが、光様の自由。……とはいえ、最初から高額を賭かけても負けてしまったら楽しくありません。一〇〇円からでいいんですよ」

「一〇〇円で？」

「はい。たった一〇〇円でも、券を買うのと買わないのでは、レースの面おも白しろさがまったく違います。いいですか光様。勝かち馬うま投票権とは、その馬と騎き手しゆを応援している、勝つと信じている、と態度で表すことなのです。お金を増やすことだけではなく、そういう楽しみ方ができるのがレースギャンブルです。だから、新聞の予想など気にせずに、姿や名前で気にいった馬に賭けるという楽しみ方もありなのです。頑がん張ばれ、という気持ちを形にするのが馬券です」

　そう言われると、光はなんだか楽しい気持ちになってきた。応援を、口だけではなく形で示す──行動で示すというのは、大切なことだと思う。それに、一〇〇円なら気軽に買える。募金するような気持ちで出すことができる。

　光は、新聞を見た。

　数字が並び、色々なことが書いてある。無論、どういう意味なのかはほとんどわからなかった。記号の方はなんとなくわかる。◎が一番人気があって、×は勝てそうもない、という馬なのだろう。

　けれど光は、勝てそうだからという理由で、馬券を買うつもりはなかった。

　応援をしたくなるような馬、その馬に対して気持ちを形で示すためなら、馬券を買うのもありだと思った。

「あ、これ……」

　光は一頭の馬を指した。あまり速そうではないが、短い紹介文に惹ひかれた。

「えーと──現在一〇連敗中、引退の花道を飾れるか？　これがいいのか、光ひかる様さま？」

　覗のぞき込んで言った久く美みに、光は頷うなずいた。

「応援したくなりますよね」

「光様らしいっていえばらしいけど……勝てそうもないよなあ」

「いいんですよ」

　微笑ほほえんで、光は財布から一〇〇円を出して赤せき兎とに差しだした。

「この馬をお願いします」

　こふーと息を漏もらし、赤兎はちらりと獅しぃ子こを見て、彼女が頷うなずくとそれを受け取った。

　倉くら子こはマークカードに光の希望を書き込むと、他ほかの少女たちの希望も聞いてそれに加え、それぞれからお金を集めて、カードと共に赤兎に渡した。

「頼みます」

　赤兎は頷くと、獅ぃ子を肩に乗せたまま券売機の方へと向かった。ぎょっとしたように、周囲の人が避よけていく。

　倉子は腕時計をちらりと見た。

「次のレースの締め切りには間に合いましたね。彼女たちが戻ってきたら、観客席の方へ行きましょう」

　頷き、改めて光は周囲を見回した。

　なんとも不思議な雰ふん囲い気きがある。いろんな人がいる。シートを敷いて小物を売っている人もいれば、募金活動をしている人までいる。けれど確かに、ここに若い女の子を呼ぶというのは無理があるような気がした。これだけ客層が違うと、無理に交ぜれば、それはどちらにとっても不幸な結果しか生まないような気がした。

（なんでも女の人を呼べばいいってもんじゃないんだろうな……）

　それを思った。

　さほどは待たず、獅ぃ子は戻ってきた。無言で赤兎から馬券が差しだされる。光は自分の選んだ馬の馬券を受け取ると、それをしげしげと眺めた。

「光様の馬券は、単賞です」

　倉子がそう説明をしてくれた。

「もし、その馬が一着になれば、一〇〇円が一万二〇〇〇円になります」

「そんなに!?」

「はい。人気のない馬ですから」

　びっくりした。

　そんな上う手まい話はないだろうが、もしも、と考えるのは楽しかった。

「では、移動しましょう。しばらくすれば出走です」

　そう言って踵きびすを返した倉子のあとをついて、光たちは観戦席に出た。

　外の空気は冷えていて、少し風もあった。けれどそのおかげで、息の詰まるような臭においは吹き払われていて、それはありがたかった。

　光ひかるたちは、ゴールの近くの席に向かったが、そこはかなり混こんでいた。結果をこの目で確かめられる場所だからだろう。とても座れそうもない。しかし、一番いい場所に陣取っていた男たちが、倉くら子こに気付くとその場所を守りながら空けてくれた。

「ごくろうさま」

　倉子がそう声をかけると、男たちは一礼して去って行った。

「いまのは……？」

「わたしが席取りを頼んでおいたのです。──さあ、これを。すぐですよ」

　彼女が双そう眼がん鏡きようを差しだし、光はそれを受け取ってスタート地点に向けて覗のぞいた。大きな柵さくのような中に、騎き手しゆの乗った馬が入っていく。後ろで柵が閉じられ、スタッフが離れる。意外なほど観客席は静かだった。

　晴れ上がった冬の空に、ファンファーレが鳴り渡った。

　ダン、という音と共に柵が開いて一いつ斉せいに馬が飛びだし、途と端たん、揺れるような歓声が周囲から嵐のように沸わき起こった。

　その騒ぎに驚きながらも、光は自分が買った馬券の馬を探した。番号は一三。馬群の中ほどに、光はその馬を見つけた。黒くろ鹿か毛げで、覆ふく面めんの色は赤い。

　まだ、あまり動きはない。光は静かにレースの行方ゆくえを見守った。順位にほとんど変動はなく、固まったまま馬群は突き進んでくる。やがて、何頭かがこぼれたが、その中に一三番の馬は入ってはいなかった。

「じきに四コーナーですよ。これからです」

　倉子の声が、そう耳を打つ。微かすかな興奮が感じられた。

　光は双眼鏡から目を離した。もう、肉眼でも十分にわかる。周囲の観客たちも急激に感情を昂たかぶらせていく。

「ここからの直線が、勝負です」

　光は固かた唾ずを飲んだ。胸がざわついて、なんだか体が熱くなるのを感じた。

（頑がん張ばれ）

　声には出さず、光は応援した。

　鞭むちが入る！

　最後の叩たたき合いが始まった。騎手たちは、ある者は鞭を振るい、ある者は手た綱づなで馬首を押すようにする。

（あっ！）

　光は息を飲んだ。

　一三番が内側から、馬群を割るようにして伸びてきたのだ！

　怒ど濤とうのような歓声が周囲で上がり、その中に一気に飲み込まれる。万馬券だ！　という悲鳴のような声が起こった。万馬券が来るぞ！

　それが、自分の握り締めている券だとわかって、光ひかるは興奮した。

　一〇〇円が、一万二〇〇〇円！

　その事実は単純に嬉うれしく、光は知らず、声を上げ、さらに立ち上がって応援をしていた。

「頑がん張ばれ！」

　一人ではない。

　周りの観客全員が立ち上がって、自分が買った馬券の馬に声援を送っていた。観客席がその声に地震のように揺ゆれる！　応こたえるように、一三番がぐんぐんと伸びてくる！　そして──

「やった！」

　赤い覆ふく面めんを流星のように走らせて、黒くろ鹿か毛げはゲートの前を通過した。続けて他ほかの馬も雪崩なだれのようにゴールする。一三番が一着なのは、明らかだった。

　歓声と悲鳴が同時に上がり、馬場の空気を揺らした。

　電光掲けい示じ板ばんに赤いランプが点ともり、『確定』の文字と共に、一着の部分に一三の番号が映しだされ、外れ馬券が宙に舞った。

　その瞬間、光の頭は喜びで真っ白になった。




（光君！）

　なにかのアニメのように髪の毛が逆立っていく光を見て、愛あいは全身に鳥肌が立つのを感じながら、スポーツバッグの中で《キューピッドの弓矢》を強く握り締めた。

　光たちよりも高い座席の間から、レースの前から愛はずっと光たちを見ていた。

　間まに合ったのである。

　彼らよりも早く競技場についたとわかったのは、モノレールを降りてダッシュで競技場まで来て、そこで、駐車場から光たちが歩いてくるのを見たときだった。

　なにしろラバーマスクの大男は目立つので、すぐにわかる。

　けれど、ここでは自分もまた、同じくらい目立つことにすぐに気付いて、愛はなるべく姿を隠しながら、彼らがなにをするかを見ていた。

　車から降りてきたのは六人。

　残る三人と競技場で合流して、大男を入れた九人で集まってなにかを話しているのもわかったが、内容まではわからなかった。

　しかし、大男が肩の上の少女と共に光たちの下を離れると、頭の中で天使の声が聞こえた。

　──やはり神かみ代しろ光に《強欲グリード》の味を覚えさせるつもりだ。

（やっぱりですか……）

　──そうだ。持ち前の強運によって、神代光はなにに賭かけても必ず勝利を収めるだろう。その喜びが、彼き奴やつの《罪シン》を呼び起こすはずだ。《欲》はすべての《罪シン》に繫つながる。

　天使はそう言った。

　けれども、いきなり出て行って、賭かけ事をするのはよくない、と諭さとしても駄だ目めだった。どうしてここにいるのかを逆に問い詰められたら、答えようがない。

　痴ち漢かん行為に耐たえてここまで来たのに、焦って出て行って、光ひかるにストーカーだと思われたら、それこそ今後、天使の望む、契ちぎるとかなんとかいう話も無理になる、そう天使に話し、とりあえず見張ることにしたのだが──

　──堕だ落らくが始まるぞ！

　天使の声が、頭の中に大きく響いた。

　──矢を放はなて、白しら鳥とり愛あい！　浄じよう化かするのだ！

（は、はい！）

　愛はバッグの中から《キューピッドの弓矢》を取りだすと、水平に構えて矢を番つがえ、弦つるを引き絞った。周囲の人たちが、ぎょっとした顔になる。

　けれど構わなかった。

　光の周囲では、周りにいる人が異常なまでに感情を爆発させている。それが、堕落していく光の影響であることは、疑いようがなかった。そしてそれは円状に広がっていく。

　愛は、迫り来るその見えない波に向かって、矢を放った！




　髪の毛が逆立ち、顔立ちから幼さが吹き飛んでいく様子を見ながら、獅しぃ子こは胸が躍おどった。

　正直、たった一レースで、ここまでの効果を期待してはいなかったのだ。

　週に二回くらい通えば、その内に、ギャンブルにはまってくれるかもしれない、という長期戦を覚悟していた。だが──

（こっちも万馬券ですわ！）

　我を失っていく観客たちを見下ろしながら、これは思った以上に早く完全に堕落させることができるかもしれない、と期待が膨ふくらんだ。

　光が地じ獄ごくに堕おち、再び悪魔神として悪魔王たちの上に君くん臨りんすれば、そのとき、世界はハルマゲドンの炎に包まれる。

　その日が、とても楽しみだった。

（さあ、庶民たち！　おまえたちも《罪シン》に目覚め、欲望のままに生きなさい！）

　獅ぃ子は赤せき兎との肩の上で笑った。それは嘲ちよう笑しようと言ってよかった。彼らが《大罪》を犯したとしても、ただ地獄に堕ちるだけだ。堕落はしない。そもそも、堕ちるほど心が高みにないのだから、地獄の糧かてになるしかない。それを獅ぃ子は哀れに思い、笑った。

　光の《罪シン》は、波紋のように広がっていった。

　観客が次々と飲まれていく。

　この競技場すべてを飲み込むのに、さほど時間はかからないと思われた。が──

（なんですのっ!?）

　突とつ如じよ《罪シン》の外がい縁えん部ぶで、光ひかりの爆発が起こった。

　なにが起きたのか、と振り返ったときには、その輝きは、空気を震ふるわせて賛美歌のような音を奏でながら、一気に《罪シン》を押し返してきた。

「う」

　光が体を通り抜けていき、獅しぃ子こは強い吐はき気けに見舞われた。怖気おぞけ立だつ、とはこのことだ。全身の毛が逆立った気がする。そしてそれは獅ぃ子だけではなく、他ほかの六人の地獄の使徒たちも同じ様子だった。

　だが、他の周りにいた人々は、気持ちが悪いどころか、どこか恍こう惚こつとした表情になって、その場にしゃがみ込んだり、座り込んだりして、表情もなにもかも弛し緩かんさせていた。

（光ひかる様さまはっ!?）

　獅ぃ子が振り返ったとき、逆回転のフィルムのように戻ってきた波が、光に集束した。逆立った髪がさらに立ち、天に向かってなにかが光の頭から吹き上がった。

　熱風のようなものを、獅ぃ子は感じた。

　そしてそれが収まると、光からはまたしても《罪シン》の気配が消えていた。

（なぜですの!?）

　理由がわからなかった。今度こそ、上う手まくいったと思ったのに。やはり、ただの一度では《堕落ダウンフオール》させるには《罪シン》が浅かったのだろうか。

　すると、光はふらふらと、まるで獅ぃ子たちがそこにいることを忘れてしまったかのように歩きだした。気持ち悪くなって動けない《罪人シナー》たちと観客たちの間を抜けていく。

「光様！」

　獅ぃ子は鞭むちを鳴らした。赤せき兎とが人々を跨またぎ越えて追う。だが、速い！　他の少女たちもようやく気付いたのか、後から追いかけてくるのがわかった。

　光は、まっすぐに進んでいく。

　その先には、箱を胸に抱えた一人の女性が立っていた。

　彼はその女性の前で立ち止まると、手にしていた万馬券を静かに見つめ、そうして、それを募金箱の中へ滑すべり落とした。

（なんてことを！）

　獅ぃ子は痛む頭を押さえながら、愕がく然ぜんとした。

　だが、そんなことには気付かずに、光は女性に向かってこう言い添えた。

「万馬券っていうみたいです。一〇〇円しか買わなかったけど、換かん金きんすれば一万二〇〇〇円になりますから、どうぞ役立ててください」

「あ、ありがとうございます……」

　戸と惑まどったように女性が答え、獅しぃ子この気持ちを感じてか、赤せき兎とは足を止めた。すぐ後ろで、倉くら子こたちも立ち止まり、気持ち悪そうな声を漏もらした。と──

「あ、皆さん」

　いつもの優し気げな顔で振り返り、光ひかるは獅ぃ子たちに向かってにっこりと微笑ほほえんだ。




「あっ！」

　光が微笑んだ瞬間、眩まばゆい輝きが彼の顔から迸ほとばしったように、愛あいには思えた。

　するとどうだ。

　彼を追いかけた七人の少女たちの服が凄すさまじい熱風を受けたかのように燃え上がり、ぼろぼろと崩れ始めたではないか！
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「赤兎！」

　肩に乗った少女があらわになっていく薄い胸を隠しながらそう叫ぶと、大男はどこにしまっていたのか、懐ふところから真っ黒なマントらしきものを出すと、素早く、裸になっていく少女たちにかけてその肌を隠した。

　だが炎は消えたわけではなく、マントの下で、下着が落ちて足元で燃え上がった。

　周囲で、男たちの歓声のような声が上がる。

　光は相変わらずきょとんとして、なにが起きているのかわからない様子だった。

「なにをしてるんだ！」

　さすがに騒ぎを聞きつけてか、あちこちから警備員が出てくるのを、愛あいは物陰から見た。

　少女たちは素早かった。

　肩の上の少女が鞭むちを鳴らすと、大男は光ひかるを横に抱えて走りだし、少女たちも六つの黒い鳥のようにそのあとに続いた。

　警備員たちは当然、事情を聞くつもりだったのだろう、彼女たちを追いかけたが、振り返った大男を見ると、立ち止まり、はっきりと怖おじ気けづいた。

　その隙すきに、少女たちはリムジンに乗り込み、六人が乗車すると、大男は体格に似合わぬ素早さで、サンルーフから少女と光を中に投げ込み、自分は器用に運転席に乗り込んで、大型の黒塗りのその車を急発進させた。

　それ以上、警備員たちは追いかけようとはしなかった。

　彼らは警察ではない。

　一応、無線を使ってなにか報告をしたようだったが、車やバイクを使ってまで、追いかけるものはいなかった。

（……《堕落ダウンフオール》するの、防げたのかな……？）

　的中したらしい馬券を惜しげもなく寄付してしまった行為も、少女たちの服がぼろぼろに崩れたのも、光が元に戻った証あかしではあるが。

　──案ずるな。

　天使の声が、頭の中に響いた。

　──今回は《堕落ダウンフオール》には至らなかった。だが気を抜くな、白しら鳥とり愛。連中は今こ宵よい、次なる一手を仕掛けようとしているのだろう？

　そうだった。

　彼女たちは屋敷に帰ったわけではない。今夜は久く美みの試合がある、と昼休みに彼女たちは言っていたのだから。

　キャットファイトがどんなものかは知らないが、ただ光を楽しませるために、それを見せるとは思えなかった。

　きっと《堕落ダウンフオール》に関係している。

　ぐずぐずしてはいられなかった。愛は、見み咎とがめられて、おかしなとばっちりを受けないように、こそこそとその場をあとにし、モノレールの駅に向かった。

　目指すは──混こん沌とんの街、渋しぶ谷や。
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（って、来たはいいけれど……）

　ハチ公こう前の広場で、愛あいは弱り果ててしまった。渋しぶ谷やとは聞いていたが、久く美みが試合を行うというその場所が、まったくわからなかったのだ。

　一応、情報誌を立ち読みして、スポーツの項目を端から端まで見たが、キャットファイトなどという項目はなかった。

　そこで、携帯の検索サイトで調べると、五万件以上ヒットして、ありすぎてわからず、しかも、愛の携帯からはアクセス制限がかかっているようなサイトばかりであったので、内容は見なくてもわかった。

（エッチなサイトってことだよね……だけど、そんなのに田た名な網あみさんは出てるっていうこと？）

　制限のかかっていないサイトで調べてわかったのは、キャットファイトというのは、一種の女子プロレスのようなものらしい、ということだけだった。

　ただ、格かく闘とうのプロが行う試合、というよりは、普通の女の子が喧けん嘩かするのに近く、服を破られたり、泥まみれになったりするものもあるらしい。

（よくわかんない……）

　交番の方をちらちらと見ながら、愛は、それのなにが楽しいんだろう、と不思議に思った。

　自分なら、喧嘩なんか見たくもない。ルールのあるボクシングや、柔道といった試合、それにアメリカのプロレスなんかは舞台芝しば居いのようで楽しいが、本物の喧嘩は口喧嘩も嫌だ。

（あ、でも、喧嘩みたいな試合なのか……）

　それなら、安心して観みていられるかもしれない。

　けれど、交番に行って場所を訊きくのは、やはり躊躇ためらわれた。

　情報誌に載っていないようなことまで、警察が知っているとは思えない。

　建物の名前がわかっていれば、そこまでの道順を訊けばいいが、それもわからないのではお手上げだった。

（天使様は役に立たないし……）

　──悪かったな。

　心しん外がいな、といった感じの声がしたが、事実なので無視した。

　天使は愛の体を通して物を見、聞いているために、いま愛が感じている以上の情報は、摑つかむことができない。

　ただし、愛の意識とは別の意識で見ているために、情報として入ってはいるが認識してはいない部分に気付く、ということはあった。

　そしてそれは、この場所で、まさに発揮された。

　──おい。

　頭の中に響く声にもいい加減に慣れて、平静を装うくらいはできるようになっていた。でなければ、ありえない声が聞こえる変な人に見られてしまう。

　──これは偶然か？

（なんですか？）

　──おまえのクラスメートがいる。例の二人と、それにもう一人。

（例の？）

　──ハチ公こうのすぐ脇わきだ。

　言われるままに、愛あいは視線を滑すべらせた。

（あ……）

　天使の言ったのが誰だれのことだか、すぐにわかった。

　像の傍そばのベンチに、中学生にしては荒すさんだ印象があって、周りの人間も少し距離を置いているのがわかる二人組がいる。

（赤あか坂さか君くん、それに小お倉ぐら君くんも……あ、斎さい藤とう君くんまで？）

　二人からは少し離れた場所に、小太りの体がダウンジャケットによってさらに膨ふくらんで見える男子がいて、それは斎藤始はじめに間違いなかった。

　赤坂が振り返ってなにか言うと、斎藤は媚こびるような笑みを浮かべて傍に行き、背中を丸めて卑ひ屈くつな笑顔になった。

　赤坂が彼を軽く小突き、すると、それを小倉が窘たしなめたように見えた。

　──小太りのクラスメート……斎藤始とかいうのか？　どうやらあの者が、我らを救ってくれそうだぞ。

（どういう意味ですか？）

　──あの連中、田た名な網あみ久く美みのキャットファイトの会場を知っているらしい。

（天使様、赤坂君たちの話、聞こえるんですか？）

　──いや。だが、唇くちびるの動きは読める。既すでに日本語の唇の動きは覚えた。赤坂純じゆん一いちと小倉健けん二じは、これから斎藤始に案内させて、そこへ行くようだ。

（けど、なんのために……）

　──赤坂純一は『思い知らせてやる』、『これをネタに脅おどせば』などと言っているな。

（田名網さんにやられたのを逆さか恨うらみして、キャットファイトしてる証拠を摑つかんで、脅かそうとしてるんだ……信じられない……）

　──恐るべきは《大罪》の影響力、というところだな。心弱き者は《罪シン》に、ああも容た易やすく囚とらわれる。

　斎藤はセンター街がいとは逆の、南口のターミナルの方を指差して、先に立つ形で歩きだした。

　──追うのだ、白しら鳥とり愛。

　いちいち言われなくても、そのつもりだった。他ほかに手がかりもない。

　気付かれないように、一人制服姿の愛は、夜の渋しぶ谷やを、三人のあとをそっと尾つけ始めた。




　その店は、渋しぶ谷や駅えきからさほど離れてはいないのに閑かん静せいな住宅街が広がる、その只ただ中なかにあったが、外からは誰だれもそこがなにかの店だとは思わない造りをしていた。

　看板もなにもない。

　ただ黒い鉄の扉があって、小さな覗のぞき窓がついているだけだ。

　ぱっと見ただけなら、警備の厳重なビルタイプの高級住宅、と見えなくもない。入り口の上に取り付けられた監かん視しカメラの威い圧あつ的てきなレンズも、作動中であることを表す赤ランプも、この辺りでは珍しいものではないと、光ひかるには思えた。

　光の家にも付いていたし、ゆっくりと進む車の中から、同じようなものを幾いくつも見た。

　建ち並ぶ家は、一軒家なら『屋敷』と言った方がいいくらい大きなものが多い。一つ前の角では、新しいマンションのための工事が始まろうとしているようだった。

「へ～、渋谷にこんなとこがあるんだね～」

　窮きゆう屈くつなリムジンの窓から顔を覗のぞかせてそう言ったのは、羊よう子こである。

「わ～すご～い。高級外車がたくさん並んでる～」

「あなたはセンター街の方にしか行ったことがないからご存じなかったのでしょうけど、渋谷といえば本来は、セレブリティのための大人の街だったんですのよ？」

　まるでその頃ころを知っているかのように獅しぃ子こは言ったが、すぐに眉まゆを顰ひそめた。

「だからこそ、このような場所に、このようなお店があることが、わたくしにはとても信じられませんわ」

　すると、サンルーフから上半身を外に出した久く美みの笑い声が聞こえた。

「わかってねーな。だからこそ、だろうが。あんたもそうだけどよ、金持ちってのはちょっと変わった遊びが好きなんだろ？　秘密クラブとか、秘密のパーティとか、さ。オレも何度か呼ばれたことがあるぜ。あれは、報ほう酬しゆうがいいんだよな」

「わたくしは、そのようなことはいたしませんわ！」

「そりゃそうだろ。キャットファイトは男が観みて楽しむもんだ。けど、オレのファイトはそういうものとはちょっと違うぜ？　男も女もなく、楽しませてみせる」

「大した自信ですわね」

「でなきゃ、つれてこねーよ──光様？」

　不意に呼ばれ、光はサンルーフを仰あおいだ。四角く切り取られた暗い夜空から、久美の顔が覗いている。

「光様に、《怒り》を爆発させるってことがいかに気持ちいーか、見せてやるよ。きっと、わかると思うぜ？　素直に感情を爆発させるのは自然なことで、いーことなんだって」

「うーん……」

　光は、肯定ともなんともつかない声で、そう返した。自身はこれまでの一四年の人生で、怒ったという記憶がなかった。

　両親から、それはいけないことだと教わってきたし、それが、すっかり染み付いてしまっていて、怒り方を忘れてしまったと言ってもよかった。

「そうだよぅ、光ひかる様さま」

　狭せまい車内に甘いチョコレートの匂においを振り撒まきながら、美み巳みが言った。

「泣いたり、笑ったり、怒ったり……あたしたちが、そういう風にできるってことは、そういう風にしなさい、ってことなんだから、素直になっていいんだと思うよぉ？　我が慢まんして、怒らなかったり、甘いもの食べなかったりする方が、不自然だと思うなぁ」

「うーん……我慢してるわけではないんですけどね」

「いいえ、光様」

　眼鏡めがねを中指で持ち上げながら、倉くら子こは言げん下かにそれを否定した。

「光様は、我慢していることを気付いていないだけです。万馬券が的中したときの光様の表情、わたしは忘れてはいません。あの喜びのお顔……あれこそが《人》の顔です」

「あの寄付は、もったいなかったけどねぇ」

　あのお金があればチョコレートが幾いくつも買えたのに、というような言い方を美巳はした。

「うーん……」

　そうは言われても、やはり光は唸うなるしかなかった。

　正直、よく憶おぼえていないのだ。

　的中したところまでは記憶にある。だが、そのあとのことは憶えてはおらず、気付けばリムジンの中にいて、少女たちはいつの間まにか別の服に着替えていて、自分一人がガクランのまま、という格好だったのだ。

　ぽふ、と叩たたかれて顔を上げると、片目の取れたテディベアの手が、ガクランの袖そでに置かれていた。巳み和わが、クマの手を取って、慰なぐさめるように叩いたのだとわかった。

　光は微笑ほほえんだ。

　その瞬間、車内にいた全員の表情が微かすかに強こわ張ばったように思えたが、気のせいだったかもしれない。

　リムジンは赤せき兎とによって器用に切り返されて、鉄の扉のすぐ傍そば、手を伸ばせばとどくくらいの場所に停車した。実際、久く美みは手を伸ばして、扉を叩いた。しばらく待って、覗のぞき窓が開き、その部分だけでも怖そうな感じのする男の目が覗いた。

　しかし、久美は少しも臆おくすることなく、男に向かって片手を上げてみせた。

「よ」

「……今日はまた、ずいぶんと豪ごう勢せいな出勤じゃないか」

「連れに、オレの試合を見せようと思ってさ。席、取れてるんだろ？」

「言った通りにリザーブしといたぜ」

「サンキュ。じゃあ、ガレージのシャッター、開けてくれよ」

「わかった」

　覗のぞき窓が閉まると、久く美みはサンルーフから車内に戻った。強引に、光ひかると獅しぃ子この間に、鍛きたえぬいた体をねじ込んでくる。

「狭せまいですわっ！」

　獅ぃ子はそう文句を言ったが、久美は少しも聞いていない様子で、光に話し掛けた。

「一番いい席取ったからさ、オレが爆発するところ、じっくり観みてくれよな」

「う、うん」

「大丈夫だって！　怖くなんかねーからよ！」

　光は、久美に肩を叩たたかれて微妙な笑みを浮かべた。手加減をしてくれてはいるのだろうが、かなり痛い。ガクランの下に、赤く手形がついていそうだった。

　車はゆっくりとバックすると、細い路地で再び神かみ業わざ的な切り返しを見せて、そのまま、シャッターが開いた駐車場へと入っていった。

　完全に車が入ると、すぐにシャッターが下り始める。中は薄暗かったが、視界が利きかないほどではなく、他ほかにも何台もの車が停とまっているのが見えたが、いずれも高級車だった。

『──八番へどうぞ』

　どこかにあるスピーカーからだと思う声がして、赤せき兎とはリムジンを指定場所に停めた。エンジンを切り、彼は後ろに回って黙って扉を開けてくれる。端にいた人から順番に降り、光はようやく窮きゆう屈くつな車内から解放され、大きく伸びをした。

　久美はトランクを開けると、大きなスポーツバッグを摑つかみ、光たちに向かって立てた指で敬礼をするようにした。

「じゃ、あとでな！」

　言って駆けだす。が、途中で立ち止まると振り返り、右の方を指差した。

「入り口はそこだから！　オレの名前を出せばわかるようになってる！」

「はぁい♪」

　と、美み巳みが返事をしてヌガーバーを持った手を振ると、久美は、あとはもう振り返らずに、指し示した扉とは別のドアへと消えてしまった。

「まったく……慌あわただしいですわね」

　赤兎に抱え上げられ、所定の場所である肩の上に乗った獅ぃ子はそう言ったが、声には責めるような調子はなかった。

「よ～し、出発～！」

　巳み和わを前に抱きかかえるようにしながら羊よう子こが歩きだし、そのあとに光たちも続いた。

　扉を開けると、そこには黒いスーツに身を包んだ体格のいい男が二人ほど立っていて、光たちを鋭い視線で見たが、その後ろに立つ赤兎の存在に気付くと、反射的に身構えた。

「失礼な連中ですわね！　わたくしのような高貴な人間がボディガードを連れ歩くのは当然のことでしょう？　それに驚くとは教育がなっていませんわ！」

　高みから、獅しぃ子こがそう言い放はなつと、男たちは無言で頭を下げた。

「失礼いたしました。今こ宵よいは、どなたのご紹介でおいでになられましたか？」

「サー・アイスキャット──あの怒れる子猫の招待ですわ」

「……承うけたまわっております。こちらへどうぞ」

　男の一人が先に立って歩きだし、光ひかるたちはそのあとを付いて行った。

　すぐに、長い階段を下りるのだとわかった。足元には非常灯があって段を照らしているが、天井に明かりはなく、仰あおいでもなにも見えない。

　巳み和わが、怯おびえたように羊よう子こにしがみついているのがわかる。その羊子はまったく動じた様子もなく慣れた感じで歩いている。美み巳みと倉くら子こも特に警戒している様子を見せてはおらず、唯一、獅ぃ子が後ろでぶつぶつと髪の毛に埃ほこりがついた、とかなんとか言っていた。

　どうやら、そこはかとない不安を抱いだいているのは自分だけらしい、と光はわかった。

（すごいなあ……）

　女の子は強い、とつくづく思う。

（白しら鳥とりさんも強いもんなあ……）

　と、暗くら闇やみの中であのクラスメートのことを思った。昔から、本当によく、庇かばってもらっていた。この頃ごろは、久く美みがいるからちょっかいを出されることもなくなったが、それまではなにかというと遊ばれてしまい、それを愛あいが体を張って守ってくれることが多かった。

　彼女のすごいところは、久美と違って特に肉体的に強いというわけではない、ということだ。なのに、赤あか坂さかのような男の前に出るというのは勇気のいることだと思う。

　あの心の強さには、ちょっと憧あこがれる。

（でも、どうして白鳥さんは、僕のことを庇ってくれるんだろう……）

　学級委員だからだろうか？──他ほかに、理由はなさそうだった。そう考えると、光はなぜか、少しだけ寂しさを感じた。

（？）

　その理由がわからずに、光は首を捻ひねった。

　そのとき、黒服の男が足を止め、光は危うく前を行く羊子の背中にぶつかるところだった。

　扉が開かれると、喧けん騒そうが一気に押し寄せてきた。音楽などではない。なにかの曲もかかってはいるがそれは微かすかで、大きいのは人の話し声だった。

（ここで、闘うの……？）

　通路を抜け、店の中に入った光は、辺りの様子に素直にそう思った。

　キャットファイトが、猫の可愛かわいさを競うようなものではなく、女性同士が闘うものだと車の中で教えられて、もっとプロレスやボクシングの会場のようなものを想像していたのだが、中はまるで、ＴＶで見たことのある、高級なバーかクラブ、といった様子だった。

　低いテーブルが幾いくつも並べられて、Ｌ字型のソファーが置かれている。そのフロアの中心にはそこだけなにもない空間があって、一段高い壇だんのようになっていた。広さは、学校の教室くらいはある。

「こちらへ」

　男に促うながされて、光ひかるたちはその空間の傍そばの席に通された。

　光がまず座り、左右に順番に少女たちが腰掛けていく。隣を取ったのは獅しぃ子こ、そして羊よう子こだった。羊子はすぐに、自分の胸に押し付けるように腕を取って、光を困惑させた。嫌なわけではないが、なんとなく困る。

　赤せき兎とは座らずにソファーの端に立って、ラバーマスクの下で呼吸音を漏もらした。

「どうぞ」

　言って、男がメニューを差しだす。

　それを見た光は、思わず声を上げそうになった。恐ろしく高い！

　メニューのほとんどは酒だが、他ほかにも少しは料理があってそのひとつひとつが見たことのない値段をしていた。

　例たとえばカレーライス。これが一杯、三万円もする。いったい、どんな材料を使えばこんな値段になるのか、想像もつかない。他にも、ポテトフライが一万五〇〇〇円、ハンバーガーも二〇〇〇円だった。

「じゃあ、あたしねぇ……」

　美み巳みが早さつ速そく、注文を始めようとする。そこにはなんの躊躇ためらいもなかった。自分が払うわけではない、と思っているのかもしれないが、彼女の食欲は尋じん常じようではない。本気で食べたら、あっという間まに破産してしまいそうだった。

「美巳？」

　最初の料理を頼もうとした脇わきから、獅ぃ子がそう声をかけた。美巳の口が止まる。

「ここへは食事をしに来たわけではないこと、忘れてはいませんわよね？　光様を刺激するのは、今こ宵よいはあなたの役目ではありませんわ」

「……わかってるもん」

　それは、いま思い出した、という顔だった。

　ぽっちゃりした顔をさらに膨ふくらませて、美巳はそれでも、ピザ（三万五〇〇〇円）を二枚とポテトフライ、フルーツ盛り合わせ（一〇万円！）を頼んだ。

「お飲み物は？」

「全員、オレンジジュースをお願いしますわ」

　手を伸ばして美巳からメニューを取り上げて、獅ぃ子はそう決め付けた。もしオレンジジュースが苦手だという人がいても構わない、といった態度だった。

　けれどそれは厭いや味みには感じず、むしろ頼もしく光には見えた。

　男は差しだされたメニューを持って下がり、光ひかるは、これからなにが始まるのか、期待と不安の混じりあった気持ちで、目の前の空間を見つめた。




　着替えを終えた久く美みは、控え室で静かに出番を待っていた。

　白いレオタード、白いブーツ、白いイブニンググラブという格好で、腹の部分と背中は大きく切り取られて、肌が露ろ出しゆつしている。

　お尻しりには白い猫の尻尾しつぽが縫ぬいつけられているが、これは簡単に取れるようになっていて、抜かれるのはいつものことだった。

　頭には、猫耳のカチューシャ。

　最初、このコスチュームは白猫をイメージしたものだったのだが、いまは雪、もしくは氷の白というイメージが定着していた。
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　コスチュームと試合のギャップが、人気の源だった。

　久美は、この店に登録しているファイターの中でも、特に背が低い方だ。他ほかの娘たちは、一六五センチ以上の身長があり、はじめはそれを際きわ立だたせるためと、やられ役のベビーフェイスとして期待されていたのだが、生憎あいにくと、久美は強かった。

　初戦で、相手を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてしまったあとで、久美は、店長にひどく怒られたが、たまたま視察に来ていたオーナーに気に入られ、いまではメインを張るまでになった。

　この店のキャットファイトは、三つのステージに分かれている。

　最初のステージは、特に美少女な二人による、華麗な技わざの演舞という雰ふん囲い気きで、格かく闘とうというよりもむしろダンスのような趣おもむきがある。出す技や、受け方も決まっていて、計算された美少女同士のアクションを観みる、という感じだった。

　次のステージは、いかにも普通の女の子、といった雰囲気のファイターによる、寝技を中心とした《絡からみ》のファイト。観客の求めるものは闘いではなく、上気した肌、乱れた髪、喘あえぐような息遣いと声、そうしたものだ。時に泥、時にローションのプールなどが、ステージに使われて、それを盛り上げる。

　そして最後のステージ──これは、なんの演出もないリアルファイトである。顔への攻撃すら許されるので、流血は当たり前の凄せい惨さんな試合になることが多い。光ひかるには刺激が強すぎるかもしれないが、ファンは多い。月二回の開催日はすでに何ヶ月も先まで予約で埋まっている。

　久く美みは、客に配られているプログラムを見た。

　メインカードの片方には《サー・アイスキャット》と書かれており、その反対側には、《ホワイトエレファント》と印刷されている。

（しっかりと怒らせてくれよ？）

　印刷された文字を見つめた久美は、微笑ほほえみが浮かぶのを抑え切れなかった。体が、闘いを待ちきれずに、疼うずいて仕方がない。

　ゆっくりと呼吸をする。

　それを、何回繰り返しただろう。ドアが叩たたかれる前から、それがわかった。

　ノックがあり、次いで、

「……出番だ、サー・アイス」

　そう声がした。

　久美はパイプ椅い子すから立ち上がると、ノブを捻ひねり、ドアを押し開けた。むっとするような熱と、人と酒の匂においなどが入り混じったものが、リングはずっと先なのに押し寄せてくる。ずいぶん盛り上がった様子だ。

（よし）

　腕に力を込めて気合を入れ、久美は、光ひかりに向かって歩きだした。




（まずい……まずいよ……）

　始はじめはダウンジャケットの下で、冷たい汗をひっきりなしに搔かいていた。すぐ後ろを、赤あか坂さかと小お倉ぐらが、一見、のんびりした歩調で付いてくる。

　渋しぶ谷やに着いたはいいが、もちろん、田た名な網あみ久美がどこで働いているかなど知らなかった始は、あとはいかにして二人とはぐれるか、であった。

　そのために、彼女の出番はずっと遅いからとりあえず時間を潰つぶそうと言って、適当なファミレスタイプのレストランに入ってそこで二人を置き去りにして逃げて、明日にでもなにか言い訳をしようと思っていたのだが、トイレに行くと言うと、二人の内のどちらかがなぜか必ず付いてきて、悉ことごとく機会を潰つぶされてしまった。

　それでもまだ道どう玄げん坂ざかの方に行ければ、機会はあったのかもしれないが、最初に、繁はん華か街がいではなく南口の方、と言って、でっちあげた地図にもいい加減な○をつけてしまった状況では、いまさら変更はできなかった。

　始はじめはもう、自分がどこを歩いているのかもよくわかってはいなかった。

　辺りは大きな家やマンションが建ち並び、人通りはすっかりなくなって、不ぶ気き味みなほど静かだった。そこに、三人の微かすかな足音だけが響く。

　赤あか坂さかも、小お倉ぐらも、もうずいぶん長い間、一言も喋しやべっていなかった。それが、二人の苛いら立だちの大きさを表しているような気がした。

　いっそのこと、全速力で逃げてみようかとも思ったが、すぐに追いつかれてしまうことは目に見えていた。

（なにか……なにか言い訳を考えないと……）

　必死に知恵を絞しぼっているのだが、浮かんでくるのはどうしようもないアイデアばかりで、使えるものはひとつもない。

　始は世の中のすべてを呪のろいたかった。中でも特に、神かみ代しろ光ひかるを。

（あいつが悪いんだ……あいつがずっと、こいつらの相手をしてれば、俺おれはこんなやつらの相手をしなくてもすんだのに……）

　繰り返し浮かぶのはそのことだった。神代は楽しくやっていたではないか。なのになぜ自分がこんな目に遭あわなくてはならないのか、理り不ふ尽じんだった。

　始は別に、田た名な網あみのことなどどうでもよかった。

　殴なぐられたわけでも、ズボンを脱がされたわけでもない。それは赤坂たちがされたことで、自分にはまったく関係のない話なのだ。なのにこうして、知りもしない場所へ案内をさせられている。それもまた、理不尽だった。

　適当な角を曲がると、そこに空き地があった。道路に面して看板が立てられていて、マンション建設予定地となっていた。だが地じ均ならしが終わったばかりのようで、ロープも張られておらず、工事そのものは、まだ始まってはいないようだった。

「おい、もういいだろ？」

　そう赤坂の声がして、始は誰だれが見てもはっきりと体を震ふるわせてしまった。

「おまえさあ、本当は田名網が働いてる店、わかってねえんだろ」

　始は固かた唾ずを飲んだ。すぐに、そんなことないよ、と言おうとしたのだが、舌が痺しびれたようになって言葉が出なかった。

　後ろから、殴るように肩に手を回され、始は前につんのめった。

「おまえさ、俺おれたちのこと馬ば鹿かだと思ってるだろ？」

　耳元で、赤あか坂さかの声が囁ささやく。

「適当なこと言って、適当なとこ連れまわして、それで誤ご魔ま化かそうとしてんだろ？」

「ひ、ひょんなこほ──」

　ろれつが回らない。

「噓うそ、言ってんなよ」

「うっ」

　脇わき腹ばらを強く殴なぐられて、始はじめは息が詰まった。前まえ屈かがみになったが、倒れることは許されず、そのまま工事現場へと引きずられた。いつの間まにか小お倉ぐらも横にいて、ダウンジャケットの襟えりをしっかりと摑つかまれていた。

「もういいよな。今夜のところは、とにかく落とし前つけてもらうぜ」

　──逃げられない。

　歯の根が合わなくなるほど震ふるえ上がり、始は目の前が真っ暗になった。

　空き地には、工事の準備の為か、それとも均ならしたあとの廃はい材ざいか、角かく材ざいやロープなどが置かれたままになっていて、それはまるで、自分の処刑のために用意されたもののように始には思えた。

　赤坂は肩から手を放すと角材を拾い上げ、竹刀しないであるかのように振った。

　その音を聞きながら、生まれて始めて斎さい藤とう始は、『死』というものを意識した。




「ああっ」

　あまりの光景に、光ひかるは目を覆おおいたくなった。

　見ていられなかった。

　これでもう何度目になるのか。久く美みは、八角形のリングを囲むように下ろされた鉄てつ格ごう子しにしがみついたまま、ずるずるとしゃがみ込んだ。

　だが、ホワイトエレファントは──色白の大柄の女性は、それを許さずに、久美の髪を摑んで引き上げる。無意識なのか、久美は両手でその腕を押さえた。

　丸太のような足が振り上げられ、久美の腹部に膝ひざが突き刺さった。小さな細い体が海え老びのように曲がって足が床から浮き上がる。苦く悶もんの悲鳴を漏もらした久美を、ホワイトエレファントは腕を振って投げ飛ばした。今度は背中から檻おりにぶち当たり、そのまま膝を付く。

　歓声が上がる。

　周りの人々は、久美がやられるのを待ちかねていて、それを楽しんでいるようにしか見えなかった。白猫のコスチュームを着た美少女がいたぶられるのを。

「いったいなにをやっているんですのっ！」

　苛いら立だたしげに、獅しぃ子こはテーブルを叩たたいた。

「そんな、ただでかいだけの女にいいようにやられてっ！　光ひかる様さまの顔に、あなたは泥を塗ぬるおつもりっ!?」

「頑がん張ばってぇ、く──アイスぅ！」

　思わず名前を言いそうになった美み巳みが、慌あわててリングネームでそう声援を送る。

　他ほかの少女たちも、気合の入ったものから、そうでもない適当な感じまで様々ではあったが、久く美みのことを応援した。巳み和わだけはぬいぐるみを抱きしめて、羊よう子この胸に顔をうずめるようにして、リングをまったく見ていなかったが。

「が、頑張れ……」

　怖くて小さな声しか出ない。光は拳こぶしを握った。止められないのが辛つらかった。

　これが喧けん嘩かなら、割って入って制止するところだが、いま目の前で行われているのは、あくまで試合だ。こういうルールなのだ、と事前にちゃんと説明もあった。

　だが、久美の前の二つの試合がどちらかといえば『綺き麗れい』なものであったので、すっかり油断をしていた。まさかこんなにハードなものだったとは！

　久美はすでに一度、鼻血を出していて、自らの血で白いコスチュームに点々と赤い染みを作っていた。

　頰ほおには、それを擦こすった赤い跡がついている。それだけではなく、剝むきだしの肌はあちこち内出血を起こして青あお痣あざが浮かび上がってもいた。

　ホワイトエレファントは大おお股またに久美に近付くと、正面から蹴けりを見舞った。

　ブーツの裏が彼女の顔を捉とらえる。

　久美は吹き飛び、背中と後頭部をしたたか格こう子しに打ちつけた。檻おりがビリビリと震ふるえる。そのまま彼女はうつぶせに倒れ、リングに鮮せん血けつがぱっと散った。

「た、田た名な網あみさん……」

　光はぶるっと震えた。歓声は一段と大きくなった。だが──

「なにかおかしいですわね」

　辺りを見回して、獅しぃ子こは怪け訝げんそうに言った。

「な、なにがですか……？」

「この歓声は、あの大女の勝利を讃たたえるものではありませんわ」

　そう言われて、光は初めて気が付いた。

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　客は、そう叫んでいる。

　動かない久美を、レフェリーが檻の外からカウントを取っているにもかかわらず、それは彼女が立ち上がることを信じて疑っていない、という様子だった。

　そのことに腹を立ててか、ホワイトエレファントは久く美みにではなく、観客に向かって怒ど声せいを飛ばした。自分の胸を親指で指し、讃たたえられるべきなのはこっちだ、と示している。

　だが、観客はそれを望んではいなかった。

　ホワイトエレファントは色白の顔を真っ赤にすると、久美の方を向き直り、その足を振り上げ──踏み抜くように下ろした！

「ああっ！」

　今度こそ、光ひかるは両手で顔を覆おおいたかった。

　まさに象の足、といった感じのそれが、久美の後頭部を直撃した！　顔を支点に、久美の四し肢しは跳はね上がった。一度ではない。顔を床で完全に潰つぶしてしまおうとするかのように、ホワイトエレファントはその攻撃を繰り返した。

「も、もう……」

　喉のどがひくつく。

「もう、やめてください……」

　掠かすれるような声が届くはずもなかったが、言わずにはいられなかった。しかし反比例するように、観客の、久美を求める声は大きくなるばかりだった。

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー──

　そして。

「あっ」

　小さく声を上げたのは、誰だれであったのか。

　ホワイトエレファントの足が不意に止まった。同時に、観客のコールも止やむ。大女は、足を振り上げた格好のまま、ぴたりとも動かない。

（た、田た名な網あみさん……）

　光は見た。

　久美の腕が上がり、ホワイトエレファントのブーツの裏をしっかりと摑つかんでいるのを。

　大女の全身が見る間まに赤く染まっていく。それだけで、そうとう力を込めているのだとわかったが、久美の腕はブレもしなかった。そして──

「にゃあっ！」

　ドスの利きいた猫のような声が上がった、と思った瞬間、ホワイトエレファントの巨体は僅わずかに宙に浮き上がって回転し、背中からリングの上に落下した。奇妙な悲鳴を発して、大女の口から泡が飛ぶ。その向こうで──

「っけんんなあああああああああああっ!!」

　久く美みはその場でバック宙をして起き上がると、そう吼ほえた。

　応こたえるように、観客の口から歓声が沸わき起こる。それは、店全体を揺ゆるがせ、テーブルの上のグラスがビリビリと震ふるえるほどだった。

　まるで、怒りが噴火したようだ。

「好き勝手やってくれやがってえええっ！──ぶっ殺す!!」

　猫耳をつけた久美の瞳ひとみは吊つり上がり、乱れているだけなのだろうが、髪は逆立って見えた。どこか頭皮が切れたのか、流れ落ちた血で顔は朱しゆに染まっている。

　けれど──綺き麗れいだった。

　光ひかるは、思わず見み惚ほれてしまった自分に気が付いて、はっとした。血に染まって立つ久美の、その体のことを心配するよりも先に、綺麗だと思ってしまうなんて。

　けれど、目が離せない！

　その彼女の姿を隠すように、ホワイトエレファントがゆっくりと立ち上がる。

　だが、それは一瞬だった。

　久美は素早く脇わきに回ると、目にも止まらぬ速さでローキックを放った。

「ぎゃっ！」

　バシッという小こ気き味みよい音がして、ホワイトエレファントの膝ひざが折れる。鈍い振動が、光のところまでも伝わってきて、彼女はひざまずく格好になった。

　しゅっ、と久美の唇くちびるから息が漏もれ、彼女の体はありえないくらい捻ひねられ、弓から矢が飛ぶように、先刻とは逆の足で回し蹴げりが放たれた。

　白いブーツの前面がホワイトエレファントの顔面を捉とらえた瞬間、ばね仕掛けの人形のように大女は後ろ向きに凄すさまじい勢いで倒れた。

　光は、生まれて初めて、人の顔から鼻血が噴き上がるのを見た。

　ホワイトエレファントは白目を剝むき、太い指先を痙けい攣れんさせている。膝ひざを付いたままであるため、僅わずかに腰が浮き上がっている。

　久美はぺろりと自分の唇に流れてきた血を嘗なめると、まるで本当の猫のように、鉄てつ格ごう子しを天井近くまでよじ登り、ホワイトエレファントを見下ろした。その瞳ひとみは、薄うす闇やみの中でギラギラと輝いている。

　客席に向かい、久美は咆ほう哮こうした。

　応こたえるように、歓声が起こる。

　次の瞬間、久美は飛んだ！　両腕を広げ、足を折り曲げ、白い杭くいと化し。

　そうして、彼女の膝が大女の盛り上がった腹部に突き刺さるのを、光ははっきりと見た。太い足が嫌な音を立ててから伸び、大女はとても人の上げる声とは思えない悲鳴を上げて、悶もだえると、すぐに動かなくなった。

　会場は、一瞬の静せい寂じやくに包まれた。

　ホワイトエレファントの腹に膝ひざで器用に立った久く美みの姿は、ひとつの彫刻のようだった。

　──おおおおおおおおお！

　再び歓声が沸わき起こった。

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　──サー・アイス！

　久美を讃たたえる声の中、檻おりが展開して引き上げられていく。彼女はそれに手を上げて応こたえながら、リングを下りるとまっすぐに光ひかるたちの方へとやって来た。

「へへ、どうだった？」

　血ち塗まみれの顔で微笑ほほえむ久美は、やはり綺き麗れいだった。

「……やられすぎですわ」

「しかたねーだろ。あれがオレのやり方なんだからさ」

　久美は光を振り向いた。

「とにかく、初めはわざとやられて、怒りを溜ため込むんだ。怒りを溜めて溜めて──一気に爆発させる！　気持ちいーぜー。どうだい、光様？　怒るのっていいだろ？　オレ、気持ちよさそうだったろ？　光様もスカッとしなかった？」

　言われ、不意に手に痛みを感じて開いた光は、強く握り締めすぎて、掌てのひらに爪つめの跡がついていることに気が付いた。

　それを見ながら光は、久美の言ったことを認めざるをえなかった。怒りを爆発させるのは、溜め込むよりもずっといいようだ、と。

　けれど、それをできる人は少ないのだろう。自分もそうだった。だから、こうして久美の試合を見に来るのかもしれない。

　血にまみれた顔で、久美は首を傾かしげた。自分の返事を待っているのだ、と光にもわかった。

　暴力を肯定はしたくない。

　怖いし、痛いのだって嫌だ。だけど確かに、怒りを爆発させている久美は綺麗だったし、格好よかった。それは、認めなくては彼女に失礼だと思った。

　光はゆっくりと、しかし、確かに頷うなずいた。

　それを見て、久美は赤く濡ぬれた顔にはにかんだような微笑みを浮かべた。




「や、やめた方がいいと思う！」

　怖いし、痛いのだって嫌だ。けれど愛あいは、それでも出て行かずにはいられなかった。角かく材ざいを振り上げた手が止まる。

「そ、そんなので殴なぐったら、大おお怪け我がしちゃうと思う、し……」

　ゆっくりと振り返った赤あか坂さかの顔を見て、愛あいは、声が喉のどの奥に小さく消えるのを、どうしようもなかった。

「なんでおまえがこんなとこにいるんだよ、白しら鳥とり」

　角かく材ざいを引きずりながら、赤坂が近付いてくる。

　愛はいますぐにでも逃げだしたかったが、恐怖に足が竦すくんで動かすことができなかった。歩いただけで、その場にへたり込んでしまいそうだった。

　──だからよせと言ったのだ！

　頭の中で、そう天使の声がした。

　──私にはなにもできないのだぞ！　あんな男のために、体を張るとは！

　天使が、あんな男、と言った斎さい藤とう始はじめは、這はうようにして建材の陰に隠れ、これからなにが起こるのかをじっと見つめていた。

　警察を呼びに行くとか、誰だれかに助けを求めてくれるとか、そういう気持ちはないのだということが、愛にもわかった。

　──あの男が考えているのは、おまえを生いけ贄にえにすることで、怒りが治まってくれれば、という身勝手極まりないことに違いない。だから、人を呼びに行かずあそこでああして見ているのだ。おまえはそんな男を助けたのだぞ？

（そ、そんなこと言われたって……）

　愛は、スポーツバッグを強く胸に抱きしめた。飛びだしてしまったものは仕方がない。いまさら時間を戻して、なかったことになんかできなかった。

　赤坂は目の前まで来ると、血走った目で睨にらみつけてきた。数日前と比べても、形ぎよう相そうが変わっている。息苦しいくらい、怖い。

「答えろよ、学級委員長さんよ」

　角材で、軽く足を叩たたかれた。

「なんで、てめえがここにいるんだよ。先せん公こうに告チクって点数稼かせぎしようってのか？　あ？」

「神かみ代しろをおっかけてきたんじゃねーの？」

　後ろに回った小お倉ぐらが言い、うなじに息がかかって、ぞっとした。

「斎藤の案内は、まったくの噓うそじゃなかったってことさ──なあ、白鳥？　教えてくれよ。田た名な網あみが働いてる店ってどこ？」

　そんなの、こっちが訊ききたいところだった。そっちが知っていると思ったから尾ついてきたのに、寄り道で余計なお金を使わされた挙あげ句く、知らなかったとは。

　返事の代わりに、愛は鞄かばんとスポーツバッグをさらにさらに抱きしめた。

「……知らないってさ」

　面おも白しろがるように、小倉が言うのが聞こえた。

「なあ、赤あか坂さか。今日のところは、俺おれ、もういいや。店も見付かりそうもねーし。斎さい藤とうをボコるのもおもしれーけど、どうせならもっと楽しいことしようぜ？」

「なんだよ」

「目の前に女がいるんだぜ？　ってことは──」

「ひっ！」

　なんの前まえ触ぶれもなく、愛あいは後ろから両腕を摑つかまれ、それを後ろにねじ上げられてしまった。鞄が二つ、足元に落ちて転がる。

「──俺、まだ女のアレって、ちゃんと見たことねーんだよな。この際、白しら鳥とりのでいーんじゃね？　全っ然、使ってなさそうだし。カメラもあるしさ。しっかり写真撮って、飽あきるまで俺たちの玩具おもちやになってもらわね？」

　それを聞くと、目の前にある赤あか坂さかの形ぎよう相そうが変わった。どす黒い欲望が皮膚の下から滲にじみ出てくるようだった。

「それ、いいな」

　にんまりと赤坂は笑った。

　愛は必死に足を動かそうとした。けれど、自分の歯がカスタネットのようにガチガチと鳴っているのが聞こえるばかりで、痴ち漢かんに対してはできたことが、いまはなぜかできなかった。

　赤坂はその気味の悪い笑顔のまま、目の前にしゃがみ込んだ。

「写真撮ったら、神かみ代しろにも見せてやろうぜ」

「！」

　制服のスカートが捲めくり上げられた。冷やりとした風が腿ももを撫なでる。いまが思い切り顔を蹴けり上げるチャンスだった。だが、膝ひざは震ふるえるばかりで、少しも言うことをきかなかった。小お倉ぐらに押さえられていなかったら、きっと立っていられないだろう。けれど、その方がずっとよかった。

「やっぱり、白か」

　赤坂はそう言って喉のどの奥で笑うと、スカートの端を腰の部分にねじ込んで引っ掛け、落ちてこないようにした。

「お。おもしれえ、なんか腹がひくひく動いてるぜ？　待ちきれねえってか？」

　そんなことあるはずがない。

　悔くやしいのと怖いのとで、愛は涙が出た。それは顎あごを伝って制服の胸に染みた。泣き叫びたかったが、怖すぎて声が出ず、喉の辺りが痙けい攣れんするように震えるばかりだった。自分の体の裏切りに、愛はすべてが終わる前に死ねたら、と思った。

「早く脱がしちゃえよ」

　そう、耳元で小倉の声がした。押し付けられた口からは、ラーメンが臭におった。

　赤坂の指がお腹なかに触れ、反射的にへこみ、産うぶ毛げまで総そう毛けだった。これなら、ゴキブリの方がずっとましだった。

　ショーツの上うわっかわに指が滑すべり込み、まっすぐに少しだけ引っ張られ、すぐに放される。

　ぱつん、と音が鳴った。

「くくっ」

　赤あか坂さかは振り仰あおいで歯を見せると、ショーツの両端に指をかけ、愛あいの顔を見ながら、嬲なぶるようにゆっくりと手を下ろし始めた。
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　絶対的な絶望の中、愛は、世界から自分を切り離すように、瞳ひとみをきつくきつく閉じた。

（──光ひかる君くんっ！）




　その瞬間、光は我を忘れて立ち上がっていた。

　テーブルが揺ゆれてグラスが倒れ、ジュースがこぼれたのにも構う余裕がないほど、激しい動どう揺ようが胸に広がって、光はガクランの胸むな元もとを強く握り締めていた。

（いまのは……白しら鳥とりさん!?）

　そうとしか、思えなかった。

　確かに、彼女の悲痛な、自分を呼ぶ声がはっきりと聞こえたのだ。

　だが、獅しぃ子こたちは、不思議そうに光を見上げるばかりで、いまの声が聞こえた様子はなかった。周りの人たちも、何事もなかったかのように、それぞれの時間を楽しんでいる。

（気のせい……？）

　そう考えるのが、当たり前なのかもしれない。

　しかし、それですましてしまうには、あまりにも胸のざわめきが強かった。体全体が、引っ張られるような感じがする。

　光ひかるはそれに逆らえず、テーブルを跨またぎ越えると早足で歩きだした。

「光様!?」

　背中から、ジャージに着替え終えた久く美みの声が追いかけてきたが、一度踏みだした足は止まらなかった。歩いていたのはすぐに駆け足になり、息が切れるのも構わず、光は全力疾しつ走そうになっていた。

　薄暗い階段を駆け上がる。後ろを複数の足音が付いてくるのがわかったが、待ってはいられなかった。階段の先の踊り場に、入るときに会った体格のいい男がいるのが見えた。彼は光を認めると、制止するような素振りを見せた。

「開けて！」

　光は大声を出した。すると男は体を震ふるわせ、なにも言わずに扉を開けてくれた。

　駐車場に飛びだした光はシャッターに向かったが、そこは完全に閉まっていて、手でどうこうできるものではなかった。

　焦あせりはまったく収まらない。

　辺りを素早く見回すとボタンがあった。大きくて丸い、赤と緑の押しボタン。光はそこに駆け寄ると、緑の方を躊躇ためらいなく押した。

　すると、低い音を立ててシャッターは上がり始めた。

　だが、ゆっくりとだった。

　完全に上がるまでなど、とても待っていられない。光はうつぶせになり、そのまま転がって外に出ると、すぐに立ち上がり、走りだした。髪の毛を摑つかんで引っ張られているような感覚は、強くなりこそすれ、少しも収まらない。

　足は水の中にいるかのように重く、肺は焼けるように痛い。

　それでも止まることはできない。

　しかし、角を曲がり、光はようやくそこで、足を緩ゆるめることができた。

「白しら鳥とりさん！」

　建設予定地と書かれた看板の向こうに、愛あいの姿を見つけ、光はそう叫んでいた。

　少年が二人、すぐ傍そばにいて、振り返った。

　憶おぼえのある顔のような気がする。

　けれど、思い出せず、そして二人がなにをしているのかはわからなかった。一人は愛を後ろから抱きしめるようにしていて、もう一人は彼女の前にしゃがみ込んでいる。

　愛のスカートは、捲めくり上げられている。

（なんなんだ……？）

　わけがわからなかった。闇やみの中で、白い下着がそこだけ鮮あざやかに浮かび上がっている。

　そして、愛あいは泣いていた。

　顔色は真っ白で、恐怖で声が出ないのだとわかった。

　ただ瞳ひとみだけが──涙に濡ぬれたそれだけが、光ひかるを縋すがるように見つめていた。

　足を止めず、まっすぐに歩きながら、なにか、とてつもなく強い衝動が、喉のどに込み上げてくるのを感じて、胸の皮がこすれて赤くなるほど強く、光はガクランを摑つかむ指に力を入れた。

　看板のすぐ傍そばに立って、光は三人を見つめた。

　愛は、今にも死んでしまいそうに見えた。

「よぉ、神かみ代しろ」

　しゃがみ込んだ少年の方が、勝ち誇ほこったような表情になった。

「俺おれら、これから白しら鳥とりで遊ぶんだけどよ、飽あきたらおまえにも回してやろうか？」

　そう言って、赤あか坂さかは──そういう名前だった──赤坂純じゆん一いちは笑った。愛を羽は交がい締じめにしているもう一人の少年、小お倉ぐら健けん二じも。

　その瞬間、光は自分の中でなにかが弾はじけるのをはっきりと感じた。




　それは一瞬の出来事だった。

　目の前にしゃがみ込んでいた赤坂の姿が消えたと思った瞬間、彼は数メートルはなれた建材のコンクリートの袋に体を叩たたきつけられて、汚らしい悲鳴を上げた。

「ぎゃ！」

　すぐ耳元で、そんな悲鳴がしたかと思うと、愛は自分が自由になったことを知った。足に力が入らず、その場にしゃがみ込んで初めにしたことは、もちろん、スカートを下ろすことだった。

「……神代、くん……？」

　街灯の明かりの中に立つ少年を、愛は信じられない気持ちで見上げた。

　それは確かに、神代光に間違いはなかった。

　だが、その髪は逆立ち、表情からは普ふ段だんの甘ったるい雰ふん囲い気きは消えていて、唇くちびるは固く引き締まり、眉まゆも吊つり上がっていた。

「神代ぉ！」

　少し裏返ったような声に愛が振り返ると、赤坂が傍に転がっていた角かく材ざいを拾い、腹を押さえながら殴なぐりかかってきた！

　だが、光はそれを避よけなかった。角材は光の頭で鈍い音を立てて折れ、半分ほどの長さになってしまった。赤坂は、信じられない、といった顔で光を見た。

「……ってえなあ!!」

　光ひかるは、目にも止まらぬ速さで、拳こぶしを振るった。それは赤あか坂さかの顔面を見事に捉とらえ、その場に仰あお向けに倒れさせるほどの威力があった。だが、一撃では終わらなかった。倒れたそこにさらに追い討ちをかけて、光の拳が振り下ろされた。

　愛あいは、人の鼻が変形するところを初めて見た。

「くそぼけがあっ！　なにしてやがんだっ！　ああっ!!」

　馬乗りになって、拳を叩たたきつける。上げた手に血が糸を引き、拳に歯が突き刺さっているのが見えた。

「うぶ、あばぁ……」

「なに言ってんだかわかんねえんだよっ!!」

　もう一度殴なぐられると、赤坂は白目を剝むいた。歯が折れたせいか、口から大量の血が溢あふれだして愛は息を飲んだ。

　すると光は立ち上がり、今度は愛の頭を飛び越えた。

「があっ！」

　小お倉ぐらの悲鳴が上がり、振り返った愛は、光が彼の顔を思い切り蹴けり上げるところを見てしまった。スニーカーの爪つま先さきが顎あごを捉とらえ、そのまま強烈に上に蹴り抜く！　顎の骨がどうかしたのかもしれない、と思える嫌な音がして、小倉の目玉がぐるんと裏返って白目になった。

「ふざけた真ま似ねしやがって！　死にやがれっ!!」

　前のめりに倒れかけた小倉の横面に、光は膝ひざを振りぬいた。ごきん、と音がして顔が真横を向き、血を吐はきながらクラスメートは剝きだしの地面にうつぶせに倒れ、体を痙けい攣れんさせた。

　どう見ても、やりすぎだった。

（光君……どうして……）

　──《憤怒ラース》だ。

　そう、天使の無機質な声がした。

　──神かみ代しろ光はおまえの貞てい操そうの危機を見て、《憤怒ラース》の《大罪》を犯したのだ。

（あたしのために……）

　愛は震ふるえた。そのとき──

「ひ、ひぃ」

　そんな声と共に、建材の陰から立ち上がった少年がいた。

「斎さい藤とう……」

　光の、普ふ段だんとまったく違う声に、斎藤は傍はた目めにもはっきりとわかるほど震え上がった。

「お、俺おれはなにもしてないよ！　本当だ！　俺はただ見てただけなんだ！　俺は悪くない！　だいたい、おまえが赤坂たちの相手をやめるから、こんなことになるんだ！　なんでおとなしくいじめられてなかったんだよ！」

　なんて勝手な理屈！　愛は本当にこの男を助けたことを後悔した。

「ああ、そうだよな」

　光ひかるは押し殺したような声で言うと、折れた角かく材ざいを拾い上げた。

「おまえは、いつも見ているだけだ。けどよ……こいつが危ない目に遭あってるのに、ただ見てたてめえも、俺おれからすりゃあ同罪だあっ！」

　言って、光は角材を思い切り投げた。

　それは見事に斎さい藤とうの額に命中し、彼は物も言わずに昏こん倒とうした。

「……ふん」

　光は鼻を鳴らすと、愛あいを振り返った。

　髪が逆立ち、眉まゆの吊つり上がった光は、いつもとは全然違う怖い顔だった。けれど、その怖さは、赤あか坂さかの顔を間近に見たそれとは、まったく違っていた。

「大丈夫か？」

「う、うん……」

　愛は、差し伸べられた手を取った。立ち上がれるか不安だったが、なんとか足に力は戻っていた。支えられなくても立てそうだったが、光は繫つないだ手を離そうとはしなかった。

「なにかされたか？」

「ううん……その……パンツ見られただけ……」

　それは本当だった。

　もちろんそれだけでも大変なことではあるし、赤坂の目を抉えぐり取ってやりたいと思うけれども、触られたりはしなかった。

　けれど、それでも涙は出た。溢あふれだした涙は頰ほおを伝い、吐と息いきが震ふるえた。

「愛」

　肩が震えた。そんな風に呼ばれたことは、もちろん、一度もなかった。

「いいか。おまえは、俺のもんだ。もう二度と、こんな連中に触らせたりするもんか。絶対に絶対に守ってやる──おまえが俺を守ってくれたように」

「あ──」

　りがとう、と言おうとした瞬間、その唇くちびるは、光のそれによって塞ふさがれた。

　突然のことに、愛は目を閉じることも忘れ、逆に瞠みはった。恐怖によって冷たくなった体が、一気に熱くなり、

「！」

　次の瞬間、光の体が凄すさまじい光ひかりを放つのを、愛は目まの当あたりにした。

　世界のすべては白く塗りつぶされていく。

　だが、恐怖はなかった。

　大きな羽毛布団に包まれたような温ぬくもりの中で、愛は、深い眠りへと落ちていった──




「赤せき兎と！」

　車体を透とう過かした光ひかるの放った輝きによって、ぼろぼろと崩れていく服を押さえながら、獅しぃ子こはそう運転席の大男に言い放った。

　男はそれ以上の言葉を必要とせず、リムジンを急発進させると角を曲がり、工事予定地に車体を横付けした。

　後部座席のドアを開け、全裸の久く美みと美み巳みが、呆ぼう然ぜんと立っている光を引っ摑つかむと、強引に車内に引きずり込んだ。

　ドアを閉めさせ、獅ぃ子は車を発進させる。

　愛あいたちのことに構うつもりはなかった。あとで気付いて勝手に帰るか、誰だれかが見つけて通報するだろう。

　大通りに出て、速度が安定してから、獅ぃ子たちは光のことを覗のぞき込んだ。全裸の少女たちの膝ひざの上に横たわり、彼は静かな寝息を立てていたが、誰もが無言だった。

　全員が、あの衝撃のシーンを──光が愛にキスをしたところを見てしまったのだ。
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「……なんで止めた」

　やがて、獅ぃ子にそう訊きいたのは、薄い胸を隠そうともしていない久美だった。

　光があの店を飛びだしたあと、当然、獅ぃ子たちもあとを追っていた。自分たちが光を見失うはずもなく、すぐに工事予定地に向かって走っていく姿を見つけたのだが、駆け寄ろうとした久く美みたちを獅しぃ子こが止めたのだった。

「ですから言ったでしょう？　光ひかる様さまを《堕落ダウンフオール》させるためですわ。あなたの試合を観みて興奮状態にあった光様は、思おも惑わく通り《憤怒ラース》の《大罪》を犯した……不満があって？」

「あたりめえだろ！」

　久美はドアを殴なぐった。

「なんだよ、あのキスは！　どういうことだよ！　オレたちの誰だれかだってんならともかく、よりによってなんであいつなんだよ！」

「……御自分でも気付かない部分で、白しら鳥とり愛あいのことが好きだったということでしょう？　それが、怒りによって素直な感情を出せるようになって──」

「冷静に言ってる場合かっ！」

　もう一度、久美がドアを殴ると、リムジンは僅わずかに蛇だ行こうした。

「オレたちはどうなるんだよ！」

　裸の胸を隠すように腕を組んで、獅ぃ子は息をついた。

「どうにもなりませんわ。わたくしたちは、あくまで光様に《大罪》を犯させるのが使命。恋愛感情は、わたくしたちを光様に縛しばり付けておくための心の鎖くさりにすぎない……そんなことは、わかっているでしょう？」

　その言葉に、久美は唇くちびるを引き結んだ。

　彼女にもわかっているのだ。しかし、だからといって悔しくないというわけではない。それも、獅ぃ子は理解していた。

（いっそ、始末してしまえればいいのだけれど……）

　簡単でも、それはできなかった。

　光にはきっとわかってしまう、と確信があった。

　白鳥愛が、彼にとって特別な存在であることはわかっていた。けれど、それが恋かもしれないというのは、あえて考えないようにしていた。

（ですが、そうとわかってしまった以上は、このことを前向きに捉とらえるべきですわ）

　獅ぃ子は、自分にそう言い聞かせた。でないとすぐにでも、愛に対して殺し屋を差し向けてしまいそうであった。

「……全部の罪を犯して、本当に《堕落ダウンフオール》したら……光様、愛ちゃんじゃなくて、あたしたちのことを好きになってくれるよね……？」

　大きな胸を片腕で持ち上げるようにして隠し、もう片方の手で光の髪を撫なでながら、美み巳みは誰に向けてということなく、そう言った。

「きっと、そうなりますわ……」

　手を伸ばし、獅ぃ子は光の唇を親指の腹で強く擦こすった。ここに触れた、愛の唇の感触を、すべて拭ぬぐい取ろうというように。

「……そうですとも！　そうに決まってますわ！」

　自らを奮ふるい立たせるように、獅しぃ子こは腰に手を当てて、裸の胸を堂々と張った。

「わたくしたちが、あのようななんのとりえもなさそうな、ただ光ひかる様さまと長くいただけの小娘に負けるわけがありませんわ！　愛は長さではありませんわ！　深さですのよ！　それに！」

　獅ぃ子は、居並ぶ面々をぐるりと見回した。

「恋は《堕おちる》もの、と言いますわ！　光様を《堕とす》ために集つどったわたくしたちこそふさわしいですわ！　そうは思わなくて!?」

　力強い獅ぃ子の言葉に、微笑ほほえみを浮かべてこんこんと眠る少年を囲んだ全裸の少女たちは、互いに顔を見合わせて、大きく頷うなずいた。

「そうだよな！」

　久く美みは、ホワイトエレファントを叩たたきのめした拳こぶしを握った。

「たかだか一回のちゅーがなんだってんだ！　そんなの──こうだ！」

「あっ！」

　獅ぃ子が声を上げたのは当然だった。言うなり、久美は光の唇くちびるに吸い付いたのだから！

　ちゅぽん、と音を立てて久美は唇を離すと、満足そうに微笑んだ。

「ず、ずるいですわよ、久美っ！」

「だったら、遠慮せずにしたらいーんじゃんか」

「するぅ！」

　美み巳みが、まるで極上のデザートにありつくかのように、光の唇に柔らかく喰くらいついた。もちろん、食べてしまったりはしないが。

「あたしも～！」

　そう羊よう子こが、大きな胸を揺ゆらして手を上げれば、

「じゃあ、ボクも試そうかな」

「あたしも……」

　と、棕しゆ櫚ろと巳み和わも身を乗りだした。

「ず、ずるいですわっ！　わたくしだって、光様とちゅーをするんですからっ!!」

　群がる少女たちの手を必死に搔かき分ける、そんな獅ぃ子の声と共に、黒いリムジンは、安らかに眠る少年を乗せ、夜の都会へと消えていくのであった！
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　そうなんですよ、天使様。

　ほんとにもう、びっくりですよ。だって、赤あか坂さかも、小お倉ぐらも、斎さい藤とうも──え？　呼び捨てなのか、って？

　当たり前です！

　あんな連中、呼び捨てで十分です！　なんなら、オイ、とか、コラ、とかだって構うもんか！　……ご、ごめんなさい、つい興奮しちゃって。

　あ、はい。なにがびっくりなのか、ですよね？

　でも天使様、あたしの目を通して、見てたんじゃないんですか？

　え？　寝てた？

　はー、天使様でも寝るんですか。やっぱりベッドなんですか？　え、布団!?　へー、天使様って結構、和風趣味なんですね。

　──あ、すいません。また話が脱線しちゃって。

　ええと、それでですね。

　なにがびっくりかっていうと、あの三人、あの夜のこと、なんにも憶おぼえてないんですよ。

　もう、綺き麗れいさっぱり！

　それだけじゃなくて、怪け我がなんかもひとつもしてなくて。

　確かに光ひかる君くんが、鼻とか、歯とか、折っちゃってたと思ったんですけど……そうですよね！　確かに折ってましたよね！

　だけど……治ってるんですよ。

　それだけじゃなくて、なんだか性格も変わっちゃって、学校に来たら、三人とも七しち三さん分わけなんです。

　その上、ものすごく真ま面じ目めになっちゃって、進んで掃除とかするんですよ？

　みんな、気持ち悪がってます。

　いったい、なんで──

　……え？　光君のせい、ですか？

　あたしと、その……ち、ちゅー、したときに出た光ひかりが、あの三人の悪い部分を、全部、洗い流した、ですか。

　へー、そうなんだ……。

　あ！

　じゃあじゃあ、もう、あいつら、光君にちょっかい出すことはないんですか!?

　だったら──はあ、しばらくは、ですか。

　田た名な網あみさんと、那な賀が花はなさんがいる限り、また《罪シン》が蓄積していって悪くなるから、はやく光君と──って、わかってますよっ！

　でもっ、まだ告白だってしてないし、デートだって──あ！

　だけど、一歩前進ですよね……？

　ね？

　だって……だって！　あたしたち！　ち、ち、ちゅーしたんですもん！

　きゃーっ！

　きゃーっ!!

　それに、あたしのこと守ってくれるって──え？

　あ、はい……ごめんなさい。

　わかってます。

　あたしが、光ひかる君くんを守るんですもんね……だけど、ちょっとくらい浮かれたっていいじゃないですか、ぶちぶち……。

　……だけど、天使様？

　光君、どうしてあたしと、ち、ちゅーしたら……元に戻ったんですか？

　あの光ひかりって、そういうことですよね？

　え、そんなの当たり前……？

　あたしと、その、ち、契ちぎることで、光君は救われるんだから、ち、ちゅーにだって《罪シン》を吹き飛ばすくらいの力がある、ですか。

　へー、すごいんだ。あたしの、ちゅーって……。

　…………。

　だけど、天使様……ちょっと……ほんのちょっとですけど、あたし、堕だ落らくした光君も、格好いいなあって思っちゃいました♪

　あっ！　だから、ちょっとですってば！

　またそんな、怖い顔しなくてもいいじゃないですか！　泣きますよ!?

　もちろん、わかってますってば！

　二人はもう、ちゅーをした仲ですから！　これをステップにして、愛あい、頑がん張ばります！

　…………。

　……光君、全然憶おぼえてないんですけどね、ちゅーのこと。

　ぐすん。





でぃ・えっち・えぃ　そのに！　《終》









　　　　　あとがき







　あー……死にそうです。




　どうも、ゆうきりんです。

　現在、〆しめ切きり真っ最中でして……本当に終わるのかこれ、と思ってて泣きそうなんですが、まあ、それは他社の話なので、脇わきに置いておくとしてですね……

　二巻ですよっ！

　何とか無事に出ました！　よかったあ……ほっと胸をなで下ろしております。

　それどころか！

　一巻には、あっという間に二回の重版がかかって、うはうはと喜んでます！

　買ってくださったみなさま、本当に本当にありがとうございます。

　やはり、あの素晴らしい絵のおかげがとても大きいと思います。どきどきにえっちぃし！

　小宮先生、本当にありがとうございます～。

　名曲『Ｎｅｋｏ　Ｍｉｍｉ　Ｍｏｄｅ』を聴きながら、ゆっくりとイラストを眺めると、より萌もえ上がります。

　ああ、アニメにしたい！　したいですよ！




　ところで、ですね。

　この間、友人に連れられて初めて、秋葉原のメイド喫茶なるものに行ってまいりました。

　達人のご案内で、梯はし子ごすること三軒。

　ただの喫茶店的な、初めてでも安心！　なお店から始めて、徐々にディープで楽しい店へとステップアップ。

　一軒目、二軒目はそんな、ご主人様♪　的な感じはなく、ちょっと失望したりしたんですが……三軒目が素晴らしかった！

　いやもう──教えられませんよ！　何が繰り広げられたのかは!!　あれは、ご主人様とメイドさんの間の秘密ナノＤＥＡＴＨ。




　誰だれじゃ！　気持ち悪ぃ、なんて言ったんは！　むきぃ!!




　あー……ごめんなさい、すいません、ちょっと変です。何しろ、あんまり寝ていないもので……よいのかなあ、こんなあとがきで。




　という感じで～。

　順調に行けば、三巻目は──いつでしたっけ、Ｍ木さん？　初秋？──にお届けできるかもしれません。

　引き続き、そうなるように頑張ります。




　それではそれでは、またお逢あいしましょう！




　二〇〇五年　三月上旬


ゆうき　りん　　　






※『でぃ・えっち・えぃ　そのに！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とは何らの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。










でぃ・えっち・えぃ そのに!








ゆうきりん
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